















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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《プロローグ》




　川かわ面もに太陽が映り、白い光が反射していた。

　ほのかに緑の香りがする、爽やかな初夏の風。河川敷の草むらを揺らす吐息のようなそよ風が、堤防に立っている少年の前髪を撫なでる。穏やかな、平日の昼下がりだ。

　彼──剣城つるぎ影えい介すけは、手に持っていたジュースのストローを咥くわえると、ずずっ、と音を立てて一口啜すすった。一見絵になる姿だが……誰もが二度見すれば、気づくだろう。

　制服とデニムジャケットを合わせた珍妙な格好に、そこそこ整った顔立ちではあるが、目つきの悪さゆえ人相の悪さが際立つやさぐれた風貌。そして、平日の昼間に高校にも行かずに堤防で暇を潰すという大胆な行動。彼がまともな高校生ではないということは、誰が見ても明らかだ。

　もっとも──彼の異端さは、その程度では済まないのだが。

　影介は吞のん気きにジュースを飲みながら、その冷徹さを宿した黒い眼めで、堤防の下方、高架下の河川敷を睥へい睨げいしていた。

「や、やめてください……！」

「へへ、いいじゃねーかよ、俺らと遊んでくれって」

「い、いや！　放してっ！」

　髪を派手な色に染め上げ、薄汚れた制服を着崩した、いかにもな不良の集団に、一人の女子高生が囲まれて脅されている。彼女にもはや逃げ場はなく、自分より一回りも大きい不良に腕を摑つかまれて涙目で怯おびえていた。いっそお手本とすら言えそうな脅迫の光景だ。

　影介はストローを口から離すと、鼻を鳴らした。彼の表情に、彼らの下劣さに対する憤ふん怒ぬや、女子高生に対する憐れん憫びんは滲にじんではいない。

　……それどころか。

「──絶好のヤンキー日和、だな」

　おどけた独り言を宣のたまい、口の端を歪ゆがめた。彼の表情を説明するなら……期待感や高揚感、とでも言えば良いだろうか。

　影介は、お世辞にも体格が良いとは言えない。むしろ線は細く、身長も１７０センチ台中盤と不良たちと比較すればそれほど高くはない。だが彼は大胆不敵にも、その大抵の人間なら見て見ぬ振りをして通り過ぎる光景にくつくつと笑みを浮かべていた。

　影介は堤防の斜面を器用に滑り降り、河川敷へと降り立つと、

「おいおい、俺も混ぜろよ腐れヤンキーどもッ！」

　獰どう猛もうに笑って、彼らに命知らずにも喧けん嘩かを売ったのだった──。




　──数秒、嵐が吹き荒れた、その後。

　影介はまた手にしたままのジュースを一口飲んで、一息吐ついた。今度は、呆あきれ混じりの溜ため息いきとともに。

「はあ……こんなモンか。他た愛あいないな」

　──死し屍し累々。影介の足元には、気絶した不良たちが凄惨に横たわっていた。その光景は嵐が過ぎ去り、すべてが果てた荒野にも等しい。それもそのはずだ。影介が不良たちをたった一人で嬲なぶり、虐しいたげ、蹂じゆう躙りんする姿はまさに──嵐、そのものだったのだから。




　ところで……まことしやかに囁ささやかれている、都市伝説のようなものがある。

　不良やヤンキーの集団に特に理由もなく喧嘩を売り、たった一人で完膚なきまでに叩たたき潰つぶして壊滅させる謎の少年がいる、という眉唾物の噂うわさ。

　その死神とも呼ぶべき少年は、宵闇に紛れつつも存在感を放つ、群青色のデニムジャケットを纏まとう。僅かについている紅の斑まだらは、狩り尽くした者の流した返り血であるという。

　人呼んで──《ヤンキー狩り》。

　その正体こそがこの高校生──剣城影介であった。




「ダメだ、雑魚過ぎる……。どいつもこいつも弱すぎて話にならねえ。もっと俺が楽しめるような、強いヤツはどこかにいねえのかよ……ッ！」

　影介はうんざりと首を横に振った。強者への渇望。それこそが、彼の行動の、いや、生存の原動力だった。どれだけデタラメな力を振るい、不良たちをねじ伏せようが、彼の心はまったく満たされない。何故なぜなら、彼の本当の実力は──。

「あ……あぁ……！」

「……ん？　ああ、そういやいたんだったな」

　そこで影介は、身を縮こめて怯えている女子高生の存在に気づく。影介は何気なく彼女へと歩み寄った。

「お前も、これからは気をつけろよ。俺がいなきゃお前、今頃──」

「ば、バケモノッ!!」

　彼女は、ドンッ、とぶつかって影介を押し退のけた。彼の片手からジュースが滑り落ち、ばしゃっ、と氷が地面に散らばる。しかし彼女は振り返ることなく、一目散に逃げていってしまった。影介は、その場に呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「……バケモノ、ね。まあ、合ってんだけどさ」

　がしがしと頭を搔かき、自嘲的に呟つぶやく。紙コップを拾おうと身を屈かがめると、近くに手頃な大きさの石の礫つぶてを発見した。影介は何気なくそれを手に取ると、高架下から日の当たる場所へ出る。そして、石を持った右腕を投手のように大きく振りかぶり。




「お、らッッッッ!!」

　空へとぶん投げた、その瞬間──空気が、破裂した。

　石の礫は、マッハ10を優に超えるデタラメな速度で大気圏を易やす々やすと突き破っていき、青空の彼方かなたへと吸い込まれていった。

「……ここまで強くなるつもりは、なかったんだけどな」

　ぼそり、と影介は冷めた表情で愚痴った。




　剣城影介は、現代を生きるいたって普通の男子高校生である。

　しかし、ここで言う『普通』とは、普通の世界で、普通の家庭に生まれ、普通に過ごしてきた、という意味でしかない。

　彼は──成長速度が異常で、なおかつ、人間の限界という概念を持ちあわせていなかった。

　不良やヤンキーとの喧嘩に明け暮れ、自らをストイックに鍛えているうちに……影介はいつの間にか、人間をはるかに超える膂りよ力りよくを手に入れてしまっていた。何か特別なきっかけがあった訳ではない。ただ、加速度的に留とどまることを知らない成長を遂げてしまった、突然変異の異端児。それこそが、剣城影介の真の正体だ。




「……はあ、つまんね」

　影介の口から、疲れたようにそうこぼれた。

　彼にとって喧嘩とは、ルール無用に強さをぶつけ合える生き甲が斐いだ。……だが、心が滾たぎるような喧嘩を、影介はもう味わうことができない。当たり前だ。常人をはるかに凌りよう駕がする力を手に入れた影介と比較してしまっては、どれだけ人数が多かろうが、危険な凶器を持っていようが、そんじょそこらの不良やチンピラなんざ羽虫以下の存在でしかないのだから。

「あーあ、どっかにバケモノくらい強いヤツ、いねぇかなぁ……」

　うんざりと虚空にぼやいた影介。影介ほどの強さを持つような人間がそうホイホイいてはたまらない。彼の冗談は、そんなツッコミも得られることなく大気に消える。

　──はず、だった。




『やっと……見つけた……ッ!!』




「………………は？」

　どこからともなく聞こえてきた『声』。影介は周囲を警戒するように見回すが、感覚的になぜか理解していた。

　──その声は、影介の脳に直接呼びかけてきている、と。

「だ、誰だ……!?」

　影介はこめかみを押さえ、その謎の人物に投げかける。だが、返答はもらえない。

　その代わりとしてか──彼の足下に、幾何学的な文様の魔法陣が浮かび上がった。

「は!?　な、なんだ、これ……!?」

　珍しく狼ろう狽ばいを見せる影介。彼の脳内に、再び『声』が響く。




『あなたの力が、必要です……！　どうか来て……わたくしたちの、世界に……ッ！』




　強い光が、魔法陣から放たれた。その光は次第に影介の輪郭を消し去っていく。

「え、ウソ、マジかよ、おわっ……!?」

　影介の視界は白く染め上げられ……この世界から、姿を消した。

　──彼は、旅立ったのだ。この窮屈な世界よりももっと広く、そして……彼に、相応ふさわしい世界へと。







《第一章》




　突如白い光に網膜を灼やかれ、視界が遮られた影えい介すけ。

　彼はふと、ぐるん、と──天地がひっくり返ったような感覚を覚える。次第に目に感じる刺すような痛みが和らいでいき、瞼まぶたを開くと──。




「ちょっ……なんじゃこりゃああああああああああああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!?」




　目に飛び込んできたのは、果てしなく広がる群青色の大海。そこに浮かぶ、緑が映えた巨大な島。ところどころに見える、都市や街の外観。

　──彼は高度三千メートルの上空に、真っ逆さまに投げ出されていた。

「ちょ、待っ、噓うそだろ、オイ……ッ!?」

　大の字に身体からだを広げ、パラシュートのないスカイダイビングを余儀なくされる影介。身体全体に打ち付ける風の強さはもはや痛みすら伴い、強烈な浮遊感は意識を刈り取らんとする。自分の身体に働く壮絶な重力加速度に歯を食いしばりながらも……眼前に広がる見慣れない世界の景色に目が釘くぎ付づけになった。

　その巨大な大陸は、どう見ても日本列島ではなかった。だんだんと大海の海面が近づいてきて、まるで写真を拡大するかのように景色の解像度が上がっていく。

　そこで影介は──息を吞のみ、目を凝らした。

「ッ、なんだ、あれ……!?」




　海辺の砂浜に──七色の神聖な光を全身から放っている、不思議な少女がいた。慈悲深き女神のように手を広げ、その澄んだ瞳で影介を真まっ直すぐに見つめている彼女はまるで……天空から真っ逆さまに墜落してくる影介を、その胸に迎え入れんとしているようではないか。




　彼女と影介の距離が、次第に近づいていく。百メートルを切り、彼女の輪郭がはっきりと視認できたところで……ふわり、と影介にかかっていた加速が一瞬でゼロになった。

「お、わっ…………!?」

　少女の目の前で、無重力空間のように浮いた影介の身体は──彼女によって、強く抱きとめられた。

「やっと、会えました……っ！」

「は………………!?」

[image: ]

　いきなり見ず知らずの少女に熱く抱擁され、戸惑いを隠せない影介。影介の胸に抱きつくその少女は、涙すら目尻に浮かべて影介を上目遣いで見上げる。影介は、再び唾を飲み込むこととなった。




　陽よう光こうを眩まぶしく反射して砂金のように煌きらめく、絹の如ごときブロンドの長髪。宝石のように美しく透き通った碧へき眼がん。素肌は雪のように白く、身体は折れそうなほどに華きや奢しやだ。潤んだ瞳は儚はかない可か憐れんさを醸し、だが柔和に微笑ほほえむ様は気品をも漂わせる。──息を吞むほど美しい少女だ。




「……はッ!?　す、すみません！　わたくし、はしたない真似まねを……！」

　少女はようやく自分の大胆な行動を自覚して、かぁ、と顔を赤くした。慌てて影介から離れ、もじもじとする彼女に、影介もまた咳せき払ばらいする。

「あー……よく分かんねーが、まず、これだけ聞かせてくれ」

「……？」

　きょとんとする少女に、影介は眉を顰ひそめて問う。




「ここはどこだ？」




　その言葉に、少女は顔を真剣な表情へと変えた。

「……ここは、あなたが暮らしていた世界とは違う世界。あなたたちからすれば……異世界、と言えば良いのでしょうか」

　影介は唾を飲み込むと、振り返ってこの世界を改めて眺める。




　どこまでも伸びる水平線。青く澄み渡った空に、濛もう々もうとした白い雲。そこから覗のぞく太陽は……二つ。極め付けに、遠い空にドラゴンとしか呼べない生き物が悠々と羽をはためかせて飛んでいた。

　いや、改めて確かめるまでもないのだ。突然空の彼方に召喚され、見たことのない大陸を俯ふ瞰かんし、そして……見目麗しい謎の少女に出会った。これだけの要素があっては、疑う余地などない。

　なんの異論もなく──ここは、異世界だ。




「……………………マジかよ」

　影介は、思わずそう呟いた。

「わたくしはマリエ──ふにゅ!?」

　その茫ぼう然ぜん自じ失しつとした状態で、影介は無意識に少女の頰ほおを、みゅいーん、と両側から引っ張っていた。

「ひゃ、ひゃひをひゅるんでひゅの!?」

「うん、夢じゃねーな。マジで異世界だ」

「ひゃ、ひゃめへひゅだはい!?　いひゃいでひゅよぉ！」

　強く振り払うこともせずにただただ困っている少女の反応が面白く、影介は満足して手を放した。

「いやー、すまんすまん、夢かと思ってな」

「ふ、普通それは自分の頰で確認しませんか!?」

「俺は柔らかそうなものを見るとつい引っ張りたくなる癖があるんだ」

「なんですかその癖!?　初対面の人にそんな悪癖出さないで下さいよ!?」

「自分にはウソをつかないようにしてんだよ。そう怒るな。綺き麗れいな金髪がハゲ散らかすぜ」

「散らかしませんッ！　って、こんなことをしている場合ではありませんわ！」

　影介の軽い調子にまんまと乗せられていた少女が慌てて首を振った。

「ええと、僭せん越えつながら、お名前を伺ってもよろしいですか？」

「おいおい、名前も知らねえヤツを呼びだしたってのか？」

　呆あきれたように言う影介に少女は苦笑いした。

「あはは……。ですが、あなたの正体は知っています」

「………………へえ？」

　その返答に、影介は雰囲気を一変させ、値踏みするような目で彼女を見た。彼女は、確かな口調で影介に告げる。

「わたくしたちには、あなたの存在が必要です。──常人を超えた規格外の力を持つ、あなたの存在が」

　──彼女は、影介が人間を超えた力を持つ存在だということを知っている。

　偶然でも奇跡でもなく、確固たる意思をもって、影介という存在を召喚したのだ。

「……何者だ、お前？　先にお前の名前を聞かせろ」

　愉快そうに口の端を吊つり上あげ、不遜な態度で問う影介。だが、彼の目はまったくもって笑ってはいない。彼女の存在を敵か味方か、冷徹に見極めようとする目だ。

「さ、先に名乗ろうとしたのを頰を引っ張って邪魔したのはあなたなのですが……」

　恨みがましく言って、少女は小さく息を吐いた。恭しくお辞儀をして、再び顔を上げる。その蒼あおい瞳は、影介のほの暗い闇を秘めた目とは対照的に──期待と羨望、そして、意志の強さを表す光が宿っている。




「わたくしは……マリエル。マリエル＝レイ＝アレスティナ。このアレスティナ帝国の王女であり、そして──この世界に転生した、女神の生まれ変わりです」




　影介は啞あ然ぜんとした。影介が、異世界に来て初めて出会った少女。彼をこの世界に呼び寄せた人間は──この国の王女であり、そして、転生した女神だった。

「では、詳しい話は後にしてもらうとして……」

「待て待て、出来るかぁッ!?　冗談だろ!?　女神の生まれ変わりだなんて言われたら気になって仕方ねえんだが!?」

　さらりと話を先に進めようとするマリエルに影介はたまらず素っ頓狂な声を上げた。

「で、ですが、今は急を要する事態で──」

「お、お嬢様……ッ、ぐ……っ！」

　その時だ。ガサガサと浜辺の背後に広がる茂みを搔かき分けて出てきたのは──満まん身しん創そう痍いの美しい女性だった。

「ルキノっ!?」

　浜辺に倒れる彼女に、慌てて駆け寄るマリエル。影介も驚いて彼女を見つめていた。

　美麗な男性でも通りそうなほどの凛り々りしい顔立ちをした、怜れい悧りで大人びた相貌を持った美女だった。亜麻色のミディアムヘアの真っ直ぐな毛並みは気高さを漂わせ、影介よりもはるかに大人びている。だが、そのビジュアルよりも影介は……彼女の腰の細剣に釘付けになっていた。
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　──女騎士だ。反射的に影介はそう思った。

「す、すみません……！　傭よう兵へい相手に、こんな醜態を……！」

「ひどい……！　待って、いま治癒の魔法を……！」

　ルキノと呼ばれた女騎士は、身に纏まとう中世貴族のような軽装をぼろぼろにし、その空いた穴からは火傷やけどのような痛ましい痕が覗いている。マリエルは切羽詰まった様子でルキノに手をかざした。

　その瞬間、ポゥ、と淡い光がマリエルの小さな掌てのひらから発され、ルキノの怪我けがをみるみるうちに白く綺麗な肌へと変えてしまう。それはどう見ても──。

「魔法じゃねえか……こりゃマジで異世界だな……」

「む……？」

　影介が驚きのままにぼそりと発した独り言に、ルキノが反応した。影介の顔を見るなり、ルキノは目を大きく見開く。

「君は……ッ!?　ということはお嬢様、召喚に成功したのですね!?」

「はい！　ルキノたちが時間を稼いでくれたお陰ですわ！」

　マリエルは嬉うれしそうにルキノに言う。なにがなんだか分からない影介は、湿った目で彼女らに問うた。

「おい待て、先に俺に説明をしろ。どういう状況だ」

「わ、私はルキノ……！　お嬢様に仕える、帝国騎士だ……！　こ、これから、よろし……ぐぅっ……っ！」

「ルキノ、安静にしてください！」

「いやそんな息も絶え絶えな自己紹介は今はいンだよッ！　とにかく先に説明を──」




「いたぞッ！」




　影介たちの言い合いが、ドスの利いた声に遮られた。

　森から現れたのは、屈強な男たち四人。彼らは剣や弓、杖つえを片手に、マリエルとルキノの前に立ちはだかり、舌なめずりして嗤わらう。

「もう諦めてくれよ、マリエル王女……いや、元・王女かな？」

「も、もうやめてください！　どうしてあなたたちは、あのような方に……!?」

「どうして？　あの方は寛大な方だぜ！　俺たちみてーなならず者をこうしてまとめて雇ってくれんだからなァ！」

　マリエルが悲ひ愴そう感かんある顔で訴えるが、男たちは下品な声を上げるだけだ。

「で、ですが、彼は……！」

「ハハーン、なるほど。理解した」

「へ？」

　マリエルは間の抜けた声を上げた。マリエルと男たちのやり取りの中、吞のん気きな一言が隣から聞こえたからだ。その声の主は、その言葉を言い終わるのと同時に──マリエルの隣から、爆はぜるように跳躍した。

「きゃあっ!?」

　マリエルの金髪が荒々しい風にさらわれてなびく。彼女が一瞬だけ目を細めた、その視界で。




　──ひとりの男が、ドロップキックを食らって吹っ飛んだ。




　青せい天てんの霹へき靂れきとすら言える予告なしのドロップキックを繰り出した後、影介は残る三人のうち二人の頭部を摑つかんで衝突させかち割り、すかさず残りひとりの懐に飛び込んでその二人へ砲丸投げのように投げ飛ばす。そして塊となった三人に、まとめて助走付きの飛び蹴りを決める。超重量の物体に追突されたかの如く、猛烈な勢いで吹き飛んだ三人はごろごろと転がり、そのまま動かなくなってしまった。この間、わずか三秒。

　──須しゆ臾ゆの間に、影介は四人のならず者全員を制圧してしまった。

　影介はつまらなそうに手をパンパンとはたく。

「はい、一丁上がり」

「えっ……えっ……!?」

　マリエルはただただ狼狽うろたえていた。まだこの世界の事情を何一つ知らないはずの影介が、あまりに躊ちゆう躇ちよなくドロップキックや飛び蹴りを放ったものだから困惑しているらしい。影介はさらりと言う。

「あいつらが容赦なくぶっ飛ばしていいヤツらだってことくらいは分かるっつーの。お前みたいなガキを大の男四人で付け狙う輩やから。まるでヤンキーだ。ドンピシャに俺の専門分野だぜ」

「やん、きー……？」

　聞き慣れない単語だったか、首を傾かしげるマリエル。マリエルは彼の名前を知らずに召喚した。ならば、当然彼の悪名も知るはずがない。──《ヤンキー狩り》という、あまりに物騒な彼の悪名も。

「じゃ、綺麗に片付いたところでステキなお話の続き、聞かせてもらおうか？」

「え？」

「え、じゃねーよ。お前ら、まさかこんな雑魚を倒してもらうために俺を呼びつけたんじゃねえだろう？」

　肩をすくめる影介に言葉を失うマリエル。一対多数とはいえ、王女マリエルにつき従う騎士であるルキノを苦戦させた屈強な悪漢たちを、彼はあっさりと雑魚と言い切った。それが大言壮語でも誇大広告でも手前味み噌そでもないのは、向こうのほうで沈黙している男たちを見れば疑う余地などない。

「お前らが俺を召喚した理由。──誰を倒すために、俺に力を貸して欲しいのか。是非とも教えてもらおうじゃねえか」

　影介は皮肉げな笑みを浮かべた。

　マリエルは、ごくりと唾を飲み込む。

　小さく息を吐いて、重々しい口調で彼女は答えた。




「……お話し、いたしますわ。──少し前にこの世界には、魔王が君臨したのです」

　聞いた瞬間、影介は無言でその場に膝をつき、ガッツポーズを決めた。




「………えっと、なにをしてるんですの？」

「感動に震えてるんだ、見れば分かるだろ」

　困惑するマリエルに、影介はガッツポーズのまま微動だにせずに答える。

「……あの、あなたの想像しておられる魔王と、わたくしの言う魔王はもしかしたら違っているかもしれませんわ。魔王というのは、この大陸を侵略しようと魔族を各地へ送り込み、暴虐の限りを尽くした最低最悪の……」

「ああ、そういう魔王だろ？」

「えっ、合ってるんですの!?　じゃあなんで喜んでるんですか!?」

「喜ぶに決まってるさ！　本気で殴り飛ばしても誰にも文句を言われず、むしろ万歳三唱されるようなクソッタレなんだろうソイツは!?　なるほど、完ッ全に理解したぜ！　その魔王を俺が完膚なきまでに叩たたきのめせばいいわけだ！　いいねいいね、やっぱ異世界転移ってのは展開的にそうじゃなきゃなァ!?」

　興奮冷めやらぬ様子で詰め寄ってくる影介にマリエルは顔を引きつらせる。

「あの、いえ、そうではな──」

「オーケーオーケー、お安い御用だッ！　その素敵なクソ野郎に俺がゲンコツかましてやるから安心しろッ！　で、その魔王はどこだ!?　あっちか!?　あっちの方か!?」

「も、もうッ！　ちょっと落ち着いて下さいよ!?　違うんです！　早とちりしすぎです！　魔王はもう倒されましたわッ！」

「……………………ハ？」

　影介は、ピシッ、と岩の如ごとく硬直した。

「……いやいや、いま言っただろ。魔王って超言っただろ」

「順を追って説明しようと思ったのですっ！　魔王はもうとっくに倒され、封印されています！」

「だ、誰にだッ!?　俺を差し置いて誰がそんなことを!?」

　苛いら立だちと驚きに影介の語気が強くなる。マリエルは少し目を伏せ、か細い声で答えた。

「……勇者様です」

「……ユウシャ？」




「この世界には既に、魔王を倒すためにあなたたちと同じ世界から召喚され、異能力を手に入れた方々、勇者様がいます。彼らが力を合わせ、魔王を撃破したのですわ」




「なん……だ、と……」

　影介は絶句し、今度はがくりと膝を折った。魔王が勇者に倒されたと聞いてショックを受ける人間なんて前代未聞である。マリエルは呆あきれ半分に苦笑いしながら、滔とう々とうと語る。

「わ、わたくしは女神の生まれ変わりだと言いましたよね？　魔王の降臨が予言された時、アレスティナ王家の血を介して女神が転生するというこの国の伝承──それが、わたくしです。なので生まれつき、魔王を倒す資格ある者に女神の神聖なる力を与える能力があるのです。その力に選ばれた者の総称が、勇者様ですわ」

「ちょっと待てよコラ、じゃあ俺は誰を倒すために呼ばれた？　まさかその勇者の手伝いや尻拭いしろってんじゃねえだろうな？」

　影介は恨みがましく詰問する。するとマリエルは、視線を彷徨さまよわせた。

「……いえ。彼らを、止めて欲しいのです」

「…………なに？」

　影介は耳を疑う。マリエルは重々しく息を吐き、告げた。




「あなたに止めていただきたいのは──その魔王を倒し、わたくしたちの国を乗っ取った勇者様たちなのです」




　影介と同じ世界から召喚された若者……勇者と呼ばれる存在が、この国を乗っ取った。影介は、無意識に唾を飲み込んだ。

「彼らは、自らが手にした絶大な力に驕おごり、魔王を倒した後、元の世界に帰ることを拒絶してこのアレスティナ帝国全土にある各都市を乗っ取ったのですわ。……わたくしたちが暮らしていた、帝都までも」

　マリエルは目を伏せると、縋すがるように彼を見上げた。

「……お願いします。あなたのその人間を超えた力にわたくしたちは頼る他ありません。既にあなたと同じ存在を二人召喚していますが、彼女らの能力は勇者と面と向かって戦うには厳しいものがあります。ですが、あなたの能力は──」

「……………………んん!?」

　影介はそこで、マリエルの言葉を遮った。聞き捨てならない彼女の台詞せりふを耳にしたからだ。影介は目を見開いて問う。

「いま、俺と同じ存在を二人、って言ったか……!?」

「え、ええ。あなたは、わたくしがこの世界に召喚した三人目。最後に召喚した方ですからね」

「最後……!?　三人目……!?」

　今日一番の驚きを見せる影介。無理もない。自分だけだと思っていたのだから。

「あなたと同じように人間の限界を超えた能力を持ったお方が既に、わたくしたちのために戦ってくれていますわ」

「俺と、同じ……!?」

　成長速度が異常で、なおかつ、人間の限界という概念を持ちあわせていない者。それが自分以外に、二人も存在していて。自分よりも先に、召喚されている。その事実に、影介はひたすら瞠どう目もくした。
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「ああっ、もう！　なんであたしたち、こんなことになってんだっけッ!?」

「異世界に召喚されたからです」

「分かってるから！　分かってて愚痴ってんのよッ！　改めて言われるとホンット意味分かんないんだけど！」

　喚わめくような声と淡々とした声が、二重奏となって森林に響いた。

　森が拓ひらけ、太陽の光を遮る深い緑が無くなった草原のような空間。そこに二人の少女が、背中合わせになっていた。

　彼女たちは囲まれている。剣や弓などという物騒な武器を持った男たちに、周囲を包囲されている。

　……だが、追い詰められている、という表現は怪しい。どう見ても、苦渋に満ちた表情を浮かべているのは、男たちの方だったからだ。

「チッ、手こずらせやがって……！　なんなんだよ、お前ら……!?」

「ただの女子高生だっての。……まあ、そこらの女子高生よりも、ちょーっと可愛かわいげないけどね？」

「……ちょっとで済みますかね」

「か、価値観は、個人差があるものだから！　ねっ!?」

「ねっ、と言われても」

　一見絶体絶命に見えるような状況。そんな中で、まるで緊張感の無い軽妙なやりとりをしている二人の見た目は、その言葉通り──制服を着崩して身に纏まとった、ごくごく普通の女子高生であった。




　恋こいヶが瀬せ優ゆ衣い。高校二年生。

　制服と合わせて着用するサイズの大きいパーカー、端正に切きり揃そろえられたショートボブ、そして首に装着したヘッドホンが特徴的な、大和撫子なでしこのような淑しとやかな可愛らしさのある女子高生……だが、その顔はまるで機械人形の如く冷徹な無表情。よく言えば沈着冷静、悪く言えば陰気な印象のある、背丈の低い少女だ。




　そして、速はや水み芹せり香か。同じく、高校二年生。

　腰に巻かれたカーディガン。腕に付けられたシュシュ。そして明るい山吹色に染めた髪をサイドテールに結わえている彼女は、一言で表現するならば『イマドキの女子高生』だ。ギャルと言っても差し支えない。均整の取れたスタイルに明るい容姿と性格の持ち主である彼女は、学校社会ではカースト上位に位置しているであろうことが容易に想像できるような、アイドル的魅力のある少女だった。
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　どうして、そんな両極端に現代っ子バリバリな格好の彼女たちが、この世界に召喚されたのか。




　優衣が、感情の見えない瞳を細めて構えているのは──二丁の拳銃。ニスで艶あでやかに輝く茶色の銃身を持った銃を一丁ずつ、彼女は両手に構えている。芹香もまたそれを横目で見ながら、腰を低く屈かがめて右脚を後ろに引き、左脚を前へ出す。芹香の戦闘態勢だ。




　その答えは──二人とも、芹香曰いわくほんの少しばかり、『普通』の女子高生、という概念から逸脱した存在だからだ。

「チッ、でやああああッ！」

　咆ほう哮こうし、優衣に向かって突進してくる屈強な男。彼の手には、鋭利に研ぎ澄まされた本物の真剣。だが、優衣は怯おびえることなく銃口を彼へと向ける。そして、優衣はその冷ややかな目をさらに細め──、




「──ッ！」

　ダァンッ！

　けたたましい発砲音を、森に轟とどろかせた。




　彼女の放った弾丸は、男が握る剣の柄つかを寸分違たがわず狙い撃ち、弾はじき飛とばした。

「んなっ……!?　ッ、がぁっ!?」

　さらに間髪入れずに放った弾丸が、男の胸当てを狙い撃つ。胸当てを止めていた、コインほどのちいさな金具が弾け飛んだ。胸当てを失い、がら空きになった胸に銃口を向けたまま、優衣は静かに呟つぶやいた。

「……次はあなたのハートを撃ち抜きますよ。物理的に」

　淡々とした口調で冗談を飛ばす優衣は、まるで熟練の狙撃手たる風格を思わせる。……断っておくが、彼女が射撃を始めたのは、この世界に来てからである。元の世界で銃弾飛び交う戦地に身を投じていたわけでもなければ、血の滲にじむような射撃の訓練を行なったわけでもない。……だがそれでも、彼女が冷徹に引き金を引いて放った銃弾は、正確無比に狙った場所を撃ち抜いた。ただ闇雲に撃ったとは到底思えない芸当だ。

「な、なんで、お前みたいなガキが……!?」

「普通の子供じゃないからです」

　そう言いながら、彼女は素早く身を翻した。

　そこには、背後の森から飛びかかるようにして現れたもう一人の男。目の前の男と交戦している間に、優衣の背後にはもう一人の荒くれ者が迫っていたのだ。

「無駄です」

　だが、優衣は冷静に呟き、バックステップで後方へ跳躍。二つの銃口をその男へと向けて──引き金を、引く。

　銃弾が、男の太ふと腿ももを正確に撃ち抜いた。そこから、ブシュ、と鮮血が栓を抜いた炭酸飲料のように溢あふれる。

「うがああぁッ!?」

　痛みに悲鳴を上げて地面をのたうち回る男を睥へい睨げいし、ふう、と息を吐く優衣。

「奇襲するなら、もっと落ち着いた方がいいですよ」

「はあ……!?」

「あなたが息を潜める呼吸音。緊張して拍動する心臓の音。……集中すれば、うるさすぎるくらい聞こえます」

「な、に……!?」

　男が脂汗を浮かべ、驚きよう愕がくに目を見開く。言うまでもないが、距離の離れた人間の心臓の鼓動など聞けるはずもない。だが、優衣はいまはっきりと、聞こえる、と口にした。それも、うるさい、とまで。

　優衣は拳銃を持ったまま、自分の身体からだを軽く抱く。

「……私は、感じやすいので」

「言い方言い方、誤解を招くから」

「……間違ってはいないのですが」

　隣にいる芹香のツッコミに、わずかに眉尻を下げる優衣。




　優衣は……人間を超えた五感を手に入れてしまった少女なのだ。

　彼女には、人の目には見えないものが見え、聞こえないものが聞こえ、感じられないものが感じられる。それが、彼女が訓練もスコープもなしで正確無比な射撃を行なうことを可能とする、『普通』の少女ではない理由だ。




「くそっ、バケモノどもめ！」

　二人の男たちが並び立ち、弓を構えた。素早く腰にある矢筒から矢を抜いて構え、弦を引く。矢が、風のように芹香に襲いかかってきた。芹香は舌打ちする。

「誰がバケモノだって、のッ！」




　そう吐き捨てて、芹香は──消えた。




「…………は？」

　放った矢が虚空を射い貫ぬく様子に、二人の射手は啞あ然ぜんとした。そんな彼らのすぐ横を、一迅の風が吹き抜ける。

「よっ、と。これで全部よね？」

　突然響く声。──いつの間にか、芹香は彼らの背後にいた。その腕には、大量の矢が抱えられている。

「まさか……!?」

　男たちが慌てて確認すると……彼らの腰の矢筒には、一本たりとも矢が残っていなかった。彼女が、奪い取ったのだ。芹香は地面にバラバラと矢をばらまく。

「矢がなけりゃ、もう戦えないっしょ？」

「い、いつの間に……!?」

「いやいや、いつの間に、って『今』しかないでしょ。あれ？　速すぎて見えなかった？」

　芹香は、いたずらっぽく舌を出して彼らを嘲り笑った。二人の男は戦慄する。




　芹香もまた、優衣と同じく、人間を超えた力を成長過程で手に入れてしまった少女。彼女が限界を超えたものは、俊敏性だ。風のように速く、否いや、風よりも速く疾走し、音すら置き去りにしてしまう。もはやそれは高速移動ではなく、瞬間移動の域だ。それを『普通』とは間違っても呼べないだろう。




　彼女たちはフィクションのヒーローのように、何か特別な出来事に見舞われこのような力を手にしたわけではない。優衣は、日々の生活の中で、耳を澄ませたり、目を凝らしたりしているうちに、いつの間にか。芹香は、毎日グラウンドや通学路を汗水流して走っているうちに、気づけば。自覚なく、それぞれの分野において何故なぜか人間の限界を超えていた。だからこそ二人は、マリエルに見み出いだされ、この世界に召喚された高校生なのだ。

　二人はがむしゃらに襲い来るならず者たちを楽々いなしながら、平然と言葉を交わす。

「そういや最後の一人、ちゃんと召喚できたのかなー？」

「マリエルの声が向こうの方から聞こえます。召喚した方と話をしているのかもしれません」

「なるほど、じゃ、あたしらの時間稼ぎは無駄じゃなかったってわけ、ねッ！」

　優衣が男たちの手から武器を撃ち抜いて弾き、芹香が高速で男の顎に回転蹴りを放つ。

「そんなら、さっさとココ片付けて、あたしらも合流しますか！」

「……ですね、そうしましょう」

　……残るは、剣を携えたフードつきのマントの男、ただ一人。

　二人は戦いに決着をつけるべく、彼へ向かって突っ込んでいった──。
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「……へえ、ユイとセリカ、ね。まさか俺と同じ境遇の人間がいるとはな。なかなか面白い能力じゃねえかよ」

　影介は、自分と同じ人間を超えた存在の少女の詳細を聞き、愉快そうに膝を叩たたいた。

「いま、彼女たちはこのあたりにいる山賊や傭よう兵へいたちと戦い、あなたを召喚するための時間稼ぎをしてくれていますわ。もうすぐ、合流してくる頃だと思います」

「ふーん……。そいつらは強いのか？」

「もちろん、並大抵の人間よりはるかに強いさ。魔法や特殊な武器なしで戦えるだけで十分強い」

「だが、勇者よりは弱い。……違うか？」

　影介は、鋭い指摘をする。そうでなければ、影介をあそこまで熱望して召喚する必要などないはずだ。それに、優衣の能力も芹香の能力も人間としては凄すさまじいのだろうが、魔王と戦うために壮絶な力を手にした勇者と渡り合えるか、と考えると……怪しい。マリエルは苦い顔をした。

「仕方ありませんわ。勇者様が比較にもならないほど強すぎるのですから。……ですが、今は大丈夫だと思います。逆に言えば、勇者様以外であれば、彼女たちも負けはしないはずです」

　マリエルは落ち着いた口調で答えた。影介はそこであたりを見回す。

「そういえば、さっきの雑魚共はお前を狙ってたな。雇われた、だとかなんとか言ってた気がするが、あいつらはなんなんだ？」

　影介がさらりと訊たずねると、彼の気軽さとは正反対に、マリエルは、怒りか苦しみか、顔を歪ゆがませて語り始めた。

「……わたくしが召喚した数多くの勇者様たちはいま、各々がこの国じゅうの各都市や地区の支配者を勝手に名乗り、自分たちの欲望のままに傍若無人な振る舞いをしたり、利己的な制度を押し付けたりしています。端的に言えば、自分たちの王国をあちこちに作っている、とでも言いましょうか。……そして、この一帯を支配しているのが、勇者の一人、ケン様ですわ」

　勇者、ケン。その日本人らしき名前は、影介と同郷である証しよう左さだ。

「……そいつはこの場所でどんなことをしてるんだ？」

「……狩りですわ」

「狩り？」

　影介が反復すると、マリエルは嫌悪を露あらわに唇を嚙かんだ。

「この森林や海岸には、食材となる動物や果実、資材となる木々や鉱石など、ここでしか手に入らない天然資源がたくさんあります。しかし、ケン様はこの地区を勝手に縄張りにし、国中の賊やならず者を集めて雇ってこの地区に住まわせたのですわ。そしてその資源を採集しに来た人々を、『狩り』と称して襲わせ始めたのです」

　マリエルはドレスの裾を強く握りしめた。ルキノも我慢ならない様子でこめかみに青筋を浮かべている。

「ヤツは相当に卑劣な部類の勇者だ。この一帯を自分の作った遊戯の盤上とみなし、立ち入った者が潜んでいた賊に襲われ逃げ惑う様を傍はたから眺めて悦に入る……。本当に、救いようのない外道だ」

　影介は顰ひん蹙しゆくした。おそらく、彼に限らず、勇者どもは皆自分がまるで全能の神になったような感覚に囚とらわれているのだろう。自分が支配する世界で、自分の手駒が、自分の思うとおりに動く。まるでゲームでダーティプレイに興じるような快感に酔いしれているのだ。

「そりゃ悪趣味な野郎だ。友達にはなれそうにないな」

「だが、私たちはそれを逆手に取ったのだ」

「……逆手？」

　ルキノが咳せき払ばらいして、自信ありげに言う。マリエルも頼もしげに首肯した。

「ええ。彼は観察に興じている分、自分から姿を見せることはないのです。それは高速でセリカ様が周囲の森林を粗方確認してくださいました。勇者のような風貌の男はどこにもいなかった、と」

「そして、勇者さえ出てこなければユイやセリカが負けることはない。賊を倒して時間を稼ぎつつ、向こうの世界のこの座標軸に存在していた君を呼び寄せ、勇者が出張ってくる前に彼女たちと合流する。完璧な作戦だ」

　影介は無言で顎をさすった。相手の勇者の観察趣味を逆手に取り、隙をつく。そのマリエルとルキノの語る完璧な作戦に……影介は妙な違和感を覚えていた。

「……自分から姿を見せないそいつは、じゃあいまはどこにいる？」

「え？　それは分かりませんが……」

「は？」

「そんなこと、分かる必要があるのか？　セリカは高速で見回りをしたし、それにユイは隠れている人間がいれば確実に察知する。彼女たちがいないと言うのだから、周囲に勇者はいないということだ」

「隠れている人間……」

　影介は、絶句した。




　優衣や芹香の強さに慢心し、挙げ句の果てその勇者の目論みにまんまと嵌まっている彼女たちに。




「……おい、そのユイとセリカってヤツはいまどこにいる？」

「え？」

　影介は踵きびすを返しつつ、低い声で問うた。マリエルとルキノは顔を見合わせる。

「こちらから行くつもりか？　入れ違いになるかもしれないぞ」

「ああそうだな、入れ違いになるかもしんねえな。あの世でな」

「……へ？」

「早くしねえとそのユイとセリカ、危ないかもしんねーぞ」

　影介は素っ気なく告げた。呆気あつけにとられる二人。

「……ど、どういうことですか？」

「言葉通りの意味だ。なにが逆手に取っただタコ。最初から裏を搔かかれてるのはお前らだ。その二人、間違いなく、その勇者ケンの餌食になるぞ」

　影介が愛想なく告げた言葉に、マリエルたちは絶句した。ルキノが狼ろう狽ばいして喚わめく。

「ど、どうしてだ!?　勇者がいないことは既に下調べしてあると言っただろう!?　それに、たとえ隠れていても、ユイの五感ならそれを察知できる！」

「ああ。茂みの中にこっそり隠れてるような怪しいヤツがいれば確かに気づくだろうな」

「なに……？」

「『隠れている』と『潜んでいる』は同じ意味じゃねえんだよ。そいつの目的は、楽しむことなんだろ？」

「ど、どういうことですか……？」

「なんであれ、物事を傍から観察するだけで満足しちまうようなヤツはいねえってことさ」

　特にケンが、自分のしていることをゲームだと考えているならば……おそらく彼は、ただ見ているだけでは満足しない。子供でも分かる単純な真理。ゲームを横から覗のぞき込んで、充足感を得られるようなヤツはいない。誰だって、ゲームをプレイするのは自分でありたいのだ。特に自分が誰よりも技量を持ったプレイヤーであるならば、それはより顕著になる。そしてさらに、そのゲームが対人戦であったならば──なにをすることが、一番面白いか？




「──相手を出し抜いて負かす。それが一番面白いんだよ」




　影介は、まるで自分のことのように言った。彼は顎でマリエルを指す。

「なあ、マリエル。お前が勇者だったらどうする？」

「え？」

「そんじょそこらのヤツには負けないようなイキのいいヤツらが自分の領土にやってきたら、どうやって出し抜くのが爽快だと思うよ？」

　影介の浮かべる笑みはまるで詐欺師。間違いなく悪人のそれだ。だが、だからこそ……外道の勇者の考えていることが分かる。蛇の道は蛇。性格の悪い人間の策は、性格の悪いヤツにしか読めない。影介は人差し指を立てた。




「俺ならこうするね。──その倒される有象無象の賊のなかに潜み、相手が勝利を確信して油断したところに『実は俺、勇者でした』とチート能力を叩き込む」




　──その時。

　ドゴオッッッッッッッッッッッッ！

　急に景色がまぶしく発光し、森から凄まじいエネルギーの奔流が現出した。

「きゃあっ!?」

　三人の足元がぐらつく。倒れてきたマリエルを反射的に支える影介。

　彼がその膨大な何かが現れたほうへ目を向けると……。




　──その何かが通り過ぎたであろう場所にあった森が、跡形もなく消えていた。地面がまるで巨大なスプーンでこそぎ取ったように、半円状に抉えぐり取られていたのだ。




「……ハッ、正解音にしちゃあ、音も光もド派手過ぎるんじゃねーかオイ……ッ!?」

　影介は笑いながら吐き捨てると、そちらへ向かって駆け出した。マリエルたちが慌てて影介の後を追いかける。

「え、エイスケさまッ!?」

「急げッ！　その小こ賢ざかしい勇者は──俺がブッ潰すッ！」





＊＊＊






　凄まじいエネルギーの奔流が、優衣と芹香、二人のすぐ側そばを駆け抜けた。掠かすってもいないのに、熱が彼女たちの肌をちりつかせる。白色の閃せん光こうが視界を染め、景色が明滅した。

「……………ハ、っ」

　声になっていない掠かすれた声が、芹香の喉から漏れる。二人は、収縮した瞳で自分たちの真横を見る。

　──そこには、まるで元からあったかのように、茶色い地面、いや、そのさらに下の地盤が剝むき出だしになっただだっ広い荒れ地が索漠と広がっていた。ほんの数秒前まであった草原や木々は跡形も残っていない。絶大なエネルギーが、そこにあったものを根こそぎ消滅させてしまったのだ。

「あーあ、なんだ、外したか」

　戯おどけたようにそう言ったのは、優衣と芹香が倒そうとした、最後の賊の一人。彼の掌てのひらには、まるで火花のように光の粒子が踊っている。

　彼は被かぶっていたフードを外し、肩をすくめた。茶色と黒の中間の髪色をしたその男は、優衣や芹香と同年代の少年だった。

「いやぁ、流石さすがに速いね、キミ。もうゼロコンマ一秒反応が遅れてたら、キミの半身は吹っ飛んでたはずなんだけどなあ」

　飄ひよう々ひようと残虐なことを宣のたまう彼に、芹香の背筋が凍り付く。彼の言うとおりだった。最後の一人を仕留めようと高速で肉迫した芹香だったが、彼が剣ではなく、逆の腕を構える姿に虫の知らせのようなものを感じ、即座に退避。そして優衣を抱え上げたところで──彼のその腕から、猛烈な熱線が炸さく裂れつしたのだ。

「あんたは……ッ！」

　ギリ、と奥歯を嚙みしめて、彼を睨ねめ付ける。彼は剣を肩に構えると、余裕たっぷりの笑みで彼女らに告げた。




「──僕はケン。この世界に君臨する、最強の勇者だ」




　──勇者。

　魔王が倒されたこの世界で、現在最強として君臨する者たち。

　なおかつ、マリエルを裏切った、すべての元凶と言うべき存在。

　そして、優衣や芹香が倒すべき敵でありながら──森を吹っ飛ばすほどのデタラメな力を持つ、彼女たち程度では絶対に勝てない敵だ。

「どうして、ここに……!?」

「ハハッ、そうさ！　その顔が見たかったのさ！　自分たちの方が優位に立ってると思っているバカなヤツに、そういう顔をさせるのが最高なんだよッ！」

　優衣と芹香の絶望に歪ゆがむ顔を見て、ケンが耳障りな哄こう笑しようを上げる。二人はなんとか自分を奮い立たせて立ち上がった。

「……一応言うよ？　もう元の世界に帰りなって。ここはあたしらの世界じゃないっしょ」

「ここはもう僕らの世界だ」

　芹香の言葉に耳一つ貸さず、ケンはなんの躊ちゆう躇ちよもなく言い切った。

「本来魔王によって滅ぼされる運命だったこの世界を救ったのは僕たち勇者だ。捨てられそうだったゴミを再利用したようなものだよ。僕らが好きにしてなんの問題がある？」

　都合の良い解釈をべらべらと話すケンに、二人は閉口した。

「それに、あの世界こそ、本来僕がいる場所じゃないんだ。あの世界の僕は僕じゃない。どこにでもいる普通の高校生でしかない。言わば『名無し』だ。……だけど、この世界なら、僕は本当にやりたいことが出来る。勇者ケンとして、一生この世界で生きていられるんだ。こっちの僕こそ、本当の『ケン』なんだよ」

「……本当のあなたとはなんですか」

　優衣が抑揚のない口調で訊たずねる。ケンはすぐさま答えた。

「肉食獣になることさ」

「は？」

「誰もが僕を恐れ、その恐怖故に僕のすべてに従う。食物連鎖の頂点にして絶対的な強者。それは元の世界じゃ、絶対に味わえない快感だろう？」

　とても勇者とは思えない、残虐非道な言葉だった。……否いや、彼は勇者であっただけで、いまはもう勇者でもなんでもないのだ。ただ、勇者の力を持っているだけの暴君。帝国に反旗を翻ひるがえした反逆者。欲望にまみれた悪の権化。もはやこの世界の勇者という言葉は、そんな代名詞にまで堕おちてしまったのだ。

「……なるほど、分かったわ」

「おや、嬉うれしいね。分かってくれたのか」

「うん、バッチリ」

　芹香は片手でオーケーサインを作ると──キッ、と眼まな差ざしを強くした。

「あんたの頭がイカれてるってことがねッ！　優衣ッ！」

　言うが早いか、芹香はその場から姿を消した。同時に、優衣は二丁の拳銃を無言で構え、連続で発砲。彼女が放った弾丸は、ケンの脚や腕などに向かって一直線の軌道を描く。バラバラの場所に正確に狙い撃たれた弾丸、だったが。

「ハッ！」

　ケンは一声上げ、素早く剣を振り抜いた。キィンッ、という金属音がいくつか重なったかと思えば……優衣の放った銃弾は、ぱらぱらと粉のようになって地面へ落ちた。一つ残らず、真っ二つにされたのだ。

「っ……!?」

「せイッッ！」

　だがその隙に、彼の背後を取った芹香。彼女はそのしなやかな健脚で、打点の高いハイキックを繰り出す。狙うは、彼のこめかみ。ケンはまだ、優衣の攻撃を防いだことによって防御の態勢が取れていない。

　──芹香の蹴りが、彼の頭にもろに叩たたき込まれた。女子の蹴りとはいえ、頭に入れば多少の脳の揺れは避けられない。

「………………え？」

　──はず、なのだが。

「なにかしたかな、今？」

「う、そ……!?」

　ケンは微動だにせず彼女に目を向けた。愕がく然ぜんとする芹香の細い首をケンはすかさず摑つかむ。

「ぐ、ぁ……っ!?」

「芹香さんッ！」

　優衣が牽けん制せいで発砲。だが、その銃弾は軽く剣を振っただけのケンの一いつ閃せんで切り払われてしまう。

「いやあ、信じられないな。マリエル王女が妙な仲間を引き入れたという噂うわさは耳にしていたが……なかなか手て強ごわい力じゃないか。驚くべきは、それがあの王女の力じゃないというところだ。君たちは一体何者なんだ？」

「ぅ、ぐ……！　ただの、高校生よ……！　あんたと同じでね……ッ！」

　呻うめきながら減らず口を返す芹香。ケンは嘲り笑うように息を吐くと──、

　ゴスッッ!!

「か、は……ッ!?」

　芹香の腹に、蹴りを叩き込んだ。芹香は地面を転がり、そのまま激痛に悶もだえながらその場にうずくまってしまう。当たり前だ。彼女たちの身体からだの強度は、普通の女子高生となんら変わりないのだから。

「へえ、痛いんだ。じゃあ本当に、『ただの』高校生みたいだね？　……なら、君たちと僕らは違う。僕らは勇者になった時、勇者としての能力以外にも、並大抵のことでは命を落とさない強きよう靭じんな肉体も授かったんだ。さらには、こんな風に……ッ！」

　ケンは、剣を大きく振るった。そうして繰り出されたのは、大気を圧縮した、かまいたちのような真空の刃やいばだ。芹香は舌を嚙かんで腹痛を別の痛みで堪こらえると、優衣の腰を抱えて瞬時に移動する。

　……だが、それでも少し遅かった。彼女らの足元の地面にその斬撃が炸裂し、まるで爆発でも起きたかのような衝撃が生じた。

「きゃあっ!?」

「くぅっ……！」

　爆風に煽あおられ、優衣と芹香は転倒する。彼女らを睥へい睨げいして彼は悠然と語る。

「勇者たる剣の腕前も体得している。これもまたマリエル王女が僕らに与えてくれた力さ」

「ッ、なんなのあの王女、出血大サービスし過ぎでしょ……!?」

「……それだけ、魔王を恐れていたということでしょうね……っ」

「さあ、君たちにも刻みつけてあげるよッ！　僕という名の恐怖をねッ！」

　ケンが大きく跳躍し、彼女たち二人に肉迫した。優衣を咄とつ嗟さに突き飛ばして跳び上がる芹香。袈け裟さ斬りせんとして大きく振るわれた大剣を、芹香はすんでのところでのけぞって回避する。だが、彼は八の字に斬撃を幾度も繰り出し、息もつかせぬ速さでの猛攻を仕掛けてきた。退路を断つように振り下ろされる太刀筋に、芹香はひたすら高速で動いて回避することしか出来ない。

「っ、ちょ、くッ……！」

「……ッ！」

　芹香に突き飛ばされた優衣が、体勢を立て直して拳銃を構え直す。ケンの横顔を捉えた銃口が苛烈な火を噴いた。しかし、ケンはそれを首だけを後ろへ引いて回避し、大きく優衣に向かって剣を振り下ろす。三日月型の真空の刃の来襲を、優衣はすぐさま横へ退避。……だが、その刃は優衣の想像よりも速かった。刃の末端が彼女の左の二の腕を浅く切り裂く。

「ぅあ……、ッ！」

　激痛に悶え、優衣は拳銃を取り落とした。繰り返すが、彼女たちの身体の強度はただの人間と変わらない。切られれば痛いし、命も危険だ。……特に優衣は、普通の人間よりも鋭敏な感覚の持ち主である。感覚強度を全開にして戦っている時に身体を傷つけられれば、痛覚も倍加され、軽い切り傷でも汗が噴き出るような激痛となって彼女を襲う。生身の女子高生においそれと耐えられる代物ではない。

「今……ッ！」

　芹香はその隙を逃すまいと、彼の正面から高速で抜ける。彼女は、ケンの左側に瞬時に回り込んだ。次に彼女が狙ったのは、剣を握る彼の手だ。彼女が一気に彼との距離を詰めようとした──その時。

「ッ……!?」

　彼女は気づき、青ざめた。

　──彼の手中に、光の粒子のようなものが収束していることに。

　芹香は、高速で後ろへ退避した。痛みで動けずにいる優衣を芹香が攫さらうようにして抱えた──その瞬間。




　ゴッッッッッッッッッ！

　巨大な一条の光──破壊光線がケンの掌から放たれ、芹香たちの側そばを駆け抜けた。




「きゃああっ！」

　凄すさまじいエネルギーの塊が爆風を伴って襲来し、彼女たちをそれだけで吹き飛ばす。破壊光線は軌道上のすべてを焼き尽くし、森林をまた何も無い更地へと変えてしまった。

「フフ……ハハハ！　いつ見ても凄まじい力だよこれは！　光を集め、ビームとして放つ！　魔王のツノを吹き飛ばした僕の最強の力、見たか!?」

　芹香が優衣を地面に組み伏せながら舌打ちした。優衣や芹香がさっきまでいた場所は、草の根一本すらない見るも無惨な光景へと変貌していた。もし自分たちが少しでも逃げ遅れていたら、塵ちり一つ残さず消し飛んでいた……。最悪の想像に顔を歪ませる二人。

「やっぱ……あんなの、勝てっこないわよ……!?」

　先ほどまで腕っ節の強いならず者を圧倒していた二人は、完全に押されていた。単純に考えても、手札の数が違いすぎる。銃撃や高速移動など、一芸にだけ秀でた彼女たちに対して、勇者が持っているのは、巌いわおのような肉体と熟練の剣技、そして──。

「……チート」

　優衣が、恨みがましく呟つぶやいた。

　──チート能力。勇者たちが魔王を倒すためにマリエルから授かった、この世のパワーバランスを簡単に歪めてしまうほどの最強の力。そもそも、こんなデタラメなものを攻略できるはずがないのだ。

「さあ、これは『狩り』だ。狩りの醍だい醐ご味みと言えば……」

　ケンは、恍こう惚こつとした表情で右手を彼女たちに向けると、指先を芹香の脚へ向けた。

　──その指先から、細い熱線が放たれ、芹香のふくらはぎを貫いた。

「いッ、ああああああああああああああああ!?」

「芹香さんッ！」

　熱線が彼女のふくらはぎに錐きりでくり抜いたような穴を空け、そこから血ち飛沫しぶきを上げさせた。熱さと痛みの入り混じった激痛に金切り声を上げる芹香。ケンが下卑た歓喜を漏らす。

「それだ！　それだよ！　狩りの醍醐味と言えば啼なき声を上げる瞬間だッ！　そっちの彼女は声を上げそうにないからね、黙って横で見ててもらおうか」

　牽制と呼ぶにはあまりに威力の凄まじい斬撃。それを優衣は無様に転がって回避することしかできない。……その間に、ケンは芹香の上に馬乗りになった。

「ちょっ、やッ、なにを……!?」

「こっちの女にも飽き飽きしてたんだ……まさか制服がこんなにそそるものだとは、前の世界では思わなかったよ……！」

「芹香さん……ッ！」

　優衣が歯ぎしりして拳銃を構えるが、ケンは掌てのひらを彼女へ向けた。びくっ、と優衣は怖おじ気け付く。……その掌からは、すべてを消し去る光線が放たれるのだから。

「そこで大人しくしていてくれ。いまお楽しみの最中なんだ。どうせ君の銃弾じゃ僕は傷一つつかないんだから」

「く……ッ！」

「全部脱がせるのは勿もつ体たい無ないな。半脱ぎくらいにはさせてもらおうか」

　ケンの手が、芹香のシャツの裾をまくり上げ始める。彼女の白いきめ細かい肌、腹部の小さな窪くぼみ、臍へそがあらわになる。か細い声で嫌がる芹香。

「ッ……やっ、このっ、犯罪者……っ！」

「ははッ！　犯罪者ぁ!?　バカ言うな！　犯罪者とは法を犯したヤツだろう？　──この世界では、僕らが法律さ」

　ケンは、熱に浮かされたような表情で芹香の服をはだけさせた。超人的な力を持っているはずの芹香はとうに戦意を失い、恐怖に瞳を収縮させていた。彼女の目尻には、涙すら浮かんでいる。とうとう下着を晒さらされた彼女は、声にならない声でどうにもならない悲鳴をあげる。

「い、やっ、やめっ──」

　──その、時。




「どおおおおらあああああイッッッッッッッッッ!!」

　咆ほう哮こうが大気を震わせたのと同時に──ケンが、殴り飛ばされた。




「がッ──!?」

　ケンの頰ほおに拳がめり込み、百メートル近くも横に吹っ飛ばされる。その拳は炸さく裂れつした瞬間、荒れ狂う旋風を巻き起こし、優衣と芹香の前髪や服を激しくなびかせた。

「きゃ……ッ!?」

「な、なに……!?」

　優衣と芹香が目を瞑つぶり、頰に打ち付ける爆風に耐えていると──。




「──やっぱお約束だよなぁ？」

　軽薄で調子づいた声が、彼女たちの耳じ朶だを打った。

　優衣と芹香は、目を見開く。

　ケンに代わって、彼女たちがその視界に捉えたのは──。




「最後の一人が颯さつ爽そうと登場するっつー展開はよッ！」

　デニムジャケットを風にはためかせる、黒髪の少年の後ろ姿だった。





＊＊＊






　勇者の存在を目視するなり大きく跳躍し、出会い頭の先制パンチをお見舞いした影介。彼はまだ手応えの残っている右の拳を眺め、胸に湧いた高揚感がさらに高まっていくのを感じた。

「いいパンチだったなオイ……！　こんなに力込めてブン殴ったのは久々だぜ……ッ！」

　吹っ飛んだ勇者と、突如現れた男子高校生。その光景にひたすら啞あ然ぜんとする優衣と芹香に、影介は気さくに手を挙げた。

「よぉ、間一髪だったな、お仲間さんよ」

「え、お仲間……？」

「えーっと、そっちのパーカーがユイで、こっちの泣いてるのがセリカか？」

「な、泣いてないからッ！　あ、欠伸あくびっ！　ただの欠伸だからッ！」

「あの状況で欠伸するヤツは根性座り過ぎだろ……。まあいい、まさか俺と同じようにうっかり人間を超えちまったヤツがいるとはな？　会えて嬉うれしいぜ」

　緊張感のない気安さを悠々と披露する影介。急転直下の展開に二人は互いに顔を見合わせ、呆ぼう然ぜんとした口調で呟く。

「じゃあ、あんたが……？」

「ユイさま！　セリカさま！　ご無事ですか!?」

　遅れて優衣と芹香の元へやって来たマリエルとルキノを見て、ようやく優衣と芹香の顔に安あん堵どの色が浮かんだ。

「マリエル、それにルキノ……！」

「もう大丈夫ですわ！　最後の一人を召喚して参りました！」

　芹香と優衣は、揃そろって目を大きく見開いていた。二人の脳裏には依然として、あの微動だにしなかったケンを容易たやすく殴り飛ばした影介の姿が焼き付いている。

「あなたは……一体……」

「あー、そういや王女サマにも、俺の自己紹介がまだだったな。俺は──」

　影介が名前を名乗ろうとして──言葉を切ったのと同時に、現れた人影。




　──吹っ飛ばされていたケンが瞬時に肉迫し、奇襲で影介に剣を振り下ろしていた。




　全員の顔から血の気が引いた。背後からの奇襲で、影介は背中から斬られた。誰もが即座にそう思った。

　……だが、全員が目を瞬しばたたき、その光景に違和感を覚える。背中から急襲されたはずの影介は──マリエルたちに、その背中を向けていた。

「なん、だ、と……!?」

　さらに、そんな動揺で裏返った声を上げたのが、影介を卑劣に討ち取ったはずのケンだった。そこでようやく、その場の全員が実際の光景を目の当たりにした。




　──影介は真正面から、ケンの鋭利な剣を前腕で受け止めていた。




「おいおい、そう焦るなって。せっかく楽しめそうなんだからよ」

　鋭利な剣を微動だにせず前腕で受け止めたまま、影介は口の端を歪ゆがめる。

「な、なんで……剣が、通らない……!?」

　顔面を蒼そう白はくにして、ケンは震える唇で呟く。まったくもって、意味不明な光景だった。影介の前腕は、全力で振り下ろされた真剣を真正面から受けてもなお、斬り飛ばされることはおろか、血すら滲にじんでいないのだ。ケンの腕に伝わる感触は、さながらダイヤモンドに愚かにも斬りかかったかのよう。人間に相対して感じられる感触ではまったくない。

　そんなダイヤモンドと同じ硬度の腕を持った影介が、けろりとして答えた。

「ああ、俺の身体からだな、鍛えすぎてめっちゃ固いんだわ」

「……………………………………ハ？」

　ぽかんとしたケンの横腹に、影介の手加減なしの回し蹴りが炸裂した。その蹴りは大気をも破裂させ、炸裂音を響かせる。到底人間の脚力とは思えない、デタラメな威力の一蹴だ。ケンは車に追突されたかのように吹き飛び、近くの大木に背中を打ち付けた。地面に這はいつくばって呻うめくケンを呆然と眺めながら、芹香がひとりごちた。

「ど、どうして……？　あたしの蹴り、まったく効かなかったのに……」

「言っただろ？　人間を超えてっからだっつーの」

　影介は獰どう猛もうに笑って吐き捨てると、デニムジャケットの前の裾を持って整える。




「俺の名前は剣城つるぎ影介。ちょっと強くなり過ぎちまった──ただの高校生だよ」




　マリエルは、呆ほうけたように彼の名前を復唱した。

「ツルギ……エイスケ、さま……」

「あとは俺に任せろ。全員邪魔だから下がってな」

　影介は不遜に言い放つ。一同は呆然と、影介の背中を見つめることしかできなかった。よろめくケンへと歩み出て、拳の関節を鳴らす影介。

「な、なんなんだ、お前……!?」

「お嬢様のボディーガードとして呼ばれた新入りさ。話には聞いてるぜ。……お前、相当強いんだってな？　さっき見えた破壊光線もお前の仕業か？」

　影介がどこか弾んだような声音でケンに問う。ケンは気け圧おされまいとして必死に上ずった声で言い返した。

「あ、ああ、そうだ！　だから、僕に逆らえば──」

「くく、ハハハッ！　そうかそうか、そりゃ結構だッ！　それさえ確認できたら、もう十分だぜ！」

　影介は、ケンを遮って哄こう笑しようする。影介の気分は、これ以上にないほど高揚していた。……なにせ、ずっと探し求めていた存在がいま目の前にいるのだ。

　自分の本気に、耐えることができる存在。強くなり過ぎた自分と、張り合える可能性のある存在。あの退屈で窮屈な、鬱屈しそうだった世界では、絶対に見つけられなかった存在。それに、ようやく出会えた。

　そしてあろうことか──神格級の力を持った彼らと、自分の全力を以もつて戦うことこそが、影介がこの世界に召喚され、託された使命。そんな状況に置かれた影介の気持ちは……たった一言で言い表せた。

「控えめに言って……最高に面白ェだろ……ッ！」

　影介は小さく、武者震いしながら愉悦を漏らす。獰猛な笑みを見せた影介は、指をケンに向かって、挑発するように曲げて見せた。




「さあ来いよ、世界を救った勇者サマ。全力で俺と──喧けん嘩かしようじゃねーか」




　傲岸不遜に言い放ち、ファイティングポーズを取った。彼の不敵で堂々たる姿は、それだけで威圧を放つ。その威圧に負けじとケンは舌打ちし、怒りを込めて柄つかを握る。

「後悔……するなよッッッッ！」

　そう吐き捨てて──ケンは、白銀の剣を大きく振りかぶった。そこから生じた三日月状の斬撃の刃やいばが、地面を裂きながら影介に襲いかかる。

　……だが、影介は迫り来るそれを真まっ直すぐに見つめ、微動だにしない。代わりに、静かに右腕を引き絞る。そうしながら影介は、自分の拳を横目で見て、ニヤリと口の端を吊つり上あげ──。




「そらよ──ッ！」

　全力で、その斬撃の刃を──殴りつけた。

　……すべてを切り裂く真空の刃だ。生身の拳など、腕ごと真っ二つにされて終わり──そのはず、だが。

「は……!?」

　その素っ頓狂な声は、果たして誰のものだったか。勇者ケンか。マリエルか、ルキノか。それとも、優衣、芹香か……。──否いや、全員だ。




　影介の拳は、その斬撃の刃を跡形もなく消し去ったのだ。




　それ以外に形容しようもない。鋭利な真空の刃は、影介の荒々しい拳に砕かれるようにして霧散、消滅。影介は、大気を殴り飛ばしたのだ。

「あ、ありえない……!?　な、なんだ、その力は……!?」

　顔面を蒼白にするケン。影介は答えず、口の端を歪めてバネのように跳躍した。迫り来る影介に、ケンは余裕を失ってがむしゃらに大剣を振るう。再び斬撃の刃が放たれるが、影介はそれを痛烈な裏拳で弾はじき飛ばし──、

「ッ、ラァッ！」

　ケンの懐に飛び込んで、みぞおちめがけて強烈なアッパーを見舞った。嵐のような上昇気流が影介の腕を中心に巻き起こり、ケンを上空へ猛烈な勢いで吹き飛ばす。

「ガッ、ハッ……!?」

　渾こん身しんのアッパーを食らい、数十メートル上空へと回転しながら跳ね飛ばされるケン。

「ふざけるな……ッ！　ならっ……これならどうだ……ッ！」

　ケンは剣を投げ捨て、空中で掌てのひらをかざした。その掌に光の粒子が収束する。

「森ごと吹き飛べ──ッ！」

　カッ、と彼の手が閃せん光こうを放つ。そして、物理法則を無視した膨大なエネルギーの奔流、破壊光線なる規格外の一撃が、影介を滅ぼさんとして襲いかかる。

「ハッ、しゃらくせえッ！」

　だが、その絶望的な攻撃すら、彼は一笑に付す。影介は爆音を轟とどろかせて跳躍すると──。




　──破壊光線を、蹴り飛ばして真っ二つにした。

　二股に分かれた光線は、明後日あさつての方向に炸さく裂れつし、その場所の大地を轟ごう音おんとともに抉えぐり取った。




「はああああああッ!?」

　再び、その場にいた一同全員から間の抜けた声が出る。デタラメにもほどがある光景だった。影介は、自分に襲いかかってきた破壊光線を爆風を伴った蹴りで真っ二つに切り裂き、軌道を変えてしまったのだ。

「な、なんッ……!?」

　愕がく然ぜんとして、一切の行動を思考から飛ばしてしまうケン。影介は嗤わらって彼に迫り来る。光線を蹴り飛ばした足はズボンが焼けて剝むき出だしになっているが……ほんの僅かな赤い火傷やけどの跡しかなかった。

「ぼ、僕の勇者の力が、どうして……ッ!?」

「単純な話さ！　お前のご自慢のチート能力は、鍛え過ぎた俺には敵かなわなかったってことだッ！」

　影介は支離滅裂であり、また同時に単純明快な事実を突きつけた。事実、そうなのだ。勇者が誇っていた、並大抵の打撃ではびくともしない強きよう靭じんな肉体も、銃弾を斬ることができる剣術も、神から授かったチートすらも……すべて、人間の限界を超えて筋力を鍛え上げてきた影介には、遠く及ばなかった。それだけの話だ。

「それじゃあそろそろ……くたばりやがれッ！」

　墜落する勇者。肉迫する影介。彼らが空中で交錯した、その瞬間──。




「せい、やああああああああああああああああああッ！」

　影介は身体をひねり、勇者のみぞおちに全力の右フックを叩き込んだ。

　大気もろとも殴りつけ、衝撃波を発動させる圧倒的な一撃。ケンは悲鳴すら上げられず、隕いん石せきのような速度で真っ逆さまに落ちていき──。

　バガァァァァンンッッッッ!!

　地を揺らす轟音とともに、粉ふん塵じんが舞い上がる。

　その砂煙が晴れると……同心円状の大地の亀裂、その中心に、気を失っているケンの姿があった。




　影介が、マリエルたちの目の前に降り立つ。彼は自分の格好を見返して顔をしかめた。

「あちゃー、ズボンがオジャンだ。まあ、そのくらいには強かったってことか。おい、お前らの中で裁縫得意なヤツいねーの？　直してくれよ、この服気に入ってんだ」

「それよりも、その足の火傷の方が大変なのでは……」

「いやいや、ツッコミ所おかしいでしょ。森を吹き飛ばす光線蹴飛ばしてなんで熱湯被かぶったくらいの火傷しか負ってないのよ……」

「そりゃお前、ヤンキーやら不良やらぶっ飛ばすために鍛えてきたからだろうがよ」

「鍛えたという次元で片付けられるものなのか……？」

　もはや誰のツッコミも彼に追いつけなかった。先程までの凄絶な力と、軽薄で調子の良い影介のギャップに、女性陣全員が脱力感を覚える。その中で、優衣がぽつりと呟つぶやく。

「ヤンキー……」

「……？　優衣？」

「……いえ、なんでもないです」

　影介は、マリエルに目を向ける。その迫力すら感じさせる獰猛で不敵な眼まな差ざしに、マリエルは息を吞のんだ。




　──これほどだ、なんて……っ！

　マリエルは、瞬まばたきすら忘れて影介を見つめていた。

　優衣と芹香に加え、もう一人、常人を凌りよう駕がする者が存在する。そう分かっていて、マリエルは影介をこの世界に召喚した。彼が勇者に対して有効な力を持っているのは、理解していたはずだった。

　だが、彼女たちの理解は、もはや理解と呼ぶには烏滸おこがましいほどでしかなかったのだ。

　刃すら通さぬ鋼の肉体に、一振りで嵐を巻き起こすデタラメな膂りよ力りよく。そして、最強という代名詞をほしいままにしていた勇者に、笑みすら見せて挑んでいく胆力と勇敢さ。どれを取っても、常人のそれではない。

　──もしかしたら自分は……とんでもない人物を召喚してしまったのではないだろうか。

　途方もない畏怖と、そして……膨れ上がるような期待を胸に、そう思わずにはいられなかった。




「……じょうさま！　お嬢様っ！　今のうちに彼を！」

「──はっ!?　そ、そうでしたわ！」

　ルキノに切羽詰まった声をかけられ、はっとなるマリエル。ケンが倒れているクレーターのようになった場所へと向かう。

「ぅ、ぐ……ッ！」

「……ケンさま。あなたを、元の世界へお返しします」

　マリエルは彼を見下ろしたまま、両手を彼に向かって突き出した。目を覚ましたケンは、さっきまでの様子が噓うそだったかのように途端に狼狽うろたえた。

「ま、待ってくれ！　悪かった！　能力はもう奪ってくれていい！　でも、この世界は向こうの何倍も素晴らしい世界なんだ！　この世界に生まれ直させてくれ、頼むから！」

　土下座までし始めるケンに、マリエルは難しい顔をした。

「……確かに、わたくしはあなたを勝手な都合で召喚しました。それでもあなたたちは凶悪な魔王を倒してくれた。そのことは、とても感謝しています」

「ならっ……!?」

「ですが、あなたはその『素晴らしい世界』を汚した」

　うっ、とケンは呻うめく。マリエルは糾弾するように眼差しを強くする。

「あなたたちは魔王を倒すためにわたくしが与えた力を振りかざし、各地を侵略して多くの人を傷つけた。……わたくしは、この国を背負うべき者として、あなたたちとの義理よりも、この国と民を守る義務を優先します。たとえ世界を救った勇者様であろうとも、許すことは出来ない」

　真っ直ぐな瞳で告げるマリエルに、ケンはもう二の句が継げないでいた。

「あなたが本来生きる世界はここではありません。魔王を倒したという誇りを胸に、向こうの世界へと──」

「別にいいじゃねーか。そんなに言うならこの世界に残してやれよ、コイツ」

「へっ!?」

　唐突に影介が口を挟み、マリエルは鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をした。ルキノが影介の脇をつついて諫いさめる。

「こ、こら、口を挟むな！　せっかくお嬢様がいい話をされてるのだ、静かに聞かんか！」

「ハ？　知らねーよ、長すぎてほとんど聞いてなかったっつの。新元号になったってところまでしか聞いてなかったわ」

「一ミリもそんな話してなかったんだけど」

　とぼけた冗談を宣のたまう影介に芹香が半眼でツッコんだ。影介は彼女らの非難を無視して、ケンの元へしゃがみこんだ。

「あのな、世の中にはこんな諺ことわざがある」

　影介は人差し指をぴん、と立てて、真面目くさった顔でそれをケンに教授した。

「雑魚はしゃしゃるな」

「ないわよ、そんな諺」

「もしお前がこの世界に残るって言うんなら止めはしねえ。チートだって、持ったままでも構わない。だがそうなったら、俺は何度でもお前に喧けん嘩かを申し込んでやる。お前が嫌がっても、逃げ出しても、探し出して今日以上にボコボコにしてやる。俺よりも弱いくせに、俺のいない場所でしゃしゃることを俺は断じて許さねえ」

「ひっ……!?」

　影介は暗い笑みを浮かべて、ケンの鼻頭を指でつねった。

「お前がこの世界に残るなら、道はただ一つ。俺より強くなることだけだ。さあ、自分で選べよ。あっちの世界で平々凡々と生きるか、こっちの世界で一生、俺の相手をするか」

　どう考えてもそれは一択でしかなかった。森一帯を吹き飛ばす能力をもってしても勝てなかったデタラメな存在によって一敗地に塗まみれたケンには、もう戦意なんて湧くはずがない。湧いてくるのはただひたすらに、未知なる影介の力に対する恐怖。

「お、お前みたいなのとまた戦ってたまるか、クソ野郎……！」

　震えた声で、精一杯に言い返す。彼は奇くしくも、自分が声高に主張していた『恐怖』によって、影介を一生忘れることができなくなってしまったのである。

「……では、あなたを元の世界へとお返しします」

　マリエルは告げ、再度手をかざした。

　──彼女の身体からだが、神聖なる光に包まれる。淡い七色の光の粒子があちこちから湧き立ち、やがてケンの足元に幾何学模様の魔法陣が浮かび上がった。マリエルのブロンドの髪が、まるで生きているかのように揺らめく。

　瞳を閉じ、目が焼けるような眩まばゆいオーラを纏まとう彼女の姿はさながら──女神だった。




「──あなたのこれからの人生に、女神の加護があらんことを」

　マリエルのはなむけの言葉を受けたケンは、まばゆい光に包まれ、姿を消した──。
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　ぱちぱち、と火花が宵闇に舞った。

　すっかり陽ひが落ち、夜が訪れた異世界。都心に溢あふれるネオンや電光などの猥わい雑ざつな光は存在するはずもなく、何も見えない、漆黒の天蓋が降りる……そんな影介の予想は、見事裏切られていた。

「……月、近くね？」

　月が明らかに大きく、近い。両手を広げても端と端に届かないほどだ。月明かりが海辺を照らし、それと対面するように星空は煌きらめく。おかげで夜でも、あたりは見渡せるほどには薄い青色の明るさが澄み渡っていた。

「こんだけ景色が綺き麗れいだと、地球温暖化ってホントに進んでんのか疑いたくなるな」

「いや、ここ地球じゃないから」

「あ、そうか、ハッハ、忘れてた」

　芹香のツッコミに膝を叩たたいて笑う影介に、女性陣は揃そろって息を吐く。

　いま、影介たち五人は、彼が召喚されて降り立った海辺で焚たき火びをし、このまま夜を明かそうとしていた。もちろんだが、帝都を逃げて来たマリエルたちには定住する場所などない。当然野宿だ。

　しかし影介はさして気にした様子も無く、機嫌良く異世界の夜の景色を眺めていた。……補足しておくと、彼はこの異世界に来てまだ一日経たっていない。なのにもうこの世界にすっかり慣れきった様子を見せている影介に、マリエルは眉を顰ひそめた。

「……エイスケさま、わたくしたちが置かれている大変過酷な状況を、もう一度ご説明いたしましょうか？」

「え？　悪い勇者を俺が全部ぶっ飛ばせばいいんだろ？」

「うぅん……いや、まあ、そうなのですが……なにか違う気も……」

　マリエルは首をひねって唸うなる。確かに究極的にはそれを願って影介をこの世界に呼びだした彼女だが、彼は色々とその裏にあるコンテクストを無視しすぎている気がする。ルキノも、額を押さえて彼に諭す。

「……確かに、君の力は凄すさまじいものだった。だがこの世界には、先程の勇者と同じ、いや、彼よりも凶悪な勇者がごまんといるんだ。君は事態を軽視しすぎて──」

「アレよりも凶悪なのが、ごまんと……!?　ハッ、まさかここは俺の天国か!?」

「こんな物騒な天国があってたまるかっての」

　この世界を脅かしている勇者の存在に胸を躍らせる影介を芹香は湿った目で睨にらむ。影介はうきうきしながらマリエルに指を向ける。

「さっきの勇者はロマン砲がチートだったわけだろ？　他にはどんなチートがあるんだ？」

「ろまん……ほう……？」

「あの破壊光線のことだよ。破壊光線が撃てるなんて、ロマンの塊だからな」

「あたしらを狙って撃ってくるような攻撃にロマンもへったくれもないでしょ」

「いえ、破壊光線自体には浪ろ漫まんがあります」

「優衣!?　なんで頷うなずいてんの!?　その破壊光線であんた死にかけたよね!?」

　体育座りで焚き火の前に座っている優衣が影介の軽口に賛同する様子に苦笑しつつ、マリエルが答えた。

「それが……すみません。分からないんです」

「はあ？　そのチート能力、お前が勇者全員にプレゼントしたんだろ？　なんでお前が分かんねーんだよ」

　影介は訝いぶかしげに眉根を寄せる。マリエルは膝の前に手を並べ、静かに語り始めた。

「……魔王を倒すためには、魔を滅ぼす神聖なる力──つまり、女神の生まれ変わりであるわたくしの力を扱うことが出来る人間が必要でした。その力とは『想像の種』です」

「想像の種……？」

「はい。その種が芽吹いたとき、植え付けられた者の頭の中にある想像を現実のものへと変えることができるのです。先ほどの例で言えば、あの勇者ケン様は、頭の中で自分の手から光線が出る、という想像を以前からしていたからこそ、あのような力に覚醒したのですわ」

「ダッサ」

「厨ちゆう二に病びようですね」

「厨二病の夢を叶かなえる力ってわけか、そりゃロマンな訳だ。マリエル、お前、俺らの世界に神社でも建てろよ。一稼ぎできるぜ」

「ジン、ジャ……？」

「お嬢様、続きを。彼らの茶々にいちいち足を引っ張られては話し終わりませんよ」

　三人の適当な反応に困惑するマリエルだったが、こめかみを揉もむルキノに提言されて気を取り直す。

「……その『想像の種』こそが魔王を倒す唯一無二の力だったのですが、この世界にはそれに適合する者が一人もいませんでした。皆、そこまで想像力が豊かではなかったのです。ですからわたくしたちは、あなたたちの世界から、想像力豊かな『想像の種』に適合する者たちを見み出いだし、この世界に召喚したのですわ」

　影介は得心して後ろに手をついた。

「まあ、想像力ってのは文化によって培われるところが大きいからな。この世界がどうかは知らんが、俺たちの国は腐るほどサブカルチャーに溢れてる。誰でも一度は、自分がチート能力に目覚めたら、って思い浮かべるもんさ。適合者はアホほどいただろうな」

「男子ってみんなそうなの？　きもっ、バッカじゃないの？」

「キモくねーよバッカじゃねーよ。お前らだって、クリスマスオーラに包まれた街を破壊光線で吹っ飛ばす妄想くらいしたことあるだろ？　それと同じさ」

「いや全然無いけど。何言ってんのアンタ」

「あります。毎年あります」

「優衣!?　さっきからコイツの言うことに頷き過ぎじゃない!?」

　淡々とした口調で再度賛同する優衣に芹香はたまらずツッコんだ。影介はケラケラと笑いながらマリエルに相あい槌づちを打つ。

「だが、もうこの時点でお前らの世界が破綻したのはありありと伝わってくるな。そんな妄想逞たくましいヤツらを呼びだして、その妄想を具現化させちまうわけだろ？　そんなの、手放したくなくなるに決まってる」

「ああ、私たちの考えが甘すぎたのだ……。彼らは魔王を倒して欲しいという依頼をすんなりと受け入れてくれた。無償の善意が通じる、まさに正義の勇者だと思い込んでしまったのだ。魔王を倒せば当然、お嬢様にその力を返還し、元の世界へ戻っていくとばかり……」

　ルキノが後悔に呻うめく。そんな無償の善意などあるわけない、と影介は心の中で辟へき易えきした。

「最大の味方が一転、お前らを裏切って最悪の敵に。そこでお前らは、その敵を倒すために新しい仲間を召喚することにしたって訳だ」

「はい。もはやわたくしは勇者さまに力を与え尽くしてしまったため、新たに力を他人に授けることは出来ませんから……」

「出汁だしの出なくなった昆布みたいだな」

「お嬢様を海藻に喩たとえるんじゃない！」

　茶々を入れる影介に下手な愛想笑いをしてマリエルは続けた。

「……ですから、わたくしに頼らない力を持つ者の存在を求めていた。……正直、諦めかけていました。神の力すら得ずに、常人を超越するなど、出来るはずがない。藁わらにも縋すがるような気持ちで、そちらの世界を観察していたその時──驚くべきことに、あなたたち三人の存在を知覚したのです」

　三人は、同時に唾を飲みこんだ。マリエルはその時の驚きよう愕がくを示すかのように微笑する。

「世界を観察している中で明らかに普通の人間ではない力を使っているあなたたちを見つけた時は、本当に驚きましたわ。ユイさまとセリカさまにはもう訊たずねたので、しつこいかもしれませんが……どうしてあなたたちは、それほどの力を持っているのですか？」

　マリエルが心の底から問うが、影介はうんざりと手を振った。

「俺だって分かんねーよ。喧けん嘩かしまくって、無我夢中に鍛えて、気づいたらこうなってた。そうとしか言いようがねえ」

「まあ、あたしらも普通にしてただけなんだけど……こいつと一緒ってのは、なんか微妙だわ……」

　言葉通り微妙な顔をする芹香に、これまた微妙な笑みを浮かべることしかできないマリエル。そんな彼女に、影介が身を乗り出す。

「だが、総括すると、これだけは確実に言えるな」

「え？」

　きょとんとするマリエルに、影介はニヤリと笑った。

「俺たちがお前らにとっての──最後の希望、ってことだろ？」

　影介のその笑みに、マリエルは黙ってしまう。やがて、唇をきゅっと引き結んでから、息を吐くように切実に言う。

「……はい。あなたたちと出会うため、わたくしは帝都から逃亡し、ここまでやって来たのですから」

　マリエルは小さく深呼吸をすると、その真剣な眼まな差ざしを優衣と芹香へ向ける。

「勇者たちは、どんな『想像の種』を芽吹かせているのか、わたくしも全容を把握してはおりません。ユイさまとセリカさまは、人間を超えた力を持っているとはいえ、戦いに慣れた方々ではありませんわ。これからも危険なことに何度も巻き込むことになるでしょう」

　そして最後に、影介をその迫力を込めた碧へき眼がんで射抜く。

「……そして、エイスケさま。あなたが凄まじくお強いのは分かりました。あなたが来てくれたことは、非常に心強く思います。……ですが、勇者たちは、さらに強い能力を有しているかもしれない。危険であることに変わりはありませんわ。あなたには特に、重荷を背負わせることになると思います」

　震えた口調を深呼吸で押し隠し、マリエルはぎゅっと拳を握り締める。そして、奮起してその場に立ち上がると──深く、深く、頭を下げた。

「ですが、それでも……っ！　わたくしにはもうあなたたちを頼る他ないのです！　どうか、彼らを元の世界へと送り返すために、力を貸して下さい！」

　マリエルのお辞儀は、あまりに深く、必死で、悲壮感に満ちていた。ルキノがそれを横目で見て、唇を嚙かむ。

「……私からも、頼む。この国の実質的なトップが、ここまで頭を下げているんだ。どうか、色の良い返事を頼む」

　ルキノも立ち上がり、マリエルと並んで深く頭を下げた。

　影介たちは、顔を見合わせ、ふっ、と小さく苦笑する。答えなんて、なんと言われようと既に決まっているのだ。頭を下げるマリエルに向かって、三人は口を揃えて返事をした。




「いいですよ」

「いいよ」

「やだね、断る」

「「………………………………え？」」




　違った。影介だけ、正反対の返事をしていた。マリエルとルキノは愕がく然ぜんとして絶句。芹香が影介に慌てて詰め寄った。

「ちょ、ちょっとあんた!?　なんでよ!?」

「……影介さんは、戦いたいのではないのですか」

　優衣もまた不思議そうに影介に訊ねる。影介は鼻を鳴らして頭の後ろで腕組みした。

「ああ、そうさ。俺はとにかく強いヤツと戦って、ぶっ飛ばしたいんだよ。元の世界へと送り返す？　それじゃ手ぬるいな。何より俺が滾たぎらない」

　影介は身を乗り出す。そして、まるで餓鬼大将が悪戯いたずらを提案するように、ほくそ笑みながら言うのだ。

「すべての勇者を、ぶっ潰してやろうぜ」

　影介は、マリエルに尊大な態度で指を向ける。




「お前の国、完全に取り戻すまで、手ェ貸してやる。目には目を、歯には歯を。チート勇者にはこの俺を。お前を裏切った勇者全員に、きっちり俺が落とし前つけてやろうじゃねえの。それなら、お前もスカッとするだろう？」




　あまりに偉そうに、あまりに嫌味ったらしく、そして……あまりに、頼もしい笑みで。影介は、はっきりと言い切った。

　マリエルは惚ほうけたように、その笑顔を見つめ続ける。胸が高鳴り、熱いものがこみ上げてくるのを無意識に感じていた。

　マリエルは確信する。やはり自分は、とんでもない人物を召喚してしまった。──とんでもなく頼りになる、最強の味方を召喚してしまった、と。

「……ひ、ぐっ」

「……んあ？」

「……う、ぁあ……んっ！」

　途端にマリエルは、大粒の涙を流して号泣し始めた。影介はぎょっとして慌てふためく。

「え、ちょ、なんで泣く!?　小躍りして喜ぶところだろ!?」

「あーあ、女の子なーかしたー」

「デリカシーです、影介さん」

「お、俺が悪いのか!?」

「なーかしたーなーかしたー、せーんせーに言うてやろー」

「うるせーな懐かしいなそれオイ！　十年ぶりぐらいに聞いたぞその歌！」

　狼ろう狽ばいする影介を尻目にマリエルは嗚お咽えつを漏らす。安あん堵どが、勇者に裏切られ凍いてついていた彼女の心を融解させる。

　──この人は、信頼できる。

　これまでマリエルは、自分から希こいねがい、勇者に縋ってきた。……だが、影介は逆だ。彼は自身から、彼女にその手を差し伸べてくれたのだ。ただ戦ってくれるだけじゃない。マリエルのこれまでの苦悩や鬱積を汲くみ、その溜たまりに溜まった鬱憤を晴らすために、戦ってくれると言ってくれたのだ。そんな言葉、心から味方してくれる者でなければ言ってくれるものじゃない。……嬉うれしくない訳が、ない。

　デリカシーのない影介を散々からかった後、芹香と優衣もマリエルに向かって微笑ほほえむ。

「言っとくけど、あたしらはこいつよりも先にこっちに呼ばれて、既に頼られてるんだから。そこんとこ、プライド的にも譲れないんだけど？」

「……影介さんほどではなくても、力になります。是非私たちのことも、頼って下さい」

「う、ぐっ……あ、ありがと、ございます……っ！」

　二人にも嗚咽混じりの声で感謝を告げるマリエル。彼女の華きや奢しやな肩を、ルキノが優しく抱いた。

「……良かったですね。お嬢様」

「あぅう……ルキノも……ありがどぉおおおおぉぉぉお[image: ][image: ]！」

「ちょっ、だんだんお嬢様らしくない泣き方になってるよ!?」

「……君たち、本当にありがとう」

　頭を下げてそう言うルキノ。彼女の大人びた微笑に、影介はむず痒がゆそうに髪の毛を搔かき乱した。

「……よせよ、礼なんかいらねえ。俺とも目的が一致してるだけだ」

「……え、どこ行くの？」

　くるりと踵きびすを返す影介の背中に芹香が訊ねると、彼はひらひらと手を振った。

「ションベンだよションベン。連れションすっか？」

「バカ、変態ッ、デリカシーゼロっ！」

　芹香の罵倒を背に受けながら、ひらひらと手を振る影介。

「…………なに、どしたの、優衣」

　……その背中をぼうっと見つめている優衣に芹香は気づいた。

「……私も」

　優衣は小さく言い残すと、影介の後ろを追いかけて行った。きょとんとした芹香が、思わずこぼす。

「…………え、連れション？」

　そんな訳はもちろんない。だが……ならば、あの優衣の上気した頰ほおは一体……？
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「……え、影介さん！」

　マリエルたちからは離れた浜辺の岩の陰。そこで夜空を見上げていた影介の背中に、優衣は声をかけた。

「ついてきたのかよ。俺がもし本当にションベンしてたらどうするつもりだったんだ」

「一応、音は聞いてました。本当にしていたら離れるつもりでした」

「デリカシーあるように見せかけてるけどそもそも人のションベンの音を聞こうとするんじゃねえよ」

　影介は彼女を責めるように眉を顰ひそめてから、ふうん、と愉快そうに声を上げた。

「そういや、それがお前の力なんだったな。人よりも五感に優れてる、か。まさか俺以外にもトンデモ能力を持ってるヤツがいたとはな。驚いたぜ」

「……私も、驚きました」

　抑揚のない口調で返す優衣に、影介はハハ、と笑う。

「まさか、あなたとこんなところで会えるなんて。どうやらマリエルは、恋愛の神様の生まれ変わりみたいですね」

「ハハハ…………ハ？」

　笑い声が一転、間の抜けた声となった。不可解な発言に眉根を寄せて、彼女の顔を覗のぞき込む影介。その仮面のような無表情の頰にほんのりと──朱色が差しているのが分かった。




「あなたは──《ヤンキー狩り》、ですよね？」

「…………………え、知ってるのか？」




　元の世界で轟とどろいていた自分の悪名を異世界で訊ねられ、影介は啞あ然ぜんとした。

「やっぱり、そうでしたか」

　優衣は口元を僅かに緩めた。彼女はそっと歩み寄り、彼のジャケットの袖をきゅっ、と摑つかむ。そして、自分よりも背の高い影介を上目遣いで見上げた。

「……な、なんだ？」

　怪け訝げんな顔をする影介。無理もない。優衣の現在の表情は、凍てつくような無表情などではなく──目は蕩とろけたように緩み、思わず見み惚とれてしまうような、可か憐れんで柔和な微笑みを浮かべているのだから。彼女は薄い唇で、囁ささやくように告げた。




「……やっと、会えました」

「……………………ハイ？」




　マリエルに続き、見覚えのない少女に嬉しそうな反応を示される影介。優衣のその完全に『恋する乙女』な表情に、天下無双の喧けん嘩か少年、剣城影介は、ただただ困惑することしかできなかった。







《第二章》




　五人は、そのまま浜辺で野宿をして夜を明かした。

　異世界への転移、王女や仲間との出会い、そして勇者ケンとの決闘……。あまりに様々なイベントに出くわした影えい介すけは、流石さすがに無自覚に疲労を蓄積していたようで、砂の上に大きな木の葉を敷いて寝るという大変寝苦しい状態でも、泥のように眠りについてしまった。

　──そうしてやってきた、異世界生活、二日目の朝。

「……んぁ？」

　影介は、違和感を覚えて目が覚めた。目に飛び込んできたのは、青い空と白い雲。清すが々すがしい景色を目覚めに受けて、心地よさを感じる影介。

「……いや、」

　違う。心地よさはそれだけではない。自分の体に、もっとはっきりとした心地よい感触がある。すべすべで、柔らかくて、それでいて瑞みず々みずしいような……そんな感触が、肩やら腰やらに当たっている。

「すぅ……すぅ……」

「んっ……むぅ……」

　その感触を意識した瞬間、寝息が影介の耳じ朶だを打った。

「ん……っ、ふふ……」

「む……ん……」

「ふふふ、お嬢様ぁ……」

　影介が、首だけを持ち上げて自分の身を確認すると──右腕に優ゆ衣いが、左腕にはマリエルが。さらには、優衣には芹せり香かが、マリエルにはルキノが抱きついて、眠りこけていた。

　マリエルはそのさらさらした金髪で影介の胸をくすぐるように顔をこすりつけて寝ぼけている。ルキノは、そんなマリエルをぎゅうぅ、と影介の足ごとしがみつくように抱擁していた。芹香も同様だ。影介の脚にその健康的な肉付きの良い太ももを絡めて、優衣の腰に抱きついている。そして、その優衣は……。

「影介さん……ふふっ……」

　たわわに実った、彼女の身長にはアンバランスな程の大きな胸で、挟みこむようにしてがっちり影介の腕をホールドしていた。

　両腕に女子、そして脚にも女子がしがみついている。ハーレム上等、あまりに役得過ぎる構図ではあるが、影介の感覚としては四人がかりの固め技、あるいは勝手に野良猫の寝床にされていたような気分だった。

　影介は冷めた目で横を見る。……彼女たちは一人残らず、自分たちが寝ていた場所から派手に転がって影介にくっついていた。影介はすぅ、と息を大きく吸い込んで……。

[image: ]

「どいつもこいつも寝相悪過ぎだろうがああああ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ！」

「ふえ!?　な、なんでしゅの!?」

「て、敵襲か!?」

「黙れ、今すぐ離れろ馬鹿野郎共ッ！」

　目覚まし代わりの絶叫を、彼女たちに容赦なくお見舞いした。
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　起床後──。

「……申し訳ありませんでした、エイスケさま」

「あぁ……死にたい……どうして昨日に限ってあんな寝相を……！」

　マリエルと芹香は、影介の前で顔を覆って縮こまっていた。耳まで真っ赤な彼女らに追い打ちをかけるように、影介は腕組みし憮ぶ然ぜんとした態度で言う。

「分かればいい。次は遠慮無く胸とか尻とか揉もみしだいてやるからな」

「最ッ低！　やっぱこいつサイッテーなんだけど!?」

「まあまあ、ゆっくり眠れたということでこの話は終わりにしようじゃないか。……そうでないと、私も恥ずかしいしな」

　うっすらと頰を染めて咳せき払ばらいするルキノの手には木の葉によそわれた料理が。彼女は森に入って採集した木の実や浅瀬で獲とった魚を使って、簡易的な朝食を作り上げていたのだ。簡素ではあるが、行き当たりばったりの食材で作ったとは思えない見事な出来上がりだ。

「ルキノ、これお前が作ったのか？」

「ああ、簡単なものだがな。口に合うと嬉うれしいのだが」

「ルキノはすごいんですのよ！　何も無いところから料理を生み出してしまうんですの！　さすがは帝国騎士ですわ！」

「……騎士、なんにも関係なくない？」

「おぉ、普通に美味うまいな！　やるじゃねえか、帝国家政婦のルキノ」

「帝国家政婦ってなんだ!?　私はれっきとした騎士だぞ!?」

　ルキノをからかいながらも、彼女が作り上げた料理に舌鼓を打つ一同。そんなとき、芹香が串焼きになった魚を口に運ぼうとして……すんでのところでやめた。

「…………で、なにやってんの、優衣」

「……何がですか？」

「いや、何がじゃないから。きょとんとした顔してもダメだから」

　湿った目で優衣を睨にらむ芹香。

　首を傾かしげる優衣は……影介の横に、ぴったりとくっついていた。

「……距離、近くない？」

　眉を顰める芹香のツッコミに、影介は乾いた笑いを声を上げた。

「はは、ようやくツッコんでくれたか、芹香」

「あんたがいの一番に自分でツッコミなさいよ。……で、何してんの、優衣？　その男、あんたが寝てる間に胸とか尻とか揉んだのよ？　早く離れなって。妊娠するよ？」

「するかァ！　それに今回はまだ揉んでねーぞ!?」

「ね、ねえ、ルキノ……？　殿方に胸を触られたら、身ごもってしまうのですか……？」

「お嬢様、今すぐ耳を塞いで下さいッ！　コラ、君らなぁ!?　お嬢様に下品なことを吹き込まないでくれるか!?」

「別に構いませんよ」

「「「………………はい？」」」

　ドタバタとした丁ちよう々ちよう発はつ止しの中、優衣がぽつりと告げた一言に三人がフリーズする。……真っ赤な顔をしたマリエルだけは、ルキノに目と耳を塞がれて「……？　……??」と困惑していた。優衣は相変わらず感情の読めない無表情で淡々と告げる。

「……私、影介さんになら、なにをされてもいいですから」

「……ハ？」

　ぴったりと影介にくっついたまま、平然と宣のたまう優衣。最も啞然としていたのは、そうアプローチされた本人、影介だった。優衣が影介を見上げて、小首を傾ける。その小動物のような愛らしさに影介は思わず言葉を失った。

「いやいや、何言ってんのおま──」

「ちょっとあんたァ!?　これどういうことよ!?　優衣のこと脅してるんじゃないでしょうね!?」

「ぐあ!?　放せ、誤解だ！　あの変態勇者と一緒にすんなよッ!?」

　すぐさま芹香に胸ぐらを摑まれ、あらぬ誤解をかけられる影介。影介は彼女を荒々しく振り払うと、うんざりとした口調で愚痴る。

「よく分かんねーが、俺が《ヤンキー狩り》だってことを知ってたみたいなんだよ、コイツは」

「は？　何そのダッサい渾あだ名な」

「ぶん殴るぞお前。いや、まあ俺がつけたんじゃないんだがな……。要は、元の世界の俺を知ってたってことだ」

　ようやくルキノから解放されたマリエルが優衣に訊たずねる。

「ユイさまはエイスケさまと面識があったのですか？　一体どういう経緯で──」

「私のことなんて、別にどうでもいいじゃないですか」

　優衣が有無を言わさぬ抑揚の無い口調で遮る。そして優衣は、影介の方を振り向き、その手を影介の胸に添えた。優衣の小さな手が、影介の心臓の真上辺りをくすぐるように撫なでた。優衣は真まっ直すぐに影介を見つめ、はっきりと言う。

「ただ私は、影介さんのことがずっと好きだっただけです」

「だから、それがなんでなんだよ!?」

「なんでもです」

　影介が、狼ろう狽ばいしていた。昨日、勇者をたった一人で打ち倒した影介が、たった一人の少女の猛アタックにたじろいでいた。

「……………………ふーん、なるほど、そういうことなら」

「……セリカさま？」

　マリエルは、芹香を見上げて怪訝な顔をした。芹香は先ほどまでの狼狽から一転、なにかを企たくらむようないたずらっぽい笑みを浮かべていた。

「ねえ、ルキノ！　これからあたしたちはどうするわけ？」

　芹香は晴れ晴れとした笑みでルキノに話しかける。ルキノは僅かに彼女の様子を訝いぶかしんだが、咳払いして真面目な口調で答えた。

「……君たちが本当にこの国のために戦ってくれるというのなら、まず最優先すべきは帝都の奪還だ。帝国騎士団を味方に引き戻すことが出来るからな」

「じゃあその帝都に向かって、そこを支配してる勇者をぶっ飛ばす、ってのをひとまず最初の目的にしようぜ。その帝都はここからどのくらいかかる？」

　優衣を引き剝はがし、身を乗り出す影介。ルキノは考え、口にする。

「ここからだと、他の都市を二つほど経由して……最短でも三日といったところだな」

「二つの都市、か。もしかしてそこにも勇者がいるのか？」

「ああ。勇者たちは各都市を占拠し、自分たちの好きなようにしている。詳しくは分からんが」

「じゃあ、そいつらもぶっ飛ばすか！」

「コンビニ行くみたいな感覚で言ってるわねコイツ……」

　どこまでも不敵な影介に芹香は呆あきれ返った。彼は調子付き、膝を叩たたいて立ち上がる。

「そうと決まれば、さっさと支度だ！　その最初の街へ向かおうぜ！」

「ひゃっ、は、はい……！」

　ばしっ、と影介に背中を強く叩かれ、顔をしかめるマリエル。だが、その彼女の顔は決して嫌そうなものではなかった。勇者を打倒するという、決して楽ではない旅になるだろうに……。テンション高く小躍りする影介に、なおも彼にアタックを続ける優衣。悪く言えば緊張感の無い、良く言えば明るくて楽しい彼らの姿を見ていると、思わず感化されて、マリエルはそんな悪い予感など忘れ、くすりと吹き出してしまうのだった。

　その時。ぐいっ、とマリエルは芹香に引っ張られて肩を組まれた。

「ひゃわっ、な、なんですか？」

「いい、マリエル？　これは超重要ミッションよ」

「はい……？」

「あの二人、くっつける」

「………………はい？」

　マリエルは芹香の不可解な言葉に、かくん、と首を折った。
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　森の中を進み、もうすぐ山を越えようとしていた五人。あと一時間ほどで、帝都へたどり着くまでに最初に通過しなくてはならない都市、メルワに到着するといったところだ。

「……影介さん。私に何か、して欲しいことはありますか」

「……そうだな、じゃあまずは」

　影介は、うんざりと優衣に告げた。……自分の腕に腕を絡ませて歩いている、ゼロ距離の優衣に。

「歩きづらいから、離れてくれ」

「……なるほど、分かりました」

　優衣は素直に影介の腕を解放した。えらく聞き分けがいいなと影介が訝しんだ、その矢先。

　彼女は、影介のその腕を摑つかんで、むにゅん、と──自分の持つ豊満な胸に、影介の手を押し付けた。影介は持ち前の反射神経をフル稼働してすぐさまそれから手を離した。

「ちょ、なッ、バカ、なにしてんだァ!?」

「影介さんの視線を胸部に察知したので、触りたいのかと」

「そんなこと一言も言ってないだろ!?」

「私は、『して欲しいことはありますか』と聞いただけです。口にしなくても、影介さんの拍動や視線、呼吸が教えてくれました」

「しょーもないことに能力使うんじゃねえよ!?　やっぱお前の能力厄介だなそれ!?」

　五感の発達しすぎた少女、恋こいヶが瀬せ優衣を目の前にしては、傲岸不遜な影介でも当然抱く男子高校生の劣情など、隠していてもダダ漏れであった。

「ゆ、ユイさまっ！　女性ともあろう方がそんな破廉恥なことをしては──」

「マリエル、こっち」

「はわ!?」

　優衣を諫いさめようと、前を歩く影介と優衣の元へ向かおうとしたマリエルのドレスを、芹香が引っ張った。

「な、なにするんですか!?」

「いいから、口を出さない手も出さない。これは作戦なんだから」

「作戦……？」

「もう、言ったでしょ？　くっつけんのよ。あいつら二人を恋人にするの」

「こいびっ……!?」

　マリエルはその単語を聞いただけで顔をみるみる真っ赤にした。齢よわい十四歳の箱入り娘、子供の作り方も知らないうぶな少女は頰ほおに手を当てる。

「こ、こいびと、というのは、あ、あの、恋文を互いに送り合う……!?」

「平安時代か！　いやこの世界の恋愛事情は知らないけども！」

「いや、私たちの世界にもそんな文化はない。お嬢様の恋愛知識は五歳児と変わらないのだ」

「ルキノ!?　もしかして馬鹿にしてません!?」

「心配は要りませんよ。そんな余計な知識、お嬢様には微み塵じんも必要ないのですから、ね？」

「……ルキノ、その笑顔怖い。感じるから。一生マリエルに男を近づかせないっていう強い意志を感じるから」

　マリエルの肩を摑んで微笑ほほえみかけるルキノだが、完成され過ぎて空恐ろしさが隠せていない。芹香はため息をつく。

「それでもキスくらいは知ってるでしょ。それこそ恋人同士でやるものじゃない？」

「き、キ、ス……!?　キスというのは、あの……!?」

「ああ、やっぱ流石さすがにキスくらいは知ってるんだ」

「あの、人差し指と人差し指の先をそっと触れあわせる、破廉恥な……!?」

「どこが破廉恥なのよそれ!?　いや、もう訂正めんどいわ、そう、それよ」

　投げやりになった芹香が適当に返事をした。マリエルはひゃわわ、と言いながら顔を隠していた。いっそ五歳児よりも劣った性知識の持ち主だった。

「もうどうでもいいけど、とにかくあいつと優衣をくっつけんの。優衣はなんだか知らないけど、あいつに好意を持ってるみたいだし、丁度いいわ」

「で、ですが……影介さまの意思は……？　恋愛というのは、お互いの意思がないといけないんじゃ……」

　気乗りしない様子のマリエルは控えめに言う。そんな彼女に、芹香はずいっと至近距離にまで顔を寄せる。

「あのね、マリエル。ひとついいこと教えといてあげる」

「……な、なんですか」

　芹香は真面目くさった顔で、マリエルにそれを教授した。

「おっぱいから始まる恋愛も、この世にはあるのよ」

「嫌ですわそんな恋愛!?」

　格言と呼ぶにはあまりに下世話過ぎるものだった。

「でもほら、アレ。見てみ」

　こっそり優衣を指差す芹香。……優衣の胸は、大きめのサイズのパーカーによって目立たないようにはなっているが、それでも横から見たらくっきりとシルエットが際立つほど立派だった。ルキノは額に汗を浮かべてぼやいた。

「た、確かに……あれは、凶暴だな」

「もしかしたら優衣が人間の限界を超えているものは、本当はあっちなのかもしれないわね……」

「そんなはずありませんわよね!?」

　遠い目で言う芹香にマリエルはツッコんだ。赤い顔のまま芹香を追及する。

「そ、それに！　そもそも、どうしてあの二人を、こっ、こいびと同士にする必要があるのですか!?」

「何言ってんの、恋人同士にすれば何かと手綱が握りやすくなるでしょ？　恋愛感情を駆使すれば、もしかしたらあのえらっそうで問題児感がプンプンしてるアイツも、大人しくなるかもしれないじゃない」

　もし影介が、優衣にぞっこんになってしまえば、彼は彼女の言うことを多少なりとも聞くようになるだろう。そして優衣は、元々性格の良い少女だ。芹香が口添えすれば大体のことは引き受けてくれるに違いない。……つまり、間接的にあの傲岸不遜なバトルジャンキー、剣城つるぎ影介をコントロールできるかもしれない、というわけだ。

「なるほど……。確かに、彼は頼りにはなりそうだが、野放しにしておくとなにをしでかすか分からん雰囲気があるからな……。試す価値くらいはあるかもしれんな」

「でしょ？　誰も損しない計画だしね」

　マリエルは芹香とルキノのやりとりを聞きながら、影介と優衣が二人で並ぶ姿をぼんやりと見つめる。……なぜか、芹香のその作戦に納得できない気持ちが、いつまでもマリエルの胸の内にわだかまっていた。
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　そうして、影介たち一行は都市メルワに到着した。影介にとっては、これが異世界で初めて見る街である。影介はテンション高く歓声をあげた。

「なんだ、綺き麗れいな街じゃねーか！」

　街に到着するなり彼らを出迎えたのは、広大なガーデン、花畑だ。赤、黄、青とカラフルな色の花が咲き乱れ、花びらが風に舞い踊っている。幻想的な光景だ。

「このメルワは、観光都市として栄えていた街だ。この花畑を始めとして観光スポットなども多い。……それこそ、いわゆるカップル来訪の地として有名な街だな」

「なにそれもうぴったりじゃん」

「は？　ぴったり？」

「うぅん、なんでもなーい♡」

　とびきりの笑顔で誤ご魔ま化かす芹香に怪け訝げんな顔をする影介。目立って勇者に狙われないように頭巾を被かぶったマリエルは、キョロキョロとあたりを見渡して不思議そうな顔をする。

「街並みも綺麗ですし……人も普通にいますわね」

　中世西欧風の石造りの街並みには、痛ましい支配の跡はどこにも見られない。街を歩く人たちは皆、いたって普通な様子で通りを行き交っている。

「……ここにはもう勇者様はいないのでしょうか？」

「オォーイ、勇者ーッ！　ぶっ飛ばしにきたから出てきやがれーッ！」

「ちょっとやめてくださいよ声が大きいですッ!?　挑発しないでくださいっ！」

　声高に宣のたまう影介をマリエルが諫めていた、その隣で。

「っ……？」

　優衣がふと顔を上げた。影介は優衣の反応に気づく。

「……？　どうした？」

「……いえ、なにも──」

「君たち、今すぐ離れてッ！」

　その時、慌てた声が彼らに投げられた。怪訝な顔で振り返ると、向こうの方から一人の青年が影介たちに駆け寄ってきていた。彼の顔は何故なぜか切迫感に歪ゆがんでいる。

「早く！　この街でそんなことしたら危ないんだ！」

「はあ？　テメー誰だ、何を言って……」

　言い返そうとした、その刹那。




　ボゴッッ！と花畑の地面が勢いよく盛り上がり、なにかが地中から飛び出した。その直後、周囲からも複数の何かがボゴッ、ボゴッ！と次々に地面に穴を空けて飛び出してくる。

「シャアアアアアアアッ！」

　食虫植物ハエトリソウのような外見をした、大きな口を持つ巨大なモンスターが、耳障りな奇声を発した。その周囲には、緑色の蔦つたが何本も生き物のように蠢うごめいている。




「ま、マンイーター!?　深い森にいるようなモンスターがどうして……!?」

「危ない、お嬢様ッ！」

「え、きゃあっ!?」

　愕がく然ぜんとしていたマリエルには、ルキノの忠告も間に合わなかった。ビュッ、と空を切る音が重なり、蔦が五人へと襲いかかる。影介、芹香、ルキノは運動神経を活いかし避よけられたのだが……。

「きゃあああっ！」

　逃げ遅れた優衣とマリエルは、その蔦に捕まってしまった。マリエルは逆さ吊づりにされ、重力でずり落ちるドレスのスカートを必死に押さえるが、手からこぼれ落ちた部分から太ももやお尻がちらりと見え隠れしてしまう。主君のあられもない姿にルキノが狼ろう狽ばいした。

「お、お嬢様ぁ!?　ぜ、絶対にその手を放してはなりませんよ!?　王女のぱんつなんてッ、王女のぱんつなんて絶対に衆目に晒さらしてはなりませんッ！」

「ぱんつぱんつ大声で言わないでっ、ルキノのばかっ！　ゆ、ユイさまは……っ!?」

　マリエルが横目で見る優衣もまた、足を蔦に搦からめ捕られ、逆さまに宙吊りにされている。彼女のプリーツスカートは完全に重力に従ってずり落ち、黒いレースの下着が惜しげもなく露あらわにされてしまっていた。

「ユイさま!?　み、見えちゃってますよ!?」

「……大丈夫です」

「大丈夫じゃないですよねぇ!?」

　ほんのりと頰を桜色に染めながらも両手を万歳して冷静な態度を崩さない優衣にマリエルの声が裏返る。……それを、目を背けながらもバッチリ視認した影介が思ったまま漏らした。

「……意外とエロいの穿はいてるな、アイツ」

「んなこと言ってる場合かッ!?　早く助けるぞッ！」

「触手系モンスターに捕まってパンツ丸出しで宙吊りにされる女子高生って、もうザ・異世界って感じだよね」

「だから訳の分からんこと言ってる場合か!?　ッ、マズイ……！」

　冗談を交わす二人に、隙ありとばかりに無数の触手が襲いかかった。三人が横へ跳ぶと、触手がまるでミサイルのように彼らがいた場所に降り注ぎ、ズガァン！と石の地面を抉えぐった。芹香がその驚異的な威力に白目を剝むく。

「なによあれ!?　当たったらヤバいじゃない!?」

「だからそう言ってるだろう！　マンイーターはかなり強力な部類の植物型モンスターだ！　人を襲って捕食する危険なモンスターだぞ！」

「チッ……！」

　刻一刻と口へと引き寄せられるマリエルを見て影介は舌打ちすると、抉れた穴の付近から石の礫つぶてを拾い上げる。そして、腕を投手よろしく振りかぶって、

「まだ綺麗な花畑見てた途中だっただろう、がッ!!」

　影介はその石を、モンスターの頭部めがけて全力で投げつけた。

　壮絶な爆音が空気中に炸さく裂れつし、突風が周囲を襲撃する。

　小石は、影介の腕力によって彗すい星せいの如ごとき馬鹿げた速度で投げ出され、小しよう隕いん石せきと化してマンイーターの下顎をとらえ、頭部にめり込む。ひるんだマンイーターが、搦め捕っていた優衣たちをたまらず放り投げた。

「きゃあッ！」

　解放されたマリエルをルキノが、優衣を芹香が受け止めて救出。マンイーターの頭部は粉砕され、酷ひどい死骸が花畑を覆った。影介は手をパンパンと叩たたくと、荒れ果ててしまったガーデンを見下ろし、胸むな糞くそ悪そうに吐き捨てる。

「せっかくの花畑を荒らしやがって、クソ野郎がよ。平気か、優衣、マリエル」

　優衣はスカートをぎゅっと引いて元に戻すと、影介に小さく頭を下げる。

「……はい、すみません。お手を煩わせて」

「あの程度煩わしくもねーよ。石投げただけで褒められても困るだけだ」

「や、やっぱりすごいですわ、エイスケさま……」

　半ば影介のデタラメっぷりに引き気味にぼやいたマリエル。ふと彼女は、隣で、彼女と同様に影介たちに忠告を叫んできた青年が戦慄しているのに気がつく。髪の毛は茶色と黒の中間のような色をしている。影介は彼に向かって顎を突き出した。

「おいお前、なんか事情を知ってるみたいだな。洗いざらい話せ」

「あ、えっと……」

「エイスケさま！　態度というものがありますわよっ！」

　不遜な態度の影介を諫いさめ、マリエルは間に割って入った。青年は彼女を二度見する。

「それにあなた、やはりマリエル王女じゃ……!?　どうしてこんなところに……!?」

「あ、あはは……色々と事情がありまして。それよりも、さっきのモンスターのことを教えて下さい。……マンイーターは本来こんな町中に出現するモンスターではありません。……何かあったのですか？」

　マリエルが訊たずねると、彼は苦々しそうに目を伏せた。

「……勇者のせいなんだ」

「っ……!?」

「へえ？」

　目を細める影介。お目当である『勇者』というフレーズに、彼は目を輝かせていた。青年は、目を伏せたまま小さく呟つぶやく。

「この街は、正体の分からない勇者に支配されてる。そのせいで──男女交際が禁止されてるんだ」

「「「「「……………………は？」」」」」

　五人は、揃そろいも揃って首を横に倒した。
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　街の中にある、大きな噴水が設置された広場。そこにあるベンチに腰掛け、影介たちは彼から事情を聞くことになった。青年の名はマルクというらしい。マルクは物憂げな表情で言う。

「この街に現れた勇者の名前は──ヒロトです」

「ヒロト……名前に覚えは？」

「いえ……すみません、思い出せませんわ。なにぶん、勇者さまは人数が多いですし、直接の面識は最初に召喚したときぐらいしかありませんから……」

　影介の問いにマリエルは申し訳なさそうに言う。マルクはマリエルに首を振った。

「いえ、覚えていたところでどうしようもないと思います。彼は多分、顔を隠していると思いますから」

「……なに？」

　影介が眉を顰ひそめて話の先を促す。

「……仮面を被っているんです。顔が分からないようにね。彼はこの街にワイバーンに乗って現れ、僕らに言ったんです。『この街は、今日から俺が監視下に置く。男女交際は一切禁止だ。もしこの街でそれらに準ずる行為を見つけた場合、モンスターが君たちを襲うだろう。俺は常に、この街を監視している』……と」

「なんで？　なんでよりによって恋愛禁止なの？　アイドルかなんかなの？」

　芹香が至極尤もつともな質問をぶつける。マルクは首を横に振った。

「分からない。……だけど、この街は元々観光都市です。男女交際が禁止されれば、以前より客足も、街の活気もなくなるに決まってる。街を見て下さい。……皆、必要以上に怯おびえて、誰とも会話していないでしょう？」

　マリエルはそれを指摘されてようやく目を見開いた。この街には確かに人がいるが……和わ気き藹あい々あいとした空気はどこにもない。会話はどこからも聞こえず、二人以上で行動している人は皆無と言って良い。……この街は、ただ、人が生きているだけだ。

「……実際、今までその言いつけを無視して逢あい引びきをしていた人がグリフォンやワイバーンに急に襲われるところを、僕は何度もこの目で見てきた。その時、周りにはその仮面を被った勇者はいなかったのに、です。以来、勇者は一度も姿を見せていないのに、必ず男女交際の匂いを嗅ぎつけて襲ってくる。僕らは……監視されてるんだ」

「そんな……どうして……」

「グリフォンに、ワイバーン……どれも従属させるのはかなり困難な高位のモンスターだ。それが、どうしてこの街にやってきて、ピンポイントに人を襲うのだ……？」

　マリエルとルキノが難しい顔で唸うなる。それに影介は小馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「アホか、決まってんだろ。その勇者のチート能力なんだろうさ。『モンスターの召喚、強制支配』ってところだろうな」

　影介のぶっきらぼうな発言にルキノは息を詰まらせた。グリフォンやワイバーン、それに先ほど出現したマンイーターも、本来なら帝国騎士一人では絶対に討伐できないようなモンスターだ。少なくとも手て練だれの騎士が十人以上でパーティを組んで討伐するようなモンスターである。……それを小石を投げつけただけで吹っ飛ばした影介のデタラメさは今はともかくとして、そのような凶悪なモンスターを自在に使役できる能力だとしたら相当厄介だ。

「勇者はその場にいないのに、必ず男女交際を嗅ぎつけてはモンスターを差し向けてくる……か。ハハーン、なるほどね」

「……なにがなるほどなのですか？」

　愉たのしそうに口の端を吊つり上あげる影介にマリエルは眉を顰める。影介は腕組みし、人差し指を立てた。

「勇者がその場にいないと誰もが思い込んでるのが、向こうの勇者の思うツボなんだよ」

「どういう、ことですか……？」

「マリエル、お前はもっと自分ならどうやって悪事を働くかって考えた方がいいぞ」

「は、はい、申し訳ありませ……って、わたくし、なにを謝ってるんですの……？」

　妙ちきりんな怒られ方をされて自問するマリエルに、影介はさらりと指摘した。

「勇者は、仮面を外して町中に潜伏してるはずだ」

「え……!?」

「その勇者の素顔を誰も知らないんだろ？　じゃあ、街中にそいつは紛れ込んで、万引きＧメン気取りでこの街を監視してるんだろうさ。バレてないと思い込んでこっそり乳繰り合ってるヤツを出し抜くのが一番爽快だろうからな」

「あんた、やっぱその発想が出る時点でだいぶ性格悪いって……」

　芹香は下卑た笑みを浮かべて語る影介の推理に、なんとも苦い顔をしていた。だが、内心ではその場にいた誰もが、影介の推測に感心していた。一見、野蛮で粗暴なオーラをこれでもかと放っている彼だが、彼は勇者を真正面から打ち破る圧倒的な腕力と、断片的な情報から的確な推測を導く思考力の両方を兼ね備えている。皮肉にも、彼はかなり切れ者のようだ。影介は拳を掌てのひらに当てて打ち鳴らす。

「とにかく、これでやることは決まったな。その勇者の正体を当てるのが、この街でのイベントってワケだ」

「だが、どうする？」

　ルキノは影介に問う。まさか、出てこいと言って出てくる聞き分けの良い勇者じゃあるまい。影介は顎に手を当て、うーん、と唸ってから。

「……おい、優衣」

「……？　なんですか？」

　フラットな口調で訊きき返す優衣。影介は頰ほおを少しだけ搔かいてから、「あー……」と声にならない声をあげて彼女を指さす。

「俺とお前が恋人のふりをすれば、向こうの勇者は必ずモンスターを差し向けてくる。その時に勇者は俺たちを見える範囲で監視してるだろう。それを見つけて、引きずり出す。だから……今日一日は、お前に付き合ってやる。いいな？」

　影介は照れ隠しか、意図的に有無を言わせない口調で告げた。優衣は一瞬ぽかんとしてから、その機械のような無表情をほんの少しだけ綻ばせる。

「……分かりました。末永くよろしくお願いします」

「末永くあるかボケ、今日一日だって言ってんだろ」

「……ちょっと作戦がバッチリ過ぎて怖いわね」

「ハハ、そうだろ？」

「あ、いや、違うけど、まあいいや」

　芹香は自分の考えている『影介を優衣とくっつけよう作戦』ともベストマッチしていることにこれ以上無いラッキーを感じていたのだが、それに影介は気づくよしもなかった。

「むー………………」

　どこか腑ふに落ちない様子で、影介と優衣の様子を見つめるマリエル。

「……お嬢様、どうかしましたか？」

「……いいえ、なんでもないですわ」

　ルキノに不安げな顔で覗のぞき込まれ、咳せき払ばらいして誤ご魔ま化かすマリエル。……そんなマリエルを、ふと優衣が振り返った。突然優衣に目を向けられ、どきりとしてしまうマリエル。

「ゆ、ユイさま？　どうかなさいました？」

「……いえ、別に──」

　優衣は淡々とそう告げようとして──ひゅっ、と息を詰まらせた。

「っ、なにかが、来ます……！」

「なに!?」

　その途端、上空から暴風が影介たちを襲った。黒い影が、影介たちの上空を覆う。そしてそれは──マリエルの背後に、ズシン、と地響きを鳴らして降り立った。

「ギアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　街全体を振動させる耳をつんざくような鳴き声。威嚇で翼がはためくだけで風が吹き荒れる。上半身は鷲わし、そして下半身は獅し子しの、無意識に畏怖を抱いてしまう見た目……。初めて目の当たりにする伝説上の生物に、影介は目を剝むく。

「きゃああああっ！」

「お嬢様ッ！」

　悲鳴を上げるマリエルをルキノが咄とつ嗟さに抱き寄せて庇かばう。マリエルの背後に現れたのは、まさに話題に上がっていたそのグリフォンだった。影介がハッ、と笑い飛ばす。

「早速お出ましか、気が早いんじゃねえの!?　優衣、芹香ッ！　お前らは周囲に怪しい人間がいないか探せッ！　俺はコイツをやる！」

「なッ、あんた、コイツ一人でやれんの!?」

　グリフォンに圧倒されていた芹香が彼を心配したのと同時。

「ギャアアアアアアアアアアアッ！」

　バシュウウウッッッッ！

　グリフォンがその嘴くちばしから放ったのは、波は濤とうのような風の衝撃波。地面の舗装をベリベリと剝はがすように破壊しながら襲いかかる空気の塊を、影介は睨にらみ付けると──。

「ォラッッ！」

　一喝して右腕を大きく横に薙ないだ。

　──彼が腕で巻き起こした爆風が、その風の衝撃波を跡形もなく消し飛ばした。影介は横顔で彼女に憎たらしい笑みを浮かべる。

「ハッ、やれるかだと？　誰にモノ言ってんだ！」

「ああそうだったわねこのデタラメゴリラっ！」

「誰がデタラメゴリラじゃい！」

　芹香は呆あきれたように舌打ちして、優衣を担いでその場から消える。その間に、グリフォンはその鋭利な鉤かぎ爪づめで影介に襲いかかった。人間では到底太刀打ちできない膂りよ力りよくによる、押しつぶすような一撃が彼の頭上に迫る。

「ふんっっっっ！」

　だが、影介はそれを片手で真正面から受け止めた。

「おいおいどうした、そんな気合いのねえ一発で俺を沈められると思ったのか？」

「グ、ギャ……!?」

　グリフォンが、狼ろう狽ばいしたような声を上げた。グリフォンの鉤爪による一撃は、彼を押しつぶすどころか、逆に彼に押し返されていた。

　グリフォンはモンスターの中でもかなり高位の存在だ。生物界のピラミッドでは、ほぼ最上位に君臨していると言って差し支えない。……だが、この街に出てきたのが、運の尽きだった。鍛えすぎて人間を超えた影介は、そのピラミッドの頂点すらも軽々飛び越える存在であったのだから。

「相手を一撃で沈める一発ってのは、こうやるんだよッ！」

　影介は、グリフォンを押し返すと、その反動のままグリフォンの上を取り──、

「せいやッッッッッッッッッッッ！」

　凄絶な踵かかと落としを、グリフォンの頭頂部に叩き込んだ。

「ガ、ギャァッ!?」

　バガァンッ！と馬鹿げた衝撃音が轟とどろき、グリフォンは地面へと叩きつけられた。嘴から丸々顔面が地面にめり込み、ベコォン！と地面がクレーター状に凹くぼむ。そのまま、グリフォンは沈黙。もはやグリフォンに同情心が湧くほどに、完膚なきまでの蹂じゆう躙りんだった。

「ぐ、グリフォンを……一撃で……!?」

「す、すごい……！」

　ルキノも、マルクも、驚きで声を上げることすら出来なかった。帝国騎士が数十人束でかかっても勝敗五分五分のモンスターを、影介は踵落とし一発で沈めてしまった。どう考えても人間業ではない。影介は軽く脚を振ると、即座に別のことへ目を向ける。

「優衣、芹香ッ！　どうだ!?」

　影介の呼びかけに、優衣と芹香が戻ってくる。だが、芹香は肩をすくめて首を振った。

「うーん……明らかに怪しいヤツってのはいなかったけどなー。モンスターを操るってくらいなんだから、流石さすがに派手なことしてると思ったんだけど」

「優衣はどうだ？　怪しいヤツ、見つけたか？」

　影介は優衣へと目配せする。

　優衣は、いつもの感情の無い顔でしばらく沈黙する。……しかし、小さく首を横に振った。

「……いえ、私も。不審な人物はいませんでした」

「お前でもだと……？　なるほど、こりゃ随分かくれんぼが得意なヤツみたいだな？」

　影介はうんざりと髪の毛を搔き乱しつつも、本当にかくれんぼで遊ぶ子供のように笑みを浮かべていた。そんな彼は、気づくよしもない。

「……ユイさま？」

　……その優衣の指が、落ち着きなく動いている様子に気づいて傍観していたのは、マリエルだけだった。
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　メルワにある、とあるカフェテリアにて。

　影介と優衣が、まるでデートに来た恋人のように向かい合って座っている。……それを、少し離れた席から、マリエル、ルキノ、芹香、そして案内役としてついてきたマルクの四人が眺めていた。

　影介は、四人にじっと見られていることに怪け訝げんな顔をしながら目の前の優衣を頰ほお杖づえをついて見つめる。彼女は、注文したパフェを掬すくい、スプーンを影介に差しだした。

「影介さん、あーんしてください」

「するかっつの」

「でも、そうしないと恋人同士に見えません」

「男女二人でいるだけで十分狙われるんだ。余計なことする必要はねえんだっつーの」

「じゃあ、私にあーんしてください」

「話聞いてたか!?　余計なことはしないって言ってるんだが!?」

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん」

「押し通そうとしてんじゃねーよ！　絶ッ対やらねーぞ!?」

　桜色の唇を開き、雛ひな鳥どりのように口を開ける優衣のマイペースっぷりに影介は呆れたように額に手を当てる。

「はあ……。あのな、俺がお前を相手役に選んだのには、もう一つ理由がある」

「……なんですか？」

「昨日のことだよ。いい加減、お前がなんで俺を知ってるのかを話せ」

　影介はうんざりと彼女のことを指差す。優衣は黙り込み、顔を俯うつむけると。

[image: ]

「……影介さんは、私を助けてくれたから」

「は？」

「昔、私が怖い人たちに襲われていた時、助けに来てくれたのが……《ヤンキー狩り》のあなただったから」

　ぽそっ、と恥ずかしそうに告げた。蓋を開けてみればなんとも単純な理由に、影介はようやく納得して、脱力するように背もたれに身を預けた。

「なんだ、そんなことか……。なんで黙ってたんだよ」

「……すみません。なんとなくというか、癖というか」

　優衣はふっ、と息を漏らす。その仕草は少し自嘲的だった。

「……自分から話をするの、好きじゃないんです。私が見たり聞いたりするものって、大抵分かってもらえないですから」

　影介は思わず黙ってしまう。優衣には、普通の人間には感じられないものが感じられる。変な音がする。なにか匂う。これまで、そんな彼女の言葉に耳を傾けた者が多くいただろうか。問わなくたって分かる。……人間というものは決して、自分に分からないものを心から受け入れはしないのだ。

「……だろうな。だが、俺は違う」

「……えっ？」

　影介は珍しく真摯な眼まな差ざしを彼女へ向けていた。目を瞬しばたたく優衣に、影介は穏やかに言う。

「俺はお前と同じ側の人間なんだ。世界中のヤツがお前を理解できずに疑っても、俺だけはお前を邪険にしたりしない。だから金輪際、俺にはそんな心配しなくていい。どんなくだらないことだって、俺はちゃんと聞いてやるからさ」

　影介は冗談めかして自分の胸を親指でついた。……しばらくの沈黙の後、優衣は。

「……………………プロポーズですか？　今の、プロポーズですよね？」

「どう受け取ったらそうなんだよ!?」

「今のは本当に誰が聞いてもプロポーズそのものだと思うのですが」

　真顔で彼にそう言うのだった。……内心では鼓動が異常に高鳴り、胸が詰まる思いなのを、ポーカーフェイスでひた隠しながら。

　あの日から影介は、やはり優衣にとっての運命の相手だったのだ。不快な嗤わらい声を響かせる悪漢に、襲われる優衣に見向きもしない雑踏の無慈悲で猥わい雑ざつな音。その中を搔かき分けて、一筋の光明のように真まっ直すぐ駆けてくるあの足音を、優衣は今でも覚えている。そして、今彼が告げた愛の告白めいた言葉もまた、優衣は一生忘れはしないだろう。あの日も、そして今も、優衣にとって影介とは──この尋常ならざる能力を、自分が持っていて良かったと思えた、唯一の人なのだから。

　やっぱり私、影介さんのこと──、優衣はそう言いかけて。

「──ッ!?」

　口を噤つぐみ、顔色を変えた。

「……あの、影介さん、その、実は少し前から──」

「きゃああああ[image: ][image: ]ッ！」

　唐突に、マリエルの悲鳴が響いた。影介は咄嗟に立ち上がって振り返る。

　マリエルたちは、立ち上がって空を見上げていた。その視線の先では──蠢うごめく黒い塊が、空中に浮遊している。

「っ、あれは……!?」

　優衣が誰よりも早く反応する。遅れて影介も把握。

　……それは、コウモリのようなモンスターの大群だった。

「き、キラーバットだ！」

　マルクが叫びを上げる。影介は店の柵を跳び越えてルキノに問うた。

「なんだあのモンスター!?　強いのか!?」

「群れで襲いかかってきて人間から血を根こそぎ吸い取ってしまうモンスターだ！　一匹にでも捕まったら一気に押し寄せてくるぞッ！」

「ハッ！　じゃあこちらに到着する前に、一匹残らず帰ってもらうとすっかッ！　せりゃああああぁぁイッ！」

　影介は咆ほう哮こうとともに、大きく腕を振るった。

　──それだけで嵐が吹き荒れ、キラーバットをその乱気流に飲み込んだ。キラーバットを飲み込んだ嵐はそのまま空の彼方かなたへとその軍勢を吹き飛ばす。……嵐が晴れたあと、もう空にはキラーバットは一匹も残っていなかった。

「む、ムチャクチャだ……」

「雑魚は何匹集まっても同じなんだよッ、ヤンキーと同じでなァ！」

「なんだか、悪者の台詞せりふに聞こえるんですが……」

　ガハハと哄こう笑しようをあげる影介に、マリエルはジト目でツッコむ。

「……だが、やはり向こうの勇者、相当な手て練だれのようだな」

　ルキノが小さく唸うなって考え込む様子を見せた。影介が笑うのを止やめて眉を顰ひそめる。

「どうした、改まって」

「いや、キラーバットは本来、この大陸にある危険なダンジョンの最奥にしか生息していないモンスターなのだ。ダンジョン攻略などしない一般人は、その存在すらも知らないような、な。お嬢様でも知らないのでは？」

「はい……。わたくしも、あんなモンスター初めて知りましたわ」

　マリエルはキラーバットを思い出しておそるおそる答える。影介は得心して彼女の言葉を先取りした。

「なるほど、そんなモンスターを差し向けてくる、ってことは、危険なダンジョンを踏破してモンスターを支配下に置いた実力者だ、ってことになるわけか」

「グリフォンを操れるようなヤツなのよ？　そんなの当たり前なんじゃないの？」

「まあ……そう言われればそうなのだが。いや、なに、あまりに珍しいモンスターを見たからな」

　芹香の指摘に、ルキノが難しい顔で腕組みする。影介はへらりと肩をすくめる。

「ま、手練れじゃなきゃ俺が困るっつーの。あんな誰にも知られてねえようなコウモリよりも、勇者ならもっとドラゴンとか寄よ越こせって話………………ん？」

　そこで影介は、待てよ、と思い返す。

「……どうした、エイスケ？」

　ルキノは目を瞬く。影介は自分の顎に指を添えた。

　ルキノの言うことが本当ならば……少し、気になることがあるのだ。その少しの思考のきっかけを、影介は無言で脳内に巡らせていく。走馬灯のように、会話の記憶が脳内に蘇よみがえり、影介は──。

「……ッ、そうだ……！　そうじゃねーかよ……！」

　影介は小さく唸った。……どうして、あんな明らかな矛盾に気づかなかったのか、と。

「……なあ優衣。……お前、本当はもう怪しいヤツ、分かってんじゃねえの？」

「──ッ!?」

　優衣の目が、大きく見開かれた。その反応だけで十分だった。影介は優衣の肩を抱き、ニッ、と歯を見せて笑った。

「やっぱりな。お前、やっぱすげーわ」

「え……？」

「俺も分かったんだよ。お前だけが分かってたことをな」

　そう言って浮かべる影介の笑みは、まるでクイズの正解が分かった無邪気な子供のようだった。影介は、その笑みのままマルクへと向き直る。

「おい、マルクっつったか？」

「え、は、はい？」

「この街で一番広くて動きやすい場所ってのはどこだ？」
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　この街で一番広くて動きやすい場所。それは、メルワの街を一望できるなだらかな丘だった。赤みがかったオレンジの光が、影とのコントラストを生んで街を鮮やかに照らす光景は、のどかな美しさを影介たちに印象付ける。

「……ねえ、エイスケさま？　本当に勇者様はこの街にいらっしゃるのでしょうか？　もしかしたら、生き物のことですし、偶然発生しているという可能性も……」

「ねーよ。勇者はいるさ。──ここにな」

「……へ？」

　マリエルが耳を疑った、その瞬間。




「おらよッ！」

「ぐふっ!?」

　──影介は、裏拳をマルクのみぞおちに入れた。




　マルクが蹈鞴たたらを踏んで下がる。優衣以外の女性陣がぎょっとした。

「え、エイスケさま!?　一体何をして……!?」

「テメーが勇者ヒロトだよなァ？」

「え……!?」

　マリエルたちが驚きよう愕がくして振り返る。マルクが腹を押さえたまま、顔をひきつらせた。

「ぐ……、な、なにを言って……!?」

「きっかけはルキノのキラーバットの話だ。なあルキノ、キラーバットはめずらしいモンスターなんだって言ったよな？　危険なダンジョンにしかいない知名度の低いモンスターだって」

「あ、ああ……。そうだが」

　ルキノが怪け訝げんな顔で首肯する。影介はそれに応じてから、マルクへと疑いの目を向ける。

「なのにだ。なんでお前はキラーバットの大群が押し寄せてきた瞬間に、『キラーバットだ！』って誰よりも早く叫んだんだ？」

「っ……!?」

　マリエルたちがはっと息を吞のみ、遅ればせながら気づく。どうしてただの街の青年が、ダンジョン奥地にいるキラーバットを知っているのか？

「た、たまたまだ！　たまたま知ってて、それで……！」

「じゃああれも偶然か？　こっそりデートしてたカップルがモンスターに襲われるところを見た、ってヤツ。これも、よくよく考えりゃおかしいんだよなあ」

「な、なにが……!?　それのなにがおかしい……!?」

「なんでお前、見てんだよ」

「……なに？」

「なんで誰にもバレないようにこっそりデートしてるカップルを、お前はしっかり見てんだよって言ってんだ。それも何度もな」

「っ……そ、それは……!?」

「そ、そっか……！」

　芹香は手を叩く。勇者の脅しの件がある以上、この街では誰も堂々とカップルまがいな行動はできない。密ひそかな逢おう瀬せに留とどめていたはずだ。……それをなぜ、彼は何度も目撃している？

「おかしいじゃねえか。お前が人のデートを逐一盗み見る男子中学生みたいな出歯亀野郎か、それとも……それを監視してた勇者本人じゃなきゃ、な？」

　影介は彼を自信ありげに睨にらみ付けた。マルクはぎり、と歯ぎしりして言い返してきた。

「く……ッ、そ、それだって！　偶然見ただけだ！」

　影介は険しい目で彼を睨ねめ付けると、はぁ、とため息をついて肩をすくめた。

「ここでお前が自白してくれたら、俺の手柄になるんだがなあ……。しゃーねえ、今回の手柄は優衣に譲るか」

「ユイさま、ですか……？」

　影介は隣に寄り添う優衣に目配せし、にやりと笑う。

「モンスターがどうやって操られるのかってのはずっと気になってたんだ。俺たちはモンスターに三回襲われたが、前触れは何も無かった。怪しい音や合図も無かったからな。だから突如そのモンスターが目の前に現れるまで、誰も気づけなかった。……普通の人間には、な？」

　影介は、優衣の方に手を置く。そして、優衣を自分のことのように自信満々に顎で示した。




「だが、こいつには聞こえてたんだよ。俺たちには聞こえない音……普通の人間には聞こえない音で発されている、モンスターを呼び寄せるためのモスキート音が、お前からビンビン響いてるのがなっ！」




　マルク──否いや、ヒロトは絶句した。

　恋ヶ瀬優衣。人間以上の聴力や視力を手に入れた少女である。彼女にはずっと、はっきりと聞こえていたのだ。マルクのいる方からたびたび発される奇妙な音を。そして、薄々気づいていたのだ。その音が響いたすぐ後に、モンスターがどこからともなく飛来してくるという関連性に。優衣は目を細め、低い声を発する。

「……あなたは、最初に私たちに忠告をしてくれた。だからいい人なんだと思ったんです。また私が……気持ち悪いものを聞き分けてしまっただけなのかと。……でも、違ったんですね」

　影介は冷笑すると、拳の関節を鳴らした。ヒロトへ歩み寄り……彼は、喧けん嘩かを売る。

「さあ、ようやく見つけたぜ、勇者さんよ。かくれんぼはもう終わりだ。次のゲームは……俺との本気のタイマンさ」

「ッ、くそっ……！」

　ヒロトは歯は嚙がみしながら、手をかざした。だが、すぐには何も起こらない。……いや、知覚できないだけだ。彼がモンスターを呼ぶモスキート音を。

「っ、影介さん、何か来ます……！」

　優衣が叫んだのと、ほとんど同時に。

　──ジェット機の如ごとく、マッハに迫る速度で何かが影介たちの後方に飛来し、マリエルを攫さらった。

「きゃああっ!?」

「わ、ワイバーンだ！」

　飛竜、ワイバーン。馬のような大きさでしかないがれっきとしたドラゴンの亜種だ。その流線型の体形と三角形を象かたどるナイフのような翼は空気抵抗を極限まで減らすように進化した賜たま物ものであり、誇張なく知能のある戦闘機と喩たとえるに相応ふさわしい強力なモンスターである。

　ワイバーンは口でマリエルの首根っこを咥くわえて拉致すると、そのままヒロトの上空を滑空。その背中に、ヒロトは軽快に飛び乗った。

「ハッ！　よくぞ見破ったな！　俺こそが勇者ヒロトだ！」

「な[image: ][image: ]にが『よくぞ見破った』だッ!?　カッコつけてんじゃねえ！」

「だけど残念だったなっ！　こっちの方が一枚上うわ手てだねッ！」

　ヒロトは再び能力を発動。召喚されて上空から襲来したのは、キラーバットの大群だ。その再来に影介たちが呆気あつけにとられる間に、ヒロトはワイバーンを使役して空高く飛び上がった。

「きゃああああッ！」

「マリエルッ！　ちっ、逃がすかッ！」

「待て、エイスケ！」

　影介が腕を振りかぶり、また爆風でキラーバットを吹き飛ばそうとしたのをルキノが制した。影介は歯を剝むき出だしにして返す。

「なんだよッ!?」

「冷静になれ！　空にはお嬢様もいるのだぞ!?　まとめて吹き飛ばすつもりか!?」

「ッ、クソ、そうか……！」

　影介ははっとした。キラーバットを越えた先、その延長線上にマリエルを咥えたワイバーンがいる。影介がまた嵐でキラーバットを吹き飛ばせば、ワイバーンごとマリエルを巻き込むのは必至だ。ヒロトはそれを見越してマリエルを人質に取ったのである。影介が歯がゆそうな顔をした、その直後。




「私がやります」

　冷淡な口調でそう告げたのは──パーカーから拳銃を取り出した、優衣だった。




「影介さんは勇者を。キラーバットは私が引き受けます」

　影介は目を見開く。優衣の無機質な瞳と、彼の視線が交錯する。

「……よし、頼むぜッ！」

　言うが早いか、影介は大きく跳躍。キラーバットの先にいるワイバーンめがけて、一直線に跳んでいく。影介を阻むようにして、襲いかかってくるキラーバットの大群──。




　──優衣は影介の背中を見ながら、二丁の拳銃を構える。

（……影介さんは、私を信じてくれた。疑わないと、言ってくれた）

　人間ではない能力に届いてしまった気味の悪い自分に、影介がかけてくれた言葉を思い出す。

（……だから応えます。戦います。全力で、この力を使います。あなたのために……！）




「影介さんの、ために……ッ！」




　冷徹な瞳に、彼女は闘志の炎を宿す。想おもいは熱く、思考はクールに。目標を正確に視線で射い貫ぬき、トリガーを引く指に己のすべてを乗せた。

　ダダダダダダダダダダダダンッ！

　折り重なる、いくつもの銃声。

　片方の拳銃を撃ち、撃鉄を起こしている間にもう片方を撃つ。それを幾度も繰り返す。極限の集中が可能にする神業。彼女は、キラーバット一匹一匹から、一切視線を逸そらさない。その銃弾は確実に、一撃で一匹を葬り去っていく。

　──両方合わせて、合計十二発の弾丸。それらはすべて……影介の跳躍の軌道上にいた、邪魔なキラーバットを撃ち殺すものであった。

「行って、影介さん……！」

　優衣は、祈るようにそう呟つぶやいた。




「よし……ッ！」

　優衣の絶技のおかげで、影介はキラーバットに捕まることなくその群れを抜ける。マリエルを攫ったヒロトとワイバーンは、もう目と鼻の先だ。影介は、驚嘆する彼に対し、腕を思い切り引き絞った。

「オラアッ！」

「がっ!?」

　追随するなり、ヒロトの顎に拳を振り抜く影介。くらり、と彼が一瞬意識を失う間に、今度は早業でワイバーンに渾こん身しんの手刀を見舞う。

「そらよッ！」

　──ワイバーンの首が、包丁で切り落とされたように落ちた。

「へ……？」

　ふわ……、と急に持ち上げられている感覚がなくなったことにぽかんとするマリエル。

「きゃあああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」

　彼女は真っ逆さまに、重力に従って落ちていく。地面に激突する、その寸前──。

「よ、っと！　ギリギリセーフ！」

　影介はマリエルの服の首根っこを摑つかみ、すんでのところで地面に激突するのを受け止めたのだった。

「も、もっと他に助け方なかったんですの!?」

「捕まったヤツが注文つけてんじゃねーよ！」

　壮絶な浮遊感に見舞われた八つ当たりをするマリエルに言い返す影介。戻ってきた丘では残りのキラーバットをレイピアで仕留めるルキノ、蹴りでなんとか牽けん制せいする芹香がいた。優衣のおかげでキラーバットはほとんど残っていなかったこともあり、既にほぼ制圧状態だ。

「影介さん……！」

　駆け寄ってくる優衣に向かって、影介は手を挙げた。それがなにを意味しているか、優衣はすぐ理解する。彼女は拳銃をパーカーの内側にしまうと──ぱん！とハイタッチが弾はじけた。

　影介の笑みに、優衣は頰ほおを綻ばせる。その無む垢くな微笑は、親しみを感じさせる年相応のあどけなさに満ちていた。十七歳の少年少女の二人は、戦いを通じて、真の意味で心を通わせたのだ。

「うわあぁああぁぁああ……！」

　そのすぐ側そばに、ドォン、とヒロトが頭部がなくなったワイバーンとともに墜落。

「が、はぁ……っ！」

　だが勇者として身体能力が強化されている彼は、地面に激突したくらいではまだ無事なようだ。影介は這はいつくばる彼を睥へい睨げいし、再び不遜な挑発を投げる。

「逃げるからだよクソ野郎。俺はお前と本気で戦いたいんだ。お前が呼び出せる最強のモンスターを今すぐ呼び出せ。そいつを真正面からぶっ潰してやるからよ」

「ぬ、ぐ……ッ！　調子に乗るなよ……ッ！」

　ヒロトは、半ば破れかぶれに手をかざす。モンスターを呼ぶ挙動だ。その、数秒後。

「っ……!?　今までで、一番大きいです……！」

　優衣の小さな声が震えた。誰もそれに反応を返さない。理由は──彼女が言わずとも、誰もが遠くから迫力のある轟ごう音おんが近づいてくるのを耳にしたからだ。夕ゆう陽ひをバックに翼をはためかせる、その巨大な黒いシルエットは──。

「ゴアアアアアアアアアアアアアアッッッッ!!」

　大気を激しく揺らす咆ほう哮こうを上げた。真紅に染まる巨きよ軀くから伸びる雄々しき翼、蛇が可愛かわいらしく思えるほどの凶悪な邪眼、そして鋭い牙が並ぶ顎。すべてが見る者を恐怖させる。

　──影介たちの前に君臨したのは、最強のモンスター……ドラゴンだった。

「ハ、ハハッ！　見たか!?　俺は勇者だ！　最強のドラゴンを呼ぶことくらい簡単なんだよッ！」

　戦慄するマリエルたちを見たヒロトが戦意を取り戻し、勝ち誇ったように声を上げる。だが、その上からかぶせるようにして、影介の哄こう笑しようが轟とどろいた。

「いいねいいね、最高じゃねーかッ！　ドラゴンと戦えるなんて、やっぱこの世界はロマンに溢あふれてるぜッ！」

　彼の辞書には、恐れという単語は存在しないようだった。影介は空中にホバリングするドラゴンへと獰どう猛もうに笑って跳躍した。影介のサイズはドラゴンの前足の爪ほどしかない。まるで戦艦に挑むようなものだ。だが、影介は一切臆することなく──。

「おりゃあッッ！」

　ドゴッッッッッッッッ！

　──ドラゴンの鼻頭を豪快に殴り飛ばした。凄すさまじい衝撃が爆音とともに大気を震動させる。ドラゴンの頭部が首からぐらりと揺れる──が。

「ゴ、アアアアアアアアアアアッッ!!」

「おわッ!?」

　流石さすがはモンスター最強と言うべきか、ドラゴンは気絶することなく、影介に向かって極熱の火炎を吐いた。影介は空中で身をひねるが、その炎に身体からだの右半分を飲まれる。火炎の激流に吹き飛ばされ、地に落とされる影介。

「熱っ、あっちーなクソッ！　オキニのジャケットまで燃えちまうだろうがッ!?」

　影介はバタバタとジャケットを叩たたいて火を消しながら苛いら立だったように吐き捨てる。服を焼かれていても、その下の素肌はほとんど無傷に等しい。黒いすすがつき、軽く赤い傷が出来ているだけだ。

「ゴアアアアアアアアアアアッ！」

　ドラゴンが、再び空中から業火の息吹を放つ。それは、影介たちのいる丘を丸ごと飲み込むほどの炎だ。ぎょっとする一同。

「ちょっ、ヤバイヤバイ黒焦げになるってェ!?」

「エイスケさまぁっ!?」

「分かってるよ、ッッ！」

　芹香やマリエルに急せかされ、影介は渾身の右ストレートをその場で空振りする。そして、爆風で炎を相殺した。過剰な表現ではない。何度でも言うがデタラメな光景だ。

「俺の上飛んでんじゃねーよ、トカゲ野郎がッ！」

　影介は吐き捨てると、再びドラゴンに向かって跳躍。今度は、ドラゴンの腹部に一発、重い拳を見舞う。ドラゴンがよろめいた隙に、影介はドラゴンの背中へと軽業師のような身のこなしでよじ登る。

　そして──。




「せりゃああああああああいッ！」

　影介はクロスに構えた腕を、ドラゴンの背中で振るった。彼の手刀は大気を割って真空の断裂を生み出し、空間を剛烈に切断する。

　──それは、ドラゴンの巨大な翼を根元から断ち切った。




「は、羽、切っちゃった……」

　芹香が茫ぼう然ぜん自じ失しつとして呟く。影介の手刀はどんな刃物よりも鋭く、荒々しく、ドラゴンの翼を工作でもするかのようにスパッと断絶してしまったのだ。

「ギャアアアアアアアアアアアアア！」

　大気を振動させるほどの悲鳴を上げるドラゴン。その背中から爆はぜるように跳躍した影介は、空中でバク転。獰猛に吐き捨てる。

「少しは期待したが、やっぱ喧けん嘩かは人間相手じゃなきゃなッ！　吹っ飛べッッッッ！」

　翼をなくしたドラゴンに、影介は宙返りの体勢のまま──オーバーヘッドキックを叩き込んだ。音速に迫る速度でドラゴンは吹っ飛ばされ、遠い彼方かなたへと消えていく。やがて夜にはまだ早い星として空に煌きらめき、戦闘は決着した。

　ヒロトは、そのいっそ馬鹿げた戦闘の一部始終を見て戦々恐々とした。

「ど、ドラゴンを、素手で……!?　な、なんなんだよ、お前!?　バケモンかよ!?」

「オイオイ、バケモンとは失礼だな。俺はちょっと鍛えすぎただけの、普通の高校生だっつーの」

「お前みたいなデタラメな高校生が普通にいてたまるかッ！」

（おっしゃる通りですわ……）

　あらん限りの声で喚わめくヒロトにマリエルはひっそりと同意した。影介は軽薄に笑い、拳を握る。

「ピーピー喚くってことは、もう打つ手なしか？　──じゃあ、歯ァ食い縛れ」

　影介の遠慮なしの拳げん骨こつが、ヒロトの脳天に振り下ろされた。その一撃で彼は昏こん倒とうし、地面に沈んだ。
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　メルワの街の中心へと戻った影介たちは、市民たちを集め、縄で縛られたヒロトをその目の前へと突き出した。

「お前らの街を脅かしていた勇者はコイツだ。もう俺が倒したから、今日からは枕高くして寝てくれよな」

　不遜に言い放つ影介。急転直下の事態に、市民は不審そうに影介たち一行を見つめるばかりだ。影介はため息をつき、マリエルに目配せした。マリエルは被かぶっていた布を脱ぎ、その美しいブロンドヘアを闇夜に晒さらした。

「ま、マリエル様!?　どうしてここに……!?」

「ぶ、無事だったんだ……！」

　途端に騒々しくなる市民。マリエルは彼らに穏やかに語りかける。

「メルワの皆さま。わたくしが無力なばかりに、長きにわたって勇者様による支配を許すことになったこと、この場で心からお詫わび申し上げます。……ですが、彼はもうここに捕らえました。わたくしが新たに召喚した、信頼できる方々の手によって」

　市民の注目が、自然と影介や優衣たちに集まった。屈する勇者を見た市民たちは、影介たちに向けていた訝いぶかしむような目を尊敬の眼まな差ざしへと変えた。マリエルが声を張り上げる。

「もうあなたがたは勇者様に怯おびえる必要はありません。わたくしは彼らの協力と共に、この国を取り戻し、真の平和をもたらすとここに誓います！　このメルワから始めましょう！　わたくしたちの手による、アレスティナ帝国の復興をッ！」

　マリエルの高らかな宣言に、互いに顔を見合わせる市民たち。……だが、やがて群衆の中から、ぱちぱちと拍手が起こった。それは伝染するように広がり、次第に大きくなっていく。やがて、大きな歓声が加わり、お祭りのようなムードが一面に広がった。

「……良かったですね、お嬢様」

「……ええ、本当に」

　柔らかな口調のルキノに、マリエルは市民が沸く光景から目を逸そらすことなく、頰を綻ばせて応じた。これは大きな第一歩だ。この光景が帝都で見られるのも、そう遠くない日なのかもしれない……。マリエルはそんな期待を胸に抱くのだった。

「……ねえ、なんでこんなことしたわけ？」

　そんな中、縛られたまま首をもたげるヒロトに、芹香が何気なく訊たずねた。ヒロトは少し黙り込んでから、息を吐くように答えた。

「……リア充が嫌いだからだ」

「シンプルでムチャクチャな理由をどうもありがとう」

「恋愛感情なんて、この世にいらないんだ。動物は持っていないのに、人間だけが恋愛感情を持ってる。だからこそ、人間の世の中には色々な面倒事が起こるんだ。恋愛の必要ない世界を、俺はここで完成させたかった……」

　ヒロトは呻うめくように言う。恋愛感情が、行き過ぎた嫉妬を引き起こすこともある。醜い欲情を、恋愛感情と誤解してしまうことだってある。動物には存在しない揉もめ事ごとが、恋愛感情を持つ人間の間では起こる。ヒロトの言うことは、一理あった。

「……ですが、恋愛感情のような誰かを思う気持ちがあるからこそ、頑張れることもあるんじゃないでしょうか」

「……なに？」

　──そのヒロトに言葉を告げたのは、優衣だった。優衣は自分の気持ちを確かめるようにして、胸に手を当てる。

「……通じ合いたい。気持ちに応えたい。その思いは、無限の力になり得るんです。この人のために頑張りたい。一緒に前に進みたい。誰かを思うだけで、自分のすべてが前向きになることだってある。だから人は……恋に落ちるんだと思いますよ」

　そう言って優衣は、影介の袖をきゅっと摑つかんだ。急な仕草に怪け訝げんな顔をする影介に、優衣は柔らかくはにかんだ。その光景に、ヒロトはぽかんと口を開けた。

「……では、あなたを元の世界へとお返しいたします」

　マリエルの身体が、神聖なる光に包まれる。淡い七色の光の粒子が湧き立ち、ヒロトの足元には幾何学模様の魔法陣が浮かび上がった。彼は、最後に影介を睨にらむ。

「……おい、お前」

「あぁん？」

「ひとつだけ、言わせてくれ」

　眉を顰ひそめる影介。ヒロトは、ふっ、と苦笑して、一言。

「リア充爆発しろ」

「うるせーな!?」

「あ、あなたのこれからの人生に、女神の加護があらんことを──」

　困惑しながら告げたマリエルのはなむけの言葉に送られながら、ヒロトもまた、まばゆい光に包まれ、元の世界へと戻って行ったのだった──。
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「はわああああぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　湯船に浸つかったマリエルが蕩とろけきったように頰ほおを緩ませ嬌きよう声せいを漏らす。人生の絶頂とさえ言えそうな反応を見せる一国の王女に、芹香は苦笑した。

「マリエル、顔がだらしないことになってるよ？」

「だ、だってだってぇ！　温かいお湯に浸かることができるなんて、もう何カ月かぶりですものっ！　ふわあぁぁ……気持ちいいです……！」

「まあ、あたしらもお風呂に浸かれるのは久々だから、気持ちは分かるけどさ」

　メルワにある旅館を借りることが出来たマリエルたちは、帝都からの逃亡以来、ようやく野宿ではない夜の明かし方を約束されていた。……ここは、その女湯である。他に宿泊客はおらず、マリエル、優衣、芹香の三人の貸し切り状態だ。

　目を閉じて湯船に浸かっている優衣。タオルを頭に巻き、浴場に立ってうんと伸びをする芹香。二人の少女を眺めながら、マリエルは穏やかに言う。

「……わたくし、幸せです」

「だから、大げさすぎるってば」

「ふふ、違いますわ。わたくしは国を追われ、何もかも失ったはずなのに……今こうして、みなさんのような方と出会い、まるでごく普通の親しい友人同士のように、同じ湯船に浸かることが出来ているのです。これを幸福と言わずしてなんと言いますか」

　優衣と芹香は、ふわりと笑うマリエルを見つめる。彼女は、悲運に見舞われた健けな気げな王女だ。だが、それでもまだ彼女はたった十四歳の少女でしかない。優衣や芹香のような少女たちと年相応に笑って過ごす権利を、彼女は当然持っているはずなのだ。

「……あなたたちはわたくしに、一人の少女として過ごす時間までくれてるんです。ほんとうに、どれだけ感謝してもし足りませんわ」

「マリエル……」

「改めて、言わせてください。ユイさま、そしてセリカさまも。わたくしのそばにいてくださって、本当にありが──」

「マリエル、会ったときより胸、大きくなってない？」

「えっ、ホントですか!?　じゃなかったっ、急になに言い出すんですの!?　わたくし、真面目な話してましたよね!?」

　じろじろと自分の肢体を眺める芹香を、マリエルはざばっ、と湯船から立ち上がって糾弾した。マリエルの白く艶あでやかな肢体を、水滴が何にも遮られずに鎖骨から太ももへと滑らかに落ちていく。……芹香曰いわく成長しているとは言っても、まだまだ発展途上であることに違いは無かった。マリエルは、芹香をじぃっ……と睨む。

「………………なに、めっちゃ見るじゃん」

　芹香の身体からだを上から下まで眺めるマリエル。身長は百六十センチ強と女子にしては高く、胸からくびれ、そして臀でん部ぶにかけての滑らかな曲線美もまるで彫刻のようだ。マリエルにじろじろ見られても恥ずかしがる様子もなく、腰に手を当てたまま立っている堂々とした態度も自分の身体に自信がなければそんなことはできまい。マリエルは十四。芹香は十七。三歳差には……到底見えない身体差だった。

「……セリカさまは、年齢を偽っているのですか？」

「なに言ってるか分かんないけど怒るよ？」

「い、いえ！　悪い意味じゃなくて！　大人な身体をしてらっしゃるな、と！」

　わたわたと手を振って取り繕うマリエルに、芹香は投げやりに言う。

「あのさ……。それはそこにあるヨーヨー釣りみたいなのを見てから言ってくれる？」

　芹香が白い目で、優衣の胸を指さした。優衣の胸は上部分が水面から浮いて丸く存在を主張している。優衣はきょとんとしたまま自分の胸を見下ろし、そこでようやく芹香の最低な喩たとえに気づく。

「……人の胸を縁日の出し物に喩えないでください」

「だってそう見えるんだもん。こっちの成長の仕方のほうが意味分かんないでしょ。なに、胸でご飯食べてんの？」

「バケモノじゃないですか」

　優衣は目をつぶったまま、淡々と否定する。……もはや、マリエルはもう何も言えなかった。人間というのはなんであれ、あまりに大きなものを前にすると無力になってしまうのである。

　芹香はつま先から、ゆっくりと湯船に浸かった。お湯の気持ち良さは異世界であれどなんら変わりない。自然と芹香の喉からも嬌声が漏れた。

「ふはぁ……。でもさ、マリエルはこれから成長するんじゃない？　ご飯いっぱい食べて、健康的な生活送って、元の世界のあたしらみたいに、なに不自由ない生活が送れるようになればさ……んんっ……！」

　芹香は、うんと伸びをする。マリエルは、期待を込めるように胸の前で手を合わせた。

「いつかわたくしにも……そんな日が戻ってくるでしょうか」

「きっと戻ってきますよ」

　優衣が短く言い切った。そして、何故なぜか自分のことのように誇らしげに口元を緩める。

「だって、私たちには影介さんがいますから」

「ふん、なーんか素直にそう言うのも癪しやくだけどね。……まあ、あんなでっかいドラゴンを空の彼方かなたまで吹っ飛ばすヤツが身内にいると思ったら、そんな確信も湧いてくるか」

　呆あきれ混じりに芹香が言う。ギャハハと嗤わらいながらドラゴンと戦う影介の映像が三人の脳裏に同時に浮かび、揃そろって苦笑した。

「ホント、あたしたちみたいに人間の限界が無かったとはいえ、あそこまでデタラメな強さになれるモン？　それだけ強いヤツと戦いたくて一心不乱に鍛えてたってこと？　なんなの、あいつは戦闘民族かなんかなの？」

「……それも、あると思いますけど」

「……けど？」

　水面に映る自分の顔を眺めながら、優衣はぽつりと言う。

「……影介さんは、強い人と戦うことで、もっと弱い人たちのことを守ってあげたかったんだと思います。そうじゃなきゃ、ヤンキーや不良ばかりに喧けん嘩かを売ったりしません」

　影介はぱっと見では、戦うことしか頭にないお調子者だ。……だが、優衣はもう知っている。彼の本当の顔は、優衣を慮おもんぱかる言葉をかけてくれた時の、あの精せい悍かんな顔つきの方なのだと。

「だからこそ影介さんは、マリエルに力を貸してくれているんだと思いますよ」

　そうして浮かべた優衣の微笑は、マリエルの瞼まぶたの裏で、影介の頼もしい笑みと重なる。あの彼の言葉が、脳内でリフレインした。




　──お前の国、完全に取り戻すまで、手ェ貸してやる。




「……そうですね。影介さんはきっと、本当は優しい人に違いありませんわ」

　くすぐったそうに笑うマリエル。芹香はわざとらしく嫌そうに舌を出した。

「えー、そーかなー？　ちょっと二人とも、アイツに甘いんじゃない？」

「そんなことないです。ですから私を使って影介さんの手綱を引く必要は無いと思いますよ、芹香さん」

「ぶふっ!?　な、なんで作戦知ってるの!?」

　仰天する芹香に優衣は小さく笑うと、妖艶な仕草で髪を搔かき上げ、綺き麗れいな形の耳をあらわにした。

「私、地獄耳なので」

　優衣は、自分の力を見せつけるような気持ちで言った。
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　少女たち三人の入浴中、影介はルキノとともにメルワの街へ繰り出していた。

「お前は風呂、行かなくて良かったのかよ」

「私は後で入るさ」

「ふーん……いいのか？　お前はてっきり、マリエルと一緒に風呂に入りたいんだろうと思っていたんだが」

「もちろん入りたかったさ。お嬢様の日々の成長の記録をこの網膜に焼き付けること。それは私の生きる理由と言ってもいいからな」

「お前やっぱ大概だな」

　真剣な顔で言うマリエルバカ、ルキノに、影介は引き気味に顔をしかめた。

「だが、お嬢様もたまには私抜きで、同世代の彼女たちと心置きなく談笑をしたいだろう。……お嬢様には、極力無理をして欲しくない」

　ルキノは主君を心から思い、目を細めた。その穏やかな目で、影介に微笑する。

「……少し前までは、片時もお嬢様の側そばを離れないのが私の使命だと思っていた。だが、今は君たちがいる。君たちがその力でお嬢様を守ってくれることに、私も少なからず安心しているということさ」

　……きっとマリエルやルキノは、相当な辛酸を嘗なめてきたのだろう。迫り来る脅威、絶望的な戦力差、敵かなうはずのない勇者。彼女らは帝都から逃亡してから、心安まる瞬間など無かったはずだ。

　そんな二人が影介に信頼を預けることで、徐々に明るさを取り戻していくのを、影介は実感していた。自分のこのデタラメな腕力が、誰かの活力になっているのだ。その気分は、影介にとって──。

「……悪くねぇな」

「え？」

「いや、なんでもねーよ。年上ぶるなポンコツ家政婦」

「ぽ、ポンコツ家政婦!?　料理も君たちの服の裁縫も私は上手うまくやっているだろう!?　ポンコツ呼ばわりはやめてくれ！」

「……家政婦はもういいのかよ」

「…………ハッ!?」

　影介は意外と天然なルキノを尻目に、とある店の扉を開いた。扉を開けるなり、影介とルキノはその店内にいた人間に称たたえるようにして迎えられる。

「おっ、この街を救ってくれたヒーローのお出ましじゃねえか！」

　そこはメルワの街の中でも店の規模の大きい酒場だ。勇者がいなくなったこともあってか、ロッジ型の店内は男女客で溢あふれている。求められる握手に応じながら、カウンターに腰掛ける影介たち。隣に座っていたがたいのいい男が、影介の肩を小突いた。

「まさかこんな小せえ兄ちゃんが勇者を倒しちまうなんてなあ!?」

「ハハッ、山さん椒しようは小粒でもぴりりと辛いって言うだろ？　腕相撲すっか、オッサン？」

　影介は腕まくりして笑う。割と本気の目をしている影介を肘で小突きつつ、ルキノは愛想笑いを振りまいていた。ルキノの隣に、妙齢の女性が座ってくる。

「にしても、マリエル王女が生きていたなんて……。本当に良かった……」

「……その後帝都がどうなっているのか、耳にしたことはありますか？」

　ルキノは訊たずねる。自分たちが帝都から逃亡を図ってから、その後どうなっているのか、彼女はずっと気になっていたのだ。しかし、女性は申し訳なさそうに首をすくめる。

「すみません、私たちも平穏に暮らすことに精一杯でしたから……。これから、帝都に向かうのですか？」

　女性の問いかけに、ルキノは深く頷うなずく。

「はい、まずはこの国の首都を彼らから取り戻さなくてはなりませんから」

「ということは、ここからバレルタへ向かうのですよね」

　バレルタは、メルワと帝都を繫つなぐ路みちの経由場所となっている都市の名前だ。影介が横から身を乗り出す。

「へえ、バレルタか。そこにはどんなクソッタレな勇者サマがいるんだろうな？」

「いえ、それが……」

　女性は視線を迷わせる。訝いぶかしむ影介に、彼女はおずおずと告げた。

「私も、そこから戻ってきた人に聞いただけなのですが……そこを治めているのは、『正義の勇者様』だそうなんですよ」

「………………なに？」

　影介とルキノは不可解なフレーズに揃って眉を顰ひそめた。







《第三章》




「おお～……！」

　影えい介すけたちは皆で、揃って声を上げた。

　幅広い道の両端に、所狭しと屋台が並んでいる。あちこちで売り子の甲高い声が飛び交い、沢山の人が道いっぱいに行き交っている。まるでアジアの下町などで見受けられる賑にぎやかなストリートのような光景だ。

「ここがバレルタだ。帝都に近いということもあって、あちこちから物産が集まる結節点の役割を持つ都市だ。出稼ぎ労働者も多く、非常に賑わいのある街だな」

「ありがとうルキペディア」

「ルキペディアってなんだ!?」

「てゆーか、なんかふっつーに平和なんですけど。ねえ、本当にココ、勇者いるの？」

　芹せり香かが半眼でツッコむのを聞き、影介は昨日聞いた言葉を思い出していた。

「正義の勇者、ねえ……」

「……？　どうしました？」

　ぼそりと呟つぶやく影介の顔をマリエルが見上げた。影介はルキノと目配せし合う。

「いや、昨日妙なことを聞いてな……。この街を支配してるのは市民を守る正義の勇者だとかなんとか……」

「まあ本来勇者は正義だと思うけど」

　芹香が大本のところにツッコミを入れる。マリエルはどこか安あん堵どした様子で破顔した。

「素晴らしいじゃないですか！　もしそうなら戦う必要もないかもしれませんし、帝都へすんなりと向かえるかもしれませんわね！」

「バカ、アホ、ボケ。脳内お花畑か」

「どれだけ言うんですのよッ!?」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き散らされ憤慨するマリエル。影介はじとりと彼女を睨にらみ付けた。

「お前はいい加減人を疑うことを覚えろ。昨日の今日でもうそんな能天気なこと言ってんのか」

「あぅぅ……」

　マリエルは消沈する。マルクとして近づいてきた勇者ヒロトを彼らは昨日撃退したばかりなのだ。根っからの素直で正直者な善人、マリエルは、どうしても人の言うことを鵜う吞のみにして信じてしまうきらいがあるらしい。

「それに、もし正義の勇者だったとしても俺には関係ねえ。勇者は一人残らず俺が叩たたき潰つぶすって決めてるんだからな」

「た、叩き潰すって……は、話し合いで解決するならば、そちらの方が良いじゃないですか」

「だからそうするって言ってんじゃねーか。拳で語り合えば、分かり合えない人間なんていねーよ」

「それは話し合いじゃないですからただの屈服ですからっ！　手が出たら話し合いとは言いませんからね!?」

　マリエルは、影介の血の気の多さにひどく頭を抱えた。諦めるように息を吐く。

「はあ……。エイスケさまの言い分はともかく、この街の勇者様を一目見ることは必要ですわね。人が沢山いますが、はぐれないようにして捜さがしましょう」

「ああ、そうだな。エイスケ、くれぐれも勝手な行動は慎むように──」

　──とルキノが釘くぎを刺そうとした影介たち三人は……もう彼女らの周囲にはいなかった。

「って言おうとしたそばからこれかぁ!?」

「た、大変ですわルキノ！　もしエイスケさまがまた無む茶ちやなことをしたら……！」

　影介が挑発的に振る舞い余計なトラブルを巻き起こす様子が、マリエルとルキノの脳内に容易に浮かび上がり、二人の顔から血の気が失うせた。

「は、早く捜しましょう!?」

「で、ですが……!?」

　狼狽うろたえる二人の目の前には、数え切れないほどの民衆が洪水のように広がっていた……。




　通りに並んでいる品々は、本当に様々だった。果物や野菜などの食料品に、衣類などの生活必需品。金属部品に、何に使うのかよく分からない雑貨なども並んでいる。所狭しと並ぶ屋台や荷台を眺めながら歩を進める影介と優ゆ衣いの背中を芹香がじとっとした目で追いかける。

「ねえちょっと、マリエルたちとはぐれていいわけ？」

「あーあー聞こえなーい。勇者ぶっ飛ばすまで聞こえなーい」

「こいつはホンット……」

　耳を塞ぐ影介に芹香は辟へき易えきした。こいつはやはり、自分が戦えればなんでもいい問題児なのではなかろうか。呆あきれたように息を吐き、視線を彼の背中から外す。

　──そのせいで、目に入ってしまった。

　アクセサリーや小物が並んだ露天商の売り物の一つとして並んでいた、愛くるしい見た目のくまを模したぬいぐるみが。フェルトのような布で作られており、目には透き通るガラス玉がはめこまれている。芹香は生唾を飲み込んだ。

（かっ……かわいい……っ!!）

　芹香の目は釘付けになった。見ているだけで頰ほおが緩み、猫なで声が漏れそうになる。見れば見るほど、そのぬいぐるみは芹香の好みドストライクだった。

「……………………なにしてんの、お前」

「…………はっ!?」

　影介の怪け訝げんそうな問いかけに、我に返った芹香。彼女は無意識に、いつのまにかぬいぐるみの鼻先数センチにまで近づいて凝視していた。芹香はあえてその体勢のまま、努めて平静に返す。

「……な、なにが？」

「いや、なにがじゃねーわ。……それ、欲しいのか？」

「は？　なんで？　別に欲しくないけど？　なにが？　なんなの？」

「切り返しがしつこくて腹立つな……。せめて顔を離してから言え。欲しけりゃもうとっとと買えよ」

　仏頂面で影介が言うのに対し、芹香はどこか責めるような目で彼を見つめた。

「……買っても、バカにしない？」

「は？」

「だって……こーゆーの、あたしのキャラに合ってないし」

　芹香は髪の毛の先をくるくると弄いじり、ぼそっと言う。確かに、芹香のリアリストな性格と気け怠だるげな風貌から考えれば、こんな子供っぽいものを好むのは意外だ。だが、影介はそんな些さ細さいなことを気にするような人物ではなかった。

「お前のこれまで培ってきたキャラなんて俺は知らねえよ。それに、くだらねえことでも、仲間に隠し事をされる方が俺は気に入らねえな」

　影介は憮ぶ然ぜんとして返した。芹香はぱちぱちと瞬まばたきをして影介を見つめる。そして、むずむずと嬉うれしそうに口元を緩めた。

「……ふーん、そっか。そっかぁ……」

「それに芹香さん、別におかしくなんてないですよ」

「へ？」

「普段素っ気ないギャルが実は可愛かわいいものが好きで子供や動物には優しいなんてギャップ、母性に溢あふれた純情ギャルというあざといキャラそのものですから」

「やっぱバカにしてるでしょするつもりなんでしょ!?」

　真顔で告げる優衣に食い気味に摑つかみかかる芹香だった。

「お嬢さん、そんなに気に入ったなら、是非買っていって頂戴？」

　その一連の馬鹿なやり取りを聞いていた、ローブを纏まとった口紅の濃い女性店主が、芹香に薄く微笑ほほえんだ。

「そのぬいぐるみはね、お守りでもあるの。あなたを邪気から守ってくれるおまじないをかけているのよ」

「なんかちょっと胡う散さん臭くさくねえか……？」

　店先にも拘かかわらず失礼なことを言う影介。だが、芹香は相好を崩し、ちらちらと影介たちを窺うかがう。

「へ、へえ……まあ、お守りなら、買ってもヘンじゃないもんね？　ねっ？」

「ねっ、て言われても……。もうお前の好きにしろよ」

「買います！」

「毎度ありがとうね、ふふっ」

　元気よく挙手する芹香に、店主の女性はくすりと微笑むのだった。




「……えへへへ、部屋に戻ったら、目にハートマーク描いてあげようっと」

　ぬいぐるみをちょこんと手に乗せて、喜色満面に溢れている芹香。影介と優衣は、半ば呆あきれ気ぎ味みの生暖かい目で彼女を見守っていた。

「芹香さん、かわいいです」

「こういうのを見ると、お前らって女だったんだなって改めて思い知らされるな」

「……やはりデリカシーが無いですね、影介さんは」

　じとりと影介を睨にらむ優衣。影介は意味が分からず顔をしかめた。

「なにを責められてるのか分からんが、悪い意味じゃないからな？　ただ、俺の中では、お前らは女っていうより──」

　その時だ。どんっ、と優衣が前から来た人影とぶつかってしまった。

「ッ、すみませ──」

　咄とつ嗟さに謝罪する優衣だったが……その人物を見上げて、息を詰まらせた。

「……あぁん？　なんだ、ガキ？」

　刺とげ々とげしい銀髪の髪に、肉食獣のように獰どう猛もうな眼め。線の細い身体からだは筋肉質で、歯からは鋭い犬歯が覗のぞいている。そしてなにより……彼の頭頂部からは、耳が生えていた。

　──狼おおかみの半獣人。俗に言う、狼男。

　バレルタは商業が盛んな地区のため文化が混在している。このように動物の身体的特徴を持った別の地区に生息する人間も、普通の人間と同様に生活を送っているのだ。別に彼らが取り立てて凶暴というわけでも、コミュニケーションが取れないというわけでもない。人間とほとんど同じと言っていい。

　……だが、優衣はすぐに察知した。おそらくこの男は、堅気の者ではない。その目、そして苛いら立だちの顔付きから、凶暴な性格が手に取るように分かった。

「おい、ガキ。誰にぶつかって──」

「やいコラ狼コラ、誰の身内に喧けん嘩か売ろうとしてんだ？」

　狼男が恫どう喝かつするよりも先に、影介が凄すごみのある顔で彼にたてついた。粗暴な見た目の狼男の数倍ガラが悪い……と思った優衣と芹香だが、口にはしなかった。ギョロリ、と本物の肉食獣の目で影介を睨みつける狼男。

「ガキ、彼女の前だからか知らねーがえらく粋がってんじゃねえか」

「お前こそ、そのナリで口喧嘩をご所望か？　腕に自信がないなら回れ右してさっさとおうちに帰れよ。自信があるなら、付き合ってやるぜ？」

「ちょ、ちょっと……!?」

　芹香は絶句した。あろうことか影介は、狼男に自分から喧嘩を売ったのだ。

「……お前、マジで言ってんのか？」

「ああ、マジもマジ、大マジさ。やるならさっさと始めようぜ。喧嘩ってのは口数が多くなれば、その分つまらなくなるだろう？」

　飄ひよう々ひようと挑発を繰り返す影介。狼男はその命知らずな少年に冷笑した。

「ケッ、ならその口、二度と開けないようにしてやる。俺は狩りの得意な狼だからなあ？」

　いつのまにか周囲の雑踏は険悪な雰囲気を察して遠のき、動くには十分な空間が出来上がっていた。狼男は低く腰を落とす。彼が手を開くと、その長い爪がぎらり、と光る。まるで刃物だ。だが影介は、ハッ、と一笑に付す。

「バーカ。狩りなら狼なんかより、俺の方が得意なんだよ。ったく、《ヤンキー狩り》の看板は、あっちの世界に置いてきたはずなんだがな」

「っ、なに訳分かんねえこと言ってんだ、テメェッ！」

　狼男は、跳躍した。一気に影介の懐へ飛び込み、その鋭い爪を縦に振るう。そのスピードはさながらミサイルだ。

　だが、影介は冷静な目でそれを見切り、ひらりと身体を横に反らして躱かわす。最低限の無駄のない動きで、あっさりと狼男の攻撃を避よけて見せた。むなしく空を切る爪。

「チッ、くそっ！」

　狼男は、すぐさま方向転換して再び影介に飛び込んでいく。影介はまたそれを危なげなく躱す。時に上半身を反らし、時にバックステップして距離を離し、時には斜め前へとしゃがんで躱す。狼男の攻撃を、影介は縦横無尽に動いてすべて避けきっていた。

「な、なんなんだ、アイツ……!?」

「かすってもいねえぞ!?　本当に人間か!?」

　観衆の驚く声が影介の耳じ朶だを打つ。だが、影介にとって、いまこうして狼男の攻撃を躱すのは造作も無い、赤子の手をひねるようなことだった。《ヤンキー狩り》だった影介は、カッターナイフを振り回し、十数人で一気に襲ってくる不良共を、一人で相手して無傷で返り討ちにしていた男なのだから。たかが一人の狼男の振り回す爪など、欠伸あくびを嚙かみ殺ころすほど余裕だ。

「おいおい、そんなもんか？　もっと真面目にやれよッ！」

「うっ、るせェッ！」

　影介の煽あおりに狼男は激げき昂こうし、影介から距離を取る。そして、影介の周囲をぐるぐると駆け出し始めた。その速さは次第に加速し、影介は狼男の残像に包囲されてしまう。

「ハッ、バターにでもなるつもりか!?」

　影介は冗談を飛ばしながら、どこから男が襲ってくるか、周囲を警戒する。そんな影介の──背後に、狼男は飛びかかった。

「もらっ──」

「そらよッ！」

「グギャ!?」

　──だが、彼の奇襲は完全に読まれていた。影介が後ろに向かって放った、渾こん身しんの回し蹴り。そのカウンターが正確に狼男の顔面を捉え、横合いに彼を蹴り飛ばした。

「ぐ、がっ、は……!?」

　影介の痛烈な蹴りに意識を混濁させている狼男に、影介はひたりと歩み寄り、しゃがみ込む。邪悪な笑みを浮かべて、影介は彼を嘲あざわらった。

「残念だったな、駆け引きは俺の勝ちだ。じゃ、二度としゃしゃんねえように──」

「あ、あなた、何をしているの!?　その男性を放しなさいッ！」

「……あぁ？」

　突如響いた、女の声。それは間違い無く、影介に投げかけられたものだった。狼男の耳を摑んでいた影介は、不機嫌な顔で振り返る。……だが、声をかけてきた彼女を見るなり、影介は目を大きく見開いた。

　燃えるような紅あかいツインテール。暖色系の色で統一された鎧よろい。正義の炎に燃える真まっ直すぐな眼まな差ざし。そして……腰に下げている立派な剣。……間違いない。




「私は勇者キョーコ！　抵抗するなら容赦しないわよッ！」

　彼女──勇者キョーコは、凛りんとした声で影介に言い放った。




「ゆ、勇者さまだ！」

　群衆達はキョーコの登場に拍手喝采した。彼らが彼女を見る目には期待と羨望が溢れている。影介は挑発的に口の端を歪ゆがめる。

「へえ、お前がこの街の正義の勇者様か。だが、最初にふっかけようとしてきたのはコイツだぜ？」

「いまの状況、誰がどう見ても悪いのはあなただわ！」

「ですよねー……」

　芹香はどうにでもなれとばかりにひとりごちた。影介もまた、これ幸いとキョーコに対して軽薄に嗤わらって指を折る。

「ハッ、なら俺を倒して、捕まえてみたらどうだ？」

「……いいわ。そっちがその気なら受けて立つ」

　キョーコは影介の宣戦布告を受け、地面にその手を突き出す。

　ゴオッッッッ！

　炎が彼女の手から現出し、影介と彼女の周囲を半径五メートルほどの円形に囲い込んだ。その炎の壁は、影介たちを外から見えなくするほどに立ち昇る。観衆が口々に沸き立つ。

「出た、キョーコ様の炎の陣だ！」

「炎の陣？」

　隣で精一杯背伸びをしてなんとか影介の勇姿を見ようとする優衣を横目に、芹香が観衆の一人に訊たずねる。

「ああ、キョーコ様はいつもあの炎のリングの中で戦って、俺たちを巻き込まないようにしてくれるのさ！」

　──その炎のリングの中で、キョーコは剣を構えた。その剣身をも炎は覆い、赤く燃え上がる。

「……へえ、それがお前の力ってわけか」

　影介は口の端を吊つり上あげる。彼女の勇者としての能力は一目瞭然だった。──炎を自在に操る力。シンプルでありながら、派手で強力な能力だ。

「あなた、一体何者？　その制服、もしかしてあたしと同郷なの？」

「ご名答。俺はお前らを倒すために召喚された、ただの高校せ──」

「やめんかああああああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」

「あだッ!?」

　唐突に後ろからダッシュして炎の壁に突っ込んできたルキノに、影介は後頭部をスパンッ！と叩たたかれた。影介は歯を剝むき出だしにして憤慨する。

「やいコラァ！　なにしやがるポンコツ騎士!?」

「貴様こそこんなところで戦ってどうする!?　彼女は正義の勇者なのだろう!?」

「知るか！　こっちは喧嘩売られてんだぞ！　引き下がれるか！」

「ま、待ってください！　け、喧嘩はやめてぇ！」

　キョーコは突然のことに驚き、炎の陣を消し去る。外にはぜえぜえと肩で息をするマリエルがいた。頭巾を被かぶった彼女は必死の形相で影介に詰め寄る。

「もう、何やってるんですのエイスケさま!?　話し合いで解決しようと言ったじゃないですか!?」

「だから拳で語り合う……」

「それはもういいですってばぁ!?」

「ま、マリエル王女、ですか……!?」

　キョーコは目を大きく見開き、影介とマリエルの口論を固唾を吞のんで見つめていた。
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「……改めて、私はキョーコ。この都市を勝手ながら治めさせてもらってる勇者よ」

　豪ごう奢しやな内装の建物に案内された影介たち一行。ここは、バレルタの中心にあるキョーコの邸宅だ。元は名門貴族の別荘かなにかだったようだが、それを改築したらしい。実質、キョーコが支配している現在のバレルタの中枢だ。紅の髪を揺らして、マリエルに微笑ほほえみかけるキョーコ。

「マリエル王女、生きていたんですね。生きていると知ったら、この都市に匿かくまうことくらいはしたのですが……」

「ああ、いえ、そんな……」

「親身な言い方してる割には、王女サマの味方をして他の勇者と戦う、ってわけじゃないんだな」

　恐縮するマリエルを差し置いて、影介は嫌な言い方で毒づく。キョーコはばつが悪そうに頰ほおを搔かく。

「こんなことは言いたくないけれど……。この力を手放したくはないというのは、私も彼らと同じだから。だってこれは、正義を実行出来る力だもの」

「正義……ですか」

　マリエルが呟つぶやくと、キョーコは頷うなずく。

「……私、ずっと正義の味方に憧れていたんです。颯さつ爽そうと現れて悪をやっつける、みたいな。ちょっと子供っぽいですけど」

　キョーコは照れ臭そうに苦笑した。彼女は、手をぎゅっと握り締めて拳を作り上げる。

「だからこの力で、魔王っていう悪をやっつけることができたのが、すごく嬉うれしくて。……私、もっと色んな悪から人々を守りたい。せめて、自分の手の届く範囲は完璧に守りたい。だから今はこうして、自分の手の届く範囲である街一つ分の平和を、しっかり守ろうとしてるんです」

「ゆ、勇者じゃん……」

「勇者ですね……」

　芹香と優衣は、初めて見たまっとうな勇者に心底驚いていた。

「この力がなくなったら、私は悪からこの街を守れなくなる。……お願いします、マリエル王女。せめて、いまこの街に起こっている事件が片付くまでは待って下さい」

「事件……？」

　影介の眉が、ぴくりと動いた。キョーコが頷く。

「はい。──この街では最近、夜な夜な『魔女』が現れるんです」

「魔女、ですか……？」

　マリエルが眉根をぎゅっと寄せた。

「虚うつろな眼めをしたまま、理性を失って暴れる女性が現れるようになったんです。便宜上、それらを魔女と呼んでいまして」

「……洗脳魔術か？」

　ルキノが察して問うと、キョーコは眉間に皺しわを寄せた。

「それが……洗脳魔術にしては、色々おかしいんですよね」

「どういうことだ？　洗脳魔術ってのはまずなんだ」

　影介がルキノに詰問する。ルキノ、もといルキペディアは息を吐き、説明をし始める。

「洗脳魔術は名前の通り、他人を洗脳する魔術だ。だが、精神を支配する魔術故に、発動条件がなかなか限られていてな」

　ルキノがピースサインをする。

「まず一つは簡単だ。操る相手に触れながら、魔術を発動すること。そしてもう一つは、杖つえや魔石などを操る相手に触れさせた状態で、その触媒に魔術を送り込むこと。大きくこの二つしかない」

　直接触れるか、間接的に触れるか。限られている、というのは条件が厳しい、ということでもあるようだ。

「なるほどな……操られると分かってて身体からだに触れさせる間抜けはいねーな。ちなみに、魔石、ってのはなんだ？」

「普通、魔術というのは術者を中心に展開され、術者の手や杖から発動するものです。……ですが、魔石に予あらかじめ魔術を読み込ませておけば、遠く離れていても、その魔石を中心に魔術が発動できるのですわ」

　マリエルがルキノに代わって答えた。そこまで前提情報を説明し終えてから、キョーコが話を切り出す。

「理性を失っている、という点から私も洗脳魔術を疑ったんですけど……魔石らしきものを持ってる形跡もないし、彼女らが暴れ出した直前に誰かと接触していたという情報もないんです。そもそも、魔石って相当貴重なモノだから、被害者の人数のことを考えると、それだけ魔石を用意してこんなイタズラするなんてあり得ないと思うけど」

　キョーコはお手上げといった風に肩をすくめた。

「いまはとにかく、被害を拡大させないために私がその暴走した女性を鎮圧しているんだけど……」

「よし、じゃあその犯人、俺が捕まえてやる」

「………………はい？」

　キョーコの目が点になる。影介はポケットに手を突っ込んだまま、彼女に向かってニヤリと笑う。

「その犯人が捕まったら、俺と勝負してくれよ。その事件が片付けば、お前はもう思い残すことはないんだろ？　その喧けん嘩かで俺がお前に勝ち、お前を元の世界へ送り返す。よし、段取りは決まったな！　じゃ、早速街に出てパトロールだッ！」

「ま、待って下さいエイスケさま!?　そんな勝手な!?」

　マリエルの制止もまったく聞かず、さっさとその場を出て行ってしまう影介。優衣と芹香も、呆あきれながらも影介の後をついて行く。残ったのはマリエルとルキノだけだ。

「まったくあの男は……やはり誰かが手綱を握っておくべきだったんじゃ……」

「ほ、本当にすみません……。あのお方、勇者と戦うことにしか興味が無いどうしようもない人でして……」

　平身低頭して謝るマリエルに、キョーコは失笑を漏らした。

「いえ、大丈夫ですよ。……それに私、あの人には絶対負けませんし」

「……すごい自信ですね。なにか秘策でもあるのですか？」

　マリエルは何気なく訊ねた。だが、キョーコは首を振ると。

「だって、正義は勝つものですから」

　一点の曇りもない完成された笑みで、そう言ってのけた。





＊＊＊






　その日の夜。昼間よりは少なくなったとはいえ、まだ人通りは完全には途絶えてはいない。そのバレルタの大通りを、影介と優衣、そして芹香は三人で並んで歩いていた。もちろん、『魔女』事件のパトロールだ。

「優衣、怪しいヤツがいたらすぐに言えよ。なんならもう怪しそうなら先に撃っちまえ」

「了解です」

「いや了解しちゃダメでしょ撃っちゃダメでしょあたしらが捕まるって」

　息巻く影介に、芹香はうんざりとツッコんだ。血眼になってその事件の犯人を捜さがす必死な形相の二人は、もはや彼らが目下一番怪しいとすら言えた。

「優衣、なんかもうすっかりそいつの忠犬みたいになってるわね……」

「当然です。私は影介さんの従順な犬ですから」

「勝手にそんなもんに名乗りを上げるんじゃねえよ」

「では従順なメス犬で」

「もっとアカンわ！　真顔で言っていい単語じゃねーぞ！」

　フラットな口調で爆弾発言をかます優衣に、影介は声を荒らげる。

「では、私は影介さんのなんなのでしょうか。お嫁さんですか？」

「一足飛びどころか三足くらい飛んでるぞ……。さっきは言いそびれたが、お前らは女ってよりも、同じ境遇の仲間って印象のほうが強いんだよ」

　憮ぶ然ぜんとする影介の横顔を、芹香はなんとなく見つめる。

（同じ境遇の、仲間か……）

　心の中でそのフレーズを反はん芻すうする彼女。

　芹香は、影介や優衣と比較すれば、割と上手うまく生きてきた女子高生だった。能力を抑えていれば普段バレることはなかったし、むしろたまにコンビニに行く時や遅刻しそうな時には能力で楽もしていた。超人的でありながら庶民的。そんなちぐはぐな生活にも、特に不満は感じていなかった。

　……だが、不満がないことと満足であることは、イコールではない。不意に心の片隅で疎外感を覚える時があった。あたしは普通じゃない、みんなと違う、本当はおかしい……。

「……おい、どうした、芹香？」

　ぼーっと昔のことを考えていた芹香は意識を引き戻される。彼女の顔を訝いぶかしそうに、影介と優衣が覗のぞき込んでいた。

　彼らは、芹香がキャラにそぐわない可愛かわいいものを好んでも、桁外れの力を発揮しようとも……どんなことも受け入れてくれる、たった二人の仲間だ。彼女が気後れを感じる必要のない──初めて出来た、心からの仲間だ。

　芹香は、くしゃりと破顔して、いたずらっぽく舌を出す。

「ううん？　仲間とかクッサ、って思ってただーけっ！」

「なに心の中でバカにしてんだてめぇ!?」

　芹香は照れ隠しに影介をからかい、屈託のない笑みを浮かべた。




　──だが、その時だった。

「ぁ、っ……」

　急に、芹香の首が、かくん、と前へ折れた。表情を隠すように俯うつむく芹香。

「……芹香？」

　雰囲気の一変した芹香に目を丸くする影介と優衣。影介が心配して、彼女の肩に手をかけようとした、その瞬間。




　芹香が──消えた。




「は……？」

　影介は放心する。しかし、すぐさま背筋を悪寒が走った。

「優衣ッ！」

「え、ひゃっ──!?」

　咄とつ嗟さに踵きびすを返し、影介は優衣を腕で庇かばう。それと、ほとんど同時だった。

　影介の腕が、勢いよく蹴り抜かれた。

　──芹香によって。

「なッ……!?」

　愕がく然ぜんとする影介を気にも留めずに、芹香が躊ちゆう躇ちよなく、高速で連続の蹴りを叩き込んでくる。強きよう靱じんな肉体を持つ影介にとってさして痛いわけではないが、それを繰り出しているのは自分の仲間だ。まして優衣を庇った今の状態では、戸惑いながら防御に徹することしか出来ない。

「おい、なんの冗談だコラ、芹香ッ──」

　声を荒らげた影介は、絶句する。

　……彼女の大きな黒目は虚ろになり、光を失っていたのだから。

「まさか、お前ッ……!?」

　──『魔女』に。

「どうして芹香さんが……!?」

「分かんねえッ！　どうしてコイツが『魔女』になンだよッ!?」

「あっ……で、でも、影介さんの腕で守られるの、ちょっと、いいです……♡」

「アホなこと言ってる場合じゃねンだよ、状況分かってんのか!?　周囲に怪しいヤツがいねーか見てろッ！」

「あぅ、は、はい！」

　優衣を突き飛ばして影介はなんとか指示を飛ばすが、その間にも芹香の連続攻撃は止まらない。目にも留まらぬ速さで繰り出される蹴りを受けながら、思考を巡らせようとするが、それを邪魔するかのように彼女は影介の首に身軽に脚をかけ、ガッチリと蟹かに挟ばさみした。

「ちょ、ぐぉッ!?」

　バランスを崩して背後に倒れる影介。『魔女』と化した芹香は虚ろな眼を影介に向けたまま、無言でギリギリと太ももで影介の首を絞め始めた。

「クソッ、状況が状況だからご褒美でもなんでもねえな……ッ！」

　影介は力業で彼女のしなやかな太腿を引き剝はがした。軽やかな動きで芹香は影介から退避し、また高速で姿を消す。そしてまた蹴りを不意打ちで放ってくる。影介はそれをバク転して躱かわしながら舌打ちした。

「ちッ、まったく見えねえ……！　敵になったらまあまあ厄介じゃねえか、芹香……ッ！」

　もちろん影介には爆風を起こしてまるごと吹き飛ばしたり、地面を砕いたりすることは容易たやすい。彼女を倒す方法ならいくらでもある。──だが、相手は芹香だ。手荒な真似まねは許されない。一体何が原因なのか、影介が思索しようとした、その時。

　ゴオッッッッ！

　炎が、足下の地面に導火線のように走った。芹香は牽けん制せいされて背後へ下がる。影介が驚いてその炎の元を目で辿たどる。

　そこにいたのは──勇者キョーコだった。キョーコは手から炎を発し、影介に切羽詰まった様子で詰問する。

「あの子、魔女になってるじゃない！　どういうことよ!?」

「知らねえよッ！　本当にお前、何も原因は分からねえのか!?」

「あなたこそ、何か彼女の行動で引っかかることなかったの!?」

　影介は芹香の高速移動を目で追いながら、必死に思考を回転させた。

（……魔女はこの街に現れる。なら、この街に入って、あいつがやったことと言えば……ッ！　やっぱ、あれしかねえだろ……ッ!?）

　芹香の蹴りが、正面から影介を狙って来た。影介はその脚を前腕で受け止め背後に叫ぶ。

「優衣ッ！　あいつが今日の昼に買ってた変なぬいぐるみ！　どこに入れてたか覚えてるか!?」

　優衣は唐突に訊たずねられ僅かに逡しゆん巡じゆんした。しかしすぐに言葉を返す。

「む、胸ポケットだったと思います！」

「胸ポケットだな!?　ちょっと勘弁してくれよ、芹香ッ！」

「ちょっと、なにをするつもり!?」

「手ェ出すなッ！　俺があいつを元に戻すッ！」

　影介はキョーコを制し、目まぐるしく移動する芹香を腰を落として警戒する。そう見せた影介は──わざと一瞬、大きく背中に隙を見せた。ガラ空きになった背中に、芹香が飛びかかってくる。

「──ッ！」

　影介は、すぐさま振り返り、左手で肉迫した芹香の胸倉を摑つかんだ。カッターシャツの襟首を引っ張り、彼女の身体からだを引き寄せる。そして一瞬の隙も与えず、右腕でぬいぐるみを胸ポケットごと強引に引きちぎり、遠くへ投げ捨てた。




「…………………………っ、ぇ？」




　芹香の目に、光が戻る。芹香の全身は一気に脱力し、影介の胸元にしなだれかかるように倒れ込んだ。影介は反射的に彼女を抱きとめる。

「……えっ？　……はっ？　……な、なに？」

「あー……大丈夫か？」

　事態が飲み込めず目をぱちくりとさせる芹香に、影介は戸惑いながら訊きく。芹香は影介の腕に抱かれたまま、呆ぼう然ぜんと自分の状態を確認する。そしてようやく、芹香は自分の身体が影介にぴったりと密着していることを認識した。かぁ、と顔を赤くし、影介を突き飛ばすように距離を取る芹香。

「ちょっ、ば、バカ、あんたなにしてんのよッ!?」

「な、おまッ……!?　操られといてなぁ……!?」

「操られてた……？　はあ……？」

　眉根を寄せる芹香。どうやら芹香には操られていた記憶がないらしい。互いに責めるように睨にらみ合って──、




「……………………あ」

「……………………え」

　二人揃そろって、固まった。

　──影介が乱暴にシャツをはだけさせたことで、芹香の胸元が大胆に露出してしまっていたのだから。




「なっ……な、なッ……!?」

　ボタンが外れて露あらわにされた、淡い水色のシンプルなデザインのブラジャー。そこから白く眩まぶしい胸の谷間が覗のぞいている。そのブラジャーの色とは対照的に、芹香の顔は茹ゆでたタコのようにみるみる赤くなっていく。洗脳状態にあった時よりもはるかに理性を失って固まる芹香。

「あー………………」

　影介は彼女から気まずそうに目を逸そらし、優衣の方を振り返った。

「……優衣」

「……なんでしょう」

　影介は、優衣に真面目くさった顔で告げた。

「……今度芹香に、もうちょい色気のある下着教えてやれな」

「了解です」

「了解するなああああ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

「うげェッ!?」

　芹香のドロップキックが、ノンデリカシー影介の腰に炸さく裂れつした。それは洗脳状態にあった時よりも、よっぽど力がこもっていたという。

「……はあ、とにかく、無事なら良かったわ」

[image: ]

　キョーコは息を吐いて剣をしまい、影介が投げ捨てた怪しいぬいぐるみを拾い上げた。

「……これは？」

「ああ、芹香が変なヤツから買った怪しいぬいぐるみだ。ったく、あんなの買うからだぞ」

「す、好きにしろって言ったのあんたじゃん!?」

「……まあ、このぬいぐるみは私が預かるわ。その怪しい女の情報も、市民に募っておく。あなたたちは今日は宿に帰るといいわ」

　キョーコはクールに言い残し、その場を去った。それと入れ違いに、マリエルとルキノが血相を変えて駆け寄ってくる。

「だ、大丈夫でしたか、皆様!?」

「う、うん……。あたしは平気だけど」

　マリエルに心配され戸惑う芹香。影介は眉間に皺しわを寄せて唸うなる。

「あの女の目的はなんなんだ？　この街でこんな事件を起こすメリットなんかねえのにな」

「メリット？」

　首を傾かしげる優衣に、影介は顎を突き出して言う。

「ああ。だってこの街には、あのいけ好かない正義のヒーローがいるからな。交番の目の前で犯罪犯すようなモンだ」

　キョーコがこの街を正義の勇者として支配している以上、この街の悪事は彼女によって制裁される。なのになぜ、わざわざこの街でこんな悪事を起こしているのだろうか？

「あたしらみたいに、勇者に反逆してるヤツの仕業？」

「いや、ならやることなすこと全部中途半端だ。たかが魔女が勇者に勝てるはずがねえからな。負け戦何度挑んだって意味ねーだろ」

　影介は指摘する。そもそもの大前提として、勇者には勝てないのがこの世界の常識なのだ。なのに、どうして敗北を厭いとわず、何度も魔女を生み出しているのだろうか……。

（ん……？　負け戦……？）

　影介はそこで、ふと自分の発言に違和感を覚える。

「もしかして、勝つことが目的じゃねえのか……？」

「え？」

　マリエルは目を丸くした。ルキノも眉間に皺を寄せる。

「どういうことだ？　なら犯人の目的はなんだ？」

　影介は顎に指を添えて黙り込む。沈思黙考。静かに今日の記憶を手繰っていくが……やはり動機を推測するのは限度がある。難しい顔で懊おう悩のうする影介。

　……その時、それを阻害するようにして、くいくい、と影介の袖が引っ張られた。

「……なんだよ、優衣。いま集中してるんだが」

　影介の袖を引っ張っているのは優衣だった。優衣は、半歩後ろにいる芹香を指差す。

「芹香さんがなにか言いたそうにしてます」

「ちょ、優衣!?　今はいいって！」

「……ンだよ、早く言え。一度言われたら気になるだろうが」

　影介は芹香を半眼で睨んだ。芹香は、もじもじと身体を揺らす。しばらく口をもごもごとさせてから、やがて息を吐き、ぽしょりと告げた。




「……ごめん。あんまよく分かんないけど、あ、ありがと。その……助けてくれて」

　芹香は、恥ずかしそうに頰ほおを染め、影介にそう告げた。物珍しげに目をぱちくりと瞬かせ、影介は──。




「はあ……。ホンット、後にしてくれる？」

「あたしもそう思ったわよッ！　優衣のせいだかんね!?」

　盛大なため息でそれに応じた。真っ赤な芹香に素っ気なく手を振る。

「別にいいっつーの、感謝なんか。俺たちは仲間なんだから当たりま──」




　──感謝？

　影介は唾を飲み込み、瞠どう目もくする。そうだ。その単語ひとつで、すべてはひとつの真実に導かれるではないか……！




「そうか……ッ！　繫つながったッ！　芹香っ！」

「ひゃっ!?　な、なによ!?」

　影介は閃ひらめいた興奮のまま、彼女の肩を摑んだ。影介は豪快に笑い、目を白黒させる芹香の肩を叩たたいた。

「やっぱお前は俺の自慢の仲間だよッ！　愛してるぜチクショオッ！」

「愛しッ、はッ、ふぇ!?」

「え、エイスケさま!?」

　影介の勢い余った発言に大いに狼狽うろたえる芹香。側そばで見ていたマリエルまでもが、目を回しそうになっていた。……優衣はその真顔を絶望で強こわ張ばらせていたのだが。

「え、影介、さ……あ、愛してるって、え……？　えっ…………？」

「マリエル！　この事件の黒幕、分かったぜ！」

「えっ!?　ほ、本当ですか!?」

「ああ。その犯人は間違いなく、明日俺たちに接触してくるはずだ。そこを今度は俺たちが──騙だまし返してやろうじゃねーか」

　影介は、にたぁ……、と笑みを浮かべる。お前が黒幕なんじゃないかと疑いたくなるほどの人の悪い笑みに、マリエルは自分の愛想笑いがひきつるのを感じていた。……嫌な予感がする。影介はその笑みを一切崩すことなく、彼女の肩を摑み、ニコォ、と凄すごんだ。

「というわけで、マリエル。……お前のこと、ちょっと囮おとりに使わせてもらうな？」

「……え、えーっと……それってちなみに、わたくしに拒否権はー……ああ、無いですよね、はい……もう、好きになさって下さい……」

　マリエルは影介の無言の圧力に項うな垂だれることしかできなかった。
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「黒いローブの女が出ました……っ！」

　その次の日の夕刻。バレルタの街を発たつのを一日遅らせたマリエル一行は、優衣がそんな叫びをあげるのをキョーコの邸宅で聞いた。優衣がその能力で悲鳴を聞き取ったのだ。

「大通りに現れたようですね。市民が騒いでいるのが聞こえます」

「ようやくお出ましかクソ野郎ッ！　俺がとっ捕まえてやるぜッ！」

　影介はジャケットの袖をまくりあげて鼻息荒く腕を回す。

「キョーコ、お前はそこでマリエルと一緒にいろッ！　お前との対戦チケットは俺が手に入れてやるッ！　行くぞ、優衣、芹香ッ！」

　影介は返答も待たずに優衣や芹香と邸宅を飛び出した。マリエルが苦笑いしてキョーコに話しかける。

「あ、あはは……。すみませんキョーコさま、騒がしくて……」

「いえ、別に大丈夫ですよ。悪いヤツらではないようですし」

　キョーコは苦笑まじりに答えると、思い出したようにマリエルに微笑ほほえみかける。

「あ、そういえばマリエル王女、お昼に髪留めが欲しい、って言ってませんでしたか？」

「え、ええ。わたくしもセリカさまのように、髪を括くくってみても良いかな、と……」

「実は私、マリエル王女に似合いそうな髪留め、持ってるんですよ。ちょっと待っててください。持ってきますね」

　キョーコは嬉うれしそうに席を立った。その部屋に取り残される、マリエルとルキノ。二人は顔を真剣なものへ変え、互いを鼓舞するように頷うなずき合う。

「……お嬢様」

「……ええ。作戦、開始ですわ」
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　夜の帳とばりが下りた街。だが、街は騒然としていた。とある建物の屋根に、不気味に立っている黒いローブの女性が原因だ。彼女はローブの下でくつくつと笑う。

「私のことを嗅ぎ回ってるのはあなたたち？」

「ええ、そうよ。観念しなさい」

　彼女と同じく屋根に乗り、夜風に腰のカーディガンをはためかせる芹香。そのローブの女の後ろで、優衣が、ちゃき、と拳銃を構える。

「……動かないでください」

「あらあら、厳戒態勢ね。少し派手なことし過ぎちゃったかしら」

　挟み撃ちの構図にあっても飄ひよう々ひようとした態度を崩さないローブの女に、芹香もまた挑発的に投げかける。

「ええ、あんたは派手にやり過ぎたわ。何よりこのあたしを操ってくれちゃったんだからね。この落とし前は、きっちりつけさせてもらうから」

「下着は地味でしたけどね」

「優衣!?　今絶対言う必要ないのに無理矢理むりやり言ったよね!?」

「芹香さんは私のライバルになったので」

　頰を膨らませて拗すねた様子を見せる優衣に呆あきれつつ、芹香は咳せき払ばらいした。

「とにかくあたし、色々あんたのせいで溜たまってんの。言っておくけどあたし、結構根に持つタイプだからね？」

　芹香は腰を低くして、臨戦態勢を取る。その険悪な彼女の様子にローブの女は笑いを嚙かみ殺ころした。

「ふふ、まあ野蛮だこと。まるであなたのお友達の彼みたい。似てきてるんじゃないかしら？」

「やめて本当にやめてそれ一番言われるの嫌だわ」

「……そういえば、その彼はいないのかしら？　あなたたち二人で私の相手をするつもり？」

　ローブの女が首を回す。その反応に……芹香は、ニヤ、と笑った。

「ええ、そうよ。自うぬ惚ぼれないでくれる？　あんたみたいな下っ端に、あいつは出張って来ないわ」

「……なんですって？」

　ローブの女の声色が変わった。芹香は挑発的に吐き捨てる。

「あんたはただの下っ端だって言ってんのよ。まるで自分が真の黒幕です、みたいな演技してるけど、無駄だから。あんたはただ、頼まれて『魔女』事件を起こしてただけ。真犯人はあんたじゃない。……今頃、真犯人の方へ行ってるわ。──あたしのその野蛮な仲間がね？」

　芹香のその人を食ったような笑みはローブの女の指摘通りにか、影介がいつも浮かべる憎たらしい笑みそっくりだった。
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　キョーコ邸の広間に、髪留めを持ってきた彼女が戻ってきた。

「マリエル王女、これです。是非もらってください」

「い、いいのですか……？」

「はい、私にはあまり似合いそうにないものなので」

　彼女が持ってきた髪留めは、リボン型の大きなものだった。キョーコは、遠慮がちなマリエルの髪へ手を伸ばす。

「私がつけてあげますね。実は私、年下の女の子にこうするの、憧れてて──」

　そこでキョーコは口を噤つぐんだ。

　──急にルキノに、腕をがっしりと摑つかまれてしまったのだから。

「……ど、どうしたんですか？」

「……すまないな。彼にこうしろと言われてるんだ」

「彼……？」




「はいド[image: ][image: ][image: ][image: ]ン！」




　重い扉が、急に爆音とともに吹っ飛んだ。

　乱暴にも扉を蹴破って入ってきたのは、ローブの女を捕まえに行ったはずの影介だった。びくりと肩を震わせるキョーコ。

「な、なに……!?」

「現行犯逮捕だよクソ野郎。やっぱ髪留めの話に食いついてきやがったな。その髪留めはマリエルには渡させねえぞ」

　影介はキョーコを突き飛ばして、マリエルから引き剝はがす。キョーコは影介をキッ、と睨ねめ付けた。

「な、なによいきなり！　あなた、ローブの女はどうしたのよ!?」

「あんな下っ端のカスなんざどーでもいいさ。ローブの女が出てきたら、お前と戦いたいと思ってる俺はすぐにでも飛びつくと思ったか？」

　影介は嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「な、何を言って……!?」

「お前がこの事件の真の黒幕だって言ってんだよ、勇者キョーコ」

「ッ……!?」

　キョーコは不自然に目を瞬かせた。……だが、すぐ呆れたようにため息をつく。

「……バカも休み休み言いなさいよ。どうしてそうなるわけ？」

「昨日お前が、芹香にぬいぐるみのことを質問してきた時さ。お前は言ったな？　『その怪しい女の情報を募っておく』って。……だけどあの時俺は『変なヤツ』としか言わなかったはずだ。なんで性別が分かった？」

「──ッ!?」

　影介の指摘にキョーコの顔が僅かに歪ゆがむが、すぐにキッ、と目元を強くした。

「そ、そんなの、勘で言っただけだわ！」

「まあ、これはただのジャブだよ。こんなので音を上げられちゃ困る。俺はちゃんと、『魔女』の一件も見破ったんだからな」

　唾を飲み込むキョーコ。影介は人差し指を立てる。

「洗脳魔術の発動方法は、直接対象に触れるか、それとも……杖つえや魔石を用いるか。この二つだ。だが、芹香が洗脳された時には、あいつの身体からだには目立ったものはなにも触れてなかった。だからやっぱり、あの『魔女』事件は予あらかじめ魔術を読み込ませた魔石による洗脳魔術しかあり得ない」

「だ、だけど、魔石なんてどこにも……！」

「なあ、お前、なんで持ち去った？」

　影介の唐突な投げかけに、キョーコは硬直する。

「あのぬいぐるみには、魔石がついてたんじゃねえのか？」

　キョーコは影介の追及に息を詰まらせた。

「ハッ、沈黙は肯定と同じだぜ？　気になってたんだ。お前はなんで持っていると操られるかもしれない危険なぬいぐるみを、その場で燃やすことなく持ち帰ったのか、ってところがな」

「……っ、で、でも！　ほかに魔女になった女性には、そんなものはなかった！　これは本当のことよ!?」

「いいや、違うだろう？　お前が持ち去っただけだ」

　影介はキョーコの切り返しをいなしてさらに追い込む。

「お前はいつも戦う時、あの周囲を高い炎の壁で覆う『炎の陣』とやらを使うんだよな。市民を巻き込まないようにするため、だなんて言ってるが……魔女に装着されてる魔石を誰にも見られないように回収するためだよな？」

　あの炎の壁は、影介を隠すほどの高さがあった。魔女となった女性が倒された後にこっそり彼女らが身につけていた魔石を回収することは容易たやすいはずだ。

「ち、違う！　そんなの、全部憶測の域を出てないっ！　そんなことを言うなら、証拠を出してみなさいよっ！」

「証拠なら、お前の手の中にあるじゃねーか」

　影介が指差したのは、キョーコの手の中にある、リボンの髪留めだった。

「そのリボンの中から魔石が出てきたら、もう言い逃れ出来ないだろう？」

「なっ……！」

「お前の作戦は全部読めてんだよ。俺たちがここを出発する前にマリエルを『魔女』にしてしまい、民のためだと大義名分を得て始末する。そういうシナリオだったんだろう？」

　マリエルの顔が歪む。キョーコは唇を嚙かみ、躍起になって言い返した。

「こ、このリボンは私がこの街で買ったものよ！　それに偶然魔石が入っていた、という可能性だってあるでしょう!?」

「なるほど、魔石が入ってることはもういっそ認めちまうワケか。うーん、なかなかいい言い逃れだな……」

　吞のん気きにも感心してしまう影介。だが、彼は鼻を鳴らすと、彼女に向かって催促した。

「じゃあそのリボンから魔石、取り出してみろよ」

「はあ……!?」

「見ればすぐに分かるさ。お前しか黒幕はあり得ないってことがな」

　影介の挑発に乗り、キョーコは渋々ながらリボンを開く。……そこから、水晶のような石が転がり落ちた。──魔石だ。

「……た、ただの魔石じゃない。これが、な、に……っ!?」

　そこでキョーコは、絶句した。影介は笑いを嚙み殺した。

「くく、ハハッ！　文字通り、ハートを鷲わし摑づかみにされた、って感じか？」




　魔石には……ハートマークが刻まれていた。




「気づかなかったか？　あのメルヘン脳、ハートマークをぬいぐるみの目に入れてやがったのさ。昨日お前が芹香から取り上げたぬいぐるみの魔石が、なんでそんなところから出てくるんだ？　お前が細工した以外に考えられねえだろう？」

　キョーコの顔がさあっ……、と青ざめた。

「魔石は高価なものだ、って言ってたからな。もしお前が魔石を回収してるなら、それをどうしてるか……俺なら、勿もつ体たい無ないから使い回す。まあ、これは完全に偶然だったんだけどよ。ついてねーな、お前」

　影介に勝ち誇ったように罵られ、キョーコは悔しそうに俯うつむいた。その態度こそが、彼女が犯人である何よりの証あかしだった。その様子を見て、マリエルが影介の隣で困惑する。

「で、でも、なんで……？　どうしてわざわざ、誰かを道具で操って、それを自分で倒すなんて面倒なことを……!?」

「正義の味方でいたいからさ」

「え……？」

「自分の力を振るって感謝や尊敬を集めるためには、敵の存在が必要だろう？　その敵をこいつは自ら作り出して、正義の味方を気取ってやがったってことさ」

「そんな……ッ!?」

　マリエルは絶望に顔を歪ませた。勇者キョーコは……正義の味方でもなんでもなかったのだ。仮想敵を作り上げて自分で倒す、道化の勇者。それが、彼女の正体だったのだ。

「……………………あーあ、バレちゃったか」

　顔を上げたキョーコは、もう正義を掲げた凛りんとした笑みなどではなく……不気味に、妖艶に、黒い微笑を浮かべていた。

「あんたたちさえ来なけりゃ、絶対にバレなかったのに。……じゃあ、後はもう分かるわよね」

　キョーコは大剣をジャラン、と引き抜くと──、

　ズバッッ!!

　荒々しい斬撃の刃やいばを、建物の壁に放った。十文字に切り裂かれた壁に大穴が空く。そこから、キョーコは外の広い庭へと足を出した。……戦場へと誘いざなう足取りだ。彼女のただならぬ殺気をものともせずに、ハッ、と影介は笑い飛ばし、自分も外へ出る。

「ああ、目撃者を皆殺しにするって展開だろ？　お約束過ぎて笑えるぜ」

「笑っていられるのもいまのうちよ。私は正義そのもの。……そして、正義は勝つ」

「なにが正義だバカ野郎、お前はただの悪人だ。まあ、俺はお前と戦えればどうでもいいけどな」

　影介は昂たかぶりを笑みに変え、軽く腕を回して準備運動をする。そして最後に──凍いてつくほどに険しく、煮えたぎるほどに怒りに燃える瞳で、キョーコを睨にらみ付けた。

「……だが、芹香もマリエルも、俺の大事な連れだ。こいつらに手ェ出されんのはムカつくんだよ。手加減しねえから覚悟しろ、クソ女」

　影介とキョーコの視線が交錯し、火花が散った。キョーコは目元を鋭く細めると、剣の切っ先を空へと向ける。……荒々しいその瞬間、剣身に、ゴオッ！と紅ぐ蓮れんの炎が燃え上がった。

「一撃で終わらせてあげるッ！」

　キョーコがそう叫ぶと──闇色に染まる空に、燃え盛る炎の塊が二つ召喚された。まるでそれは小しよう隕いん石せき。まともに食らえば、影介たちごと辺りが焦土と化すはずだ。

「食らいなさいッ！」

　キョーコの号令に応じて、その炎の塊が影介めがけて飛来した。

「ハッ、一撃で終わらせるだぁ!?　そんなつまんねえことさせっかよッ！　カッッ!!」

　影介は嘲り一喝。両腕を大きくその場でクロスさせて振るった。その腕の一振りは爆風を生み──炎の塊を、跡形もなく消し飛ばした。

「………………は？」

　キョーコは、間の抜けた声を上げる。目の前の光景を二度見、三度見する。だが、何度見ても起こった事実は変わらない。影介は、腕を振るっただけで、手で仰いで蠟ろう燭そくの火を消すのと同じように、隕石のような炎の塊を吹き飛ばしてしまったのだ。影介は皮肉な笑みを浮かべる。

「くっ……！　なら、これならどうッ!?」

　キョーコは依然として燃え上がる剣先を斜め下に下げた。影介が警戒してそれを見ていると、彼の視界の下から、赤い火花が舞った。

「ッ、まさかッ!?」

　影介は咄とつ嗟さに踵きびすを返して後方へ跳ぶと──、

「ふえっ!?」

　自分の後ろにいたマリエルを抱き抱え、さらに斜め上へと爆はぜるように跳躍。それとほとんど同時だった。

　ゴオオオオッ!!

　炎の柱が、影介たちがさっきまでいた足元から勢いよく立ち昇った。

「っぶねえ……!?」

　マリエルを腰で抱き抱えた影介に対し、キョーコはさらに剣をひねる。

「丸焦げになりなさいッ！」

「きゃああッ!?」

　影介たちを追撃する、数多あまたの炎の柱。マリエルを抱えたまま、影介は超人的な身体能力でアクロバティックにそれらを躱かわしてみせた。縦横無尽に回避する影介に振り回され、マリエルは強烈な浮遊感に目を回す。

「お、お嬢様ぁ!?　大丈夫ですかッ!?」

「俺の心配をしろよ!?　お嬢様を庇かばって避よけてるのは俺だぞッ!?」

「う、うぷっ……！　き、気持ち悪いです……っ！」

「おい俺の腕の中で吐くんじゃねーぞマリエル!?」

　影介は高く跳んで建物の壁に着地。そのまま、そこからバネのように跳躍し、キョーコめがけて突撃した。

「仕返し、だッ!!」

　影介は空いている右脚を引き、キョーコめがけて振りかぶった──のだが。

　──スカッ、と、影介の脚は虚空を蹴飛ばして終わった。影介の健脚によって生じた風が吹き下ろすと、キョーコの姿が、ゆらり、と搔かき消えた。

「幻覚か……!?」

「いいえ、陽炎かげろうよ」

　そのキョーコの声は、影介の背後から届いた。影介が咄嗟に振り返ると──炎の斬撃が、至近距離にまで迫っている。マリエルが悲鳴をあげて目をつぶった。

「きゃあッ!?」

「チク、ショッ!!」

　影介はほとんど反射神経で、逆の脚を斬撃めがけて蹴り上げた。影介のそのデタラメな脚力は、炸さく裂れつした瞬間に炎の斬撃をも消し飛ばす。だが、影介は反動でバランスを崩し、マリエルを胸に抱き抱えた状態で後ろに倒れた。

「ぐはっ……！　クソっ、ふざけやがって……！」

　舌打ちしながら屈伸だけで身を起こす影介。彼女の炎を操る能力は、熱波すらも操作して、陽炎の幻影を見せることも可能なようだ。キョーコの周囲で大気が熱で揺らめき、剣を構えたキョーコの残像があちこちに乱立する。十人や二十人では済まない、五十人以上のキョーコが同時に嗤わらう。

「あなたのその力は確かに凄すさまじいけど、どんな攻撃だって当たらなければ意味がないわよ？　お互いに、どっちが先に攻撃を食らうかの勝負のようね？」

　妖艶に口を歪ゆがめるキョーコを影介は厳しい表情で見据える。マリエルの肩に片手を置き、後ろへと下がらせる。

「……マリエル、危ねえから退どいてろ」

「え……？」

　影介の有無を言わさぬ一言に、マリエルは後方に下がる。陽炎のキョーコ全員が、剣を斜め後方に構えた。その剣身に炎の竜巻が巻き起こる。

「食らいなさいッ！」

　そして全員が一斉に、火炎の斬撃を放った。鎌のような火炎の斬撃が、影介に怪物の鉤かぎ爪づめのごとく襲来する。影介は、それを冷ややかに見つめると──。

　腕を大きく広げ、防御をやめた。

「な……!?」

　言葉を失ったマリエルの眼前で──。

　ゴオオオオオオッ！

　灼しやく熱ねつの爆炎が、影介の全身を飲み込んだ。

「え、エイスケさまッ!?」

　塔のように巻き上がる炎の嵐に、マリエルは金切り声をあげた。キョーコがせせら笑う。

「ハハッ、何をするかと思えば、まさか降参とはねッ!?　まあ賢明だわ！　私の裁きの炎は、悪を必ず焼き尽くすのッ！　この炎は私という正義そのものッ！　自らの罪とともに、その炎に焼かれて消えなさいッ！」

　キョーコの冷笑がどこまでも炎に向かって響き渡る……。




「──あっちぃなあ。で、誰を焼き尽くすんだ？」

「………………え？」




　炎の渦が、それを上回る勢力の爆風で勢い良く消し飛んだ。キョーコはその瞬間瞠どう目もくする。

「なッ……!?　どうして……生きているのよ……ッ!?」

　影介の全身は、燃え盛っていた。

　紅蓮の炎に焼かれながら、悠然と歩み寄ってくる影介の黒い影に、彼女は気け圧おされて蹈鞴たたらを踏む。影介は炎の中で、ニヤリと笑った。

「俺が燃やされたぐらいでくたばるわけねえだろうが。死ぬほど身体からだ鍛えてるんだからな」

　振り下ろされる刃すらも通さぬ影介の鋼の肉体は、耐熱ガラスもかくや、極熱の炎にも余裕で耐え切っていた。火傷やけどの痛みは彼の痛覚に一切訴えず、それどころか炎は影介の腕や足で燃え上がり──彼の一部と化していた。

「どっちが先に食らうかの勝負だぁ？　お前の炎なんざ、食らっても負けねえっつーの。それより火遊びが過ぎるヤツには、火の恐ろしさを俺が直々に教えてやるッ！」

　影介は炎を身に纏まとったまま、キョーコへと駆け出した。キョーコは舌打ちし、自分もまた対するように駆け出す。同時に、他の陽炎も従順な兵士のように駆け抜け、一斉に影介へと襲いかかる。それらが影介の頭上から刃を振るおうとする刹那。

「偽物に用はねえ！　まとめて消えろッ！」

　影介は、左腕を大きく横よこ薙なぎに振るった。

　ゴオオオオオオオオオッ！

　影介の腕力から放たれる爆風と、腕に纏っていた火炎が混ざり合い、爆炎の奔流が生み出される。灼熱の嵐にまとめて吹き飛ばされ、陽炎はひとつ残らず消滅した。

「そんな……!?」

「おらッッッッ！」

　間髪入れずに影介の炎を纏ったキックが、キョーコの振り下ろした剣と鍔つば迫ぜり合あいを起こした。炎と炎がぶつかり合い、炎熱が剣圧によって押し寄せる。

「ちッ……甘く見ないでッ！」

　キョーコは、剣を持たない左側の掌てのひらから火炎放射を繰り出す。炎が首を振って躱した影介の頰ほおを掠かすめ、髪の毛の先をちりつかせた。

「ハッ、しゃらくせえッ！」

　影介は怯ひるまず、右のストレートをすかさずキョーコの胸に叩たたき込む。炎を纏った痛烈な一撃。炎のパンチを受けて、熱さと衝撃にキョーコが後方へ吹っ飛ぶ。

「ぐはっ……!?」

　キョーコは地面を転がった。なんとか剣を支えにして、立ち上がる──が。

　影介は、全速力でダッシュして、彼女へと駆け出していた。脚には、宵闇を煌こう々こうと照らさんとして燃え上がる紅蓮の炎。それは──彼女の炎を受けた時よりも、大きくなっている。

「ま、まさか……ッ!?」




　──影介は、右脚を猛烈に地面に擦こすった摩擦で炎を起こし、さらに燃え上がらせているではないか。その炎はもはや影介を飲み込みかねないほど大きく成長し、敵を焼き尽くさんとして激しく天へと昇る。




「正義ってのは自分から言い始めた時点でただのエゴだッ！　お前の薄うす汚ぎたねぇ正義に、俺の身内を巻き込んでんじゃねえッッ!!」

　影介は吐き捨て、跳躍した。その脚を彼女に真まっ直すぐに突き出し、一気に突っ込む。まるで一匹の龍りゆうのように炎がうねり、キョーコに向かって牙を剝むいた。龍の咆ほう哮こうを代わりに唄うたうのは、もちろん本気の影介だ。喉を震わせ、唸うなりを上げる。




「はあああああああああああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」

　影介の火炎を纏った跳び蹴りが、彼女の胴に炸裂した。




　キョーコは炎に焼かれながら吹っ飛び、自分の邸宅の壁に激突。瓦が礫れきごと炎に包まれる。赤々とした光が、網膜に焼き付いた。影介は反転してその場に着地。残った火を脚を振って風で消し去り、吐き捨てる。

「裁きの炎、だったか？　だったら一番に焼かれるべきなのはテメエだよ」
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　ドンドンドォンッッ!!

　芹香にローブの女が魔術で召喚した波動弾が襲いかかる。だが芹香は高速で移動し、それを危なげなく回避した。女は芹香の俊敏さに焦じれったさを覚え歯は嚙がみする。

「く……ちょこまかと……ッ！」

「そろそろ終わりにしてあげようかッ！」

　芹香は獰どう猛もうに吐き捨てると、その場から瞬時に消え去る。女は狼ろう狽ばいした。

「ど、どこに……ぐはっ!?」

　芹香の不意打ちの回し蹴りが、ローブの女の脇腹に痛烈に入った。彼女の体勢がよろめいた隙を、芹香は見逃しはしない。すぐさま転換して、彼女の前へと躍り出ると──。

「で、やああああああああああああああああああああああッ!!」

　絶え間なく、目にも留まらぬ速さで女に蹴りを打ち込んだ。十発、百発、いや、千発に届くほど……一切の空隙なく、マシンガンのように繰り出される蹴り。たとえ一発は少女の軽過ぎる蹴りだとしても、それがほんの数秒の間に何百発となればダメージの蓄積は重い一撃をはるかに凌しのぐ。

「が、は……っ！」

　……いつのまにか女は、その乱打の嵐の中、白目を剝いて気絶していた。芹香は槍やりの雨のような蹴りをぴたりと止めて、乱れた髪をクールに搔かき上げた。

「……あーあ、汗搔いちゃったじゃん。やっぱ疲れることはやるもんじゃないわ」

　彼女が気だるそうに吐き捨てた言葉は、完全に強者の余裕ゆえに出たものだった。彼女たちは勇者には敵かなわないかもしれないが、決して弱い訳ではない。当然だ。彼女たちもまた影介と同様に──人間を超えているのだから。

「お疲れ様です、芹香さん」

「ありがと、優衣。悪いね、あたしに譲ってもらって」

　駆け寄ってくる優衣に芹香は軽く手を挙げた。ローブの女との対決の直前、芹香は優衣に対して自分がケリをつけたいと申し出ていた。理由は単純だ。芹香は凍えるような眼まな差ざしで仰あお向むけの彼女を睥へい睨げいする。

「……だってあいつにブラ見られたの、元を辿たどればコイツのせいだし」

「あ、まだ怒ってたんですかそれ」

「当たり前でしょ!?　操られてたとはいえ公衆の面前で脱がされたのよ!?」

「私はマンイーターに宙ちゆう吊づりにされてぱんつ丸出しになりましたけど」

「もうやだこの世界……」

「それに、胸を見られたくらい瑣さ末まつなことですよ。影介さん、洗脳状態の芹香さんに顔を太ももで締められて喜んでましたし」

「は？」

「おっ、そっちも片付いたか！　お疲れさん！」

　勇者キョーコの首根っこを摑つかんで連行してきた影介が参上し、芹香にハイタッチを求めた。芹香は、その掌に合わせて手を挙げると、

「このマゾッ！」

「なにがッ!?」

　不意打ちのビンタを繰り出した。紙一重で背中を反らして避よける影介。

「避けるなッ、太ももフェチの変態ッ！」

「知らないところで俺が太ももフェチのマゾにされてる!?　優衣、お前なんか余計なこと言ったろ!?」

「知りません」

　つん、とそっぽを向く優衣。どうにも昨日から不機嫌な彼女だった。

　そのくだらないやり取りを恨みがましげに睨ねめ付つけるキョーコ。彼女は影介の攻撃を受け、見るに堪えない生傷を全身に作っている。もはや彼女に戦意はなく、ただ項うな垂だれるのみだ。

「キョーコさま……!?　一体なにが……!?」

「──皆様は騙だまされていたのですわ」

　騒然とする市民の間に凛りんとした声を響かせたのは、その純白の美貌を闇夜に晒さらしたマリエルだった。

「マリエル王女……!?　どうして……!?」

　マリエルの登場に、一層群衆がざわつく。訪れた静寂にマリエルは頷うなずくと、キョーコに目を向けた。低い声でマリエルが告げる。

「『魔女』の一件は、勇者様の自作自演。あなたがたに正義の勇者として崇あがめて欲しかったがための、身勝手な犯行だったのですわ」

「そんな……!?」

　民衆に動揺が走る。信頼していた勇者が、事件の黒幕だったということに驚きを隠せないようだった。いや、驚きというよりは──落胆や失望、というべきか。

「……わたくしたちは何度、あなたたちに裏切られればいいのでしょうね」

　マリエルは当てつけるように言う。その目は失意に曇り、焦点が定まらずにいる。影介は、マリエルの丸まった背中を見て、ふざけた態度をかなぐり捨てた。彼女へと近づき、なだめるように頭にぽん、と手を置く。

「……エイスケさま？」

「おい、勇者。お前の言葉、全部が全部噓うそだとは俺には思えなかった」

「え……？」

　マリエルも、キョーコすらも、影介の言葉に目を丸くする。

「お前が正義のヒーローに憧れていることは本当だったんだろうよ。……だが、そのために欲しがるものをお前は間違えたんだ」

「なん、ですって……？」

「お前は自分を崇めてくれるようなヤツを求めて、こんな大層なことをしでかした。だが、そんなことする必要なかったんだ。お前は──自分を親しんで、肯定してくれるヤツを求めるべきだったんだよ」

「ッ……」

　哀れむような抑揚のない口調に、キョーコは唇を嚙かんだ。

　正義とは、自分から求め、主張すべきものではない。正義とは、他者が親しみを込めて与える、最大の賞賛なのだ。彼女がすべきだったことは、決して力を見せつけることではなく──もっと大衆と、近い距離で親しみ合うことだったはずだ。

「………間違えた、か」

　キョーコは自嘲的に息を吐く。そして、瞳を閉じる。

「私が本当に、マリエル王女から欲しかったものは……あなたたちみたいな……」

　そこで彼女は言葉を切り、唇を固く引き結んだ。影介はマリエルに促す。マリエルは逡しゆん巡じゆんしてから頷いた。淡い七色の光の粒子が湧き立ち、キョーコの足元に幾何学模様の魔法陣が浮かび上がった。

「……あなたのその寂しさや心の穴が、向こうの世界で埋まることを祈っていますわ」

　それが、いまのマリエルの精一杯のお見送りの言葉だった。光に包まれるキョーコの目尻には、丸い球が浮かんでいた。それは光の粒か、それとも……。
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　──その、夜。

　こんこん、と影介の宿屋のドアが叩かれた。浅い睡眠を取っていた影介は、その物音に覚醒する。

「ん……？　誰だよこんな夜遅くに……って」

　扉を開けた場所に立っていたのは、ネグリジェ姿のマリエルだった。月明かりが彼女の金髪を幻想的に輝かせ……物憂げな表情すらも照らし出している。

「……なんだ？　おしっこならついていかねーぞ。ルキノについてってもらえ」

「ち、ちがいますわよっ！　入れて下さい！」

「はあ……？　なんで？」

「い、いいから、入れて下さいよっ！」

　半ば押し切られるようにして、マリエルを部屋の中へ招く影介。マリエルは一言も発することなく、影介のベッドにすとん、と腰を下ろした。

　……しばらく、沈黙が続く。木造のベッドがマリエルの微細な動きに応じて軋きしむ音だけが、微かすかに部屋に響く。……耐えかねた影介が、訝いぶかしげにマリエルの顔を覗のぞきこんだ。

「……なんだよ、気味悪いな」

「……わたくしは、間違っていたのでしょうか」

「あ？」

　影介が、ぽつりと告げたマリエルの言葉に眉根を寄せる。

「……わたくし、キョーコ様があんな方だったなんて、今も信じられないんです。わたくしが魔王討伐を願って召喚し、信頼して力を託した彼女が、あんなことをするような方だったなんて……」

　マリエルの悲痛な声に、思わず影介は押し黙る。

「思えば、そもそもわたくしは、信頼していた勇者様に裏切られ、こんなことになってしまいました。……エイスケさまはわたくしに言いましたよね？　人を疑うことを覚えろ、って。やはり人というものは……信用してはならないものなのですか？」

　マリエルは、振り絞るように声を出す。俯うつむいたまま、ネグリジェの裾を握りしめる彼女は、見ていられないほどに痛ましく、切ない。

　影介は、髪の毛を搔かき乱すと、無言で彼女の横に腰掛けた。ベッドに手をつき、息を吐く。

「……どんな物にも裏があるように、人間にだって裏がある。心に秘めた欲望や隠し事のことだな。お前にだって、守ってもらいたいっていう欲望があるし、もちろん俺にも欲望はある。もしかしたらいま俺は、お前のことを押し倒して抱きつきたいと思ってるかもしれないぜ？」

「ふぇっ!?」

「冗談だよバカ、今は真面目な話の途中だろうが」

「さ、先にデリカシーのない茶ちや化かし方をしたのはエイスケさまじゃないですか……」

　納得いかずに顔をひきつらせるマリエル。自分の頰ほおを叩たたいて余計な熱を冷ます彼女に、影介は間延びした声で言う。

「その裏を知ろうともしないで、裏切られたーだとか、あんなヤツだと思わなかったーだとか言うのは、そりゃ本人の怠慢だ。テメーが想像力の足りないバカなのが悪い。それを踏まえるなら、やっぱ他人なんかホイホイ信頼するべきじゃねーわな」

「そ、そんな……」

「だから、信頼できるヤツはちゃんと選べ」

「……え？」

　マリエルは影介を見上げる。影介は彼女のサファイアのような瞳を見つめた。

「この人の裏も表も、なにもかも受け入れたい。そう思えるようなヤツのことだけを、全力で信じればいい。信用ってのは、積み重なった時間や記憶を担保にして、誰かに想おもいを寄せることさ。身勝手に相手に期待することじゃない」

「想いを、寄せる……」

　マリエルは想起する。自分とずっと一緒にいてくれている、ルキノのこと。唐突な召喚に応じて、戦ってくれている優衣と芹香のこと。そして……影介のこと。彼らと過ごした時間が、まざまざと思い出される。そのかけがえのない時間を根拠に……人を、信じるべきなのだ。

「言葉を補って、もう一度言ってやるよ。……マリエル、人を疑うことを覚えろ。目に見えないものをちゃんと考えようとするんだ。そして、その見えないものをはっきりと自分の中で描けるのなら……そいつのことは全力で信じろ。他人じゃなくて、他人を信じたいと思う自分のことを信じるのさ」

　影介は、ふっ、と穏やかに微笑した。

　影介の笑顔を、マリエルはいくつも目にしてきた。何かを企たくらむような人の悪い笑み。心から楽しそうな、子供のように無邪気な笑み。そして、こんな風に時折見せる、少しだけ優しい笑み。その笑みが……マリエルは、好きだった。

　マリエルは……こてん、と頭を影介の肩に預けた。

「……マリエル？」

「明日はいよいよ帝都ですね」

　マリエルは、肩越しに影介を見上げる。

「……この国を彼らから、取り戻してくださいますか？」

[image: ]

　マリエルは縋すがるような声音で問うた。

　自分の強さを証明するために戦う。自分の快楽のために強者を屠ほふる。それが、剣城つるぎ影介の戦いの流儀だ。

　だから、マリエルは敢あえて訊たずねた。影介の戦いに、自分の想いも託し、乗せても良いか、と。ケン、ヒロト、キョーコの三人の勇者を倒して、希望をマリエルに与えてくれた彼に。

　──お前の国、完全に取り戻すまで、手ェ貸してやる。

　あの言葉をもう一度、確かめたくて、彼に訊ねる。

「……ああ。お前の国、俺が絶対に取り戻してやるよ」

　影介は、頼もしい笑みで答えた。マリエルの心臓が、とくん、と跳ねる。唇を引き結び、小さく喉を鳴らす。喜びが、勇気が、そして愛情が、心の裡うちに湧き上がり、彼女をとある行動へ誘う。

　マリエルは──人差し指を、突き出した。

「……エイスケさまも」

「は？」

「いいから、早く」

　影介は訳が分からず、言われるがままに人差し指を突き出す。




　その指の先同士が、こつん……と、触れた。




「……おやすみなさいませ、エイスケさま」

　恥ずかしそうにはにかんだマリエルが、部屋を去って行く。

「……は？　なに、いまの？」

　影介は、ベッドの上でひたすら、ポカンと口を開けたまま固まっていた。







《第四章》




「……あの、マリエル？」

　次の日の朝のこと。バレルタを出発し、帝都まで続く道すがら。優ゆ衣いがずいっ、とマリエルに顔を寄せた。マリエルが困惑気味に愛想笑いを浮かべる。

「な、なんですか？」

「昨日の夜、なにかありましたか？」

「ふぇっ!?」

　マリエルはびくっ！と肩を震わせてすぐさま顔を逸そらした。耳まで真っ赤な彼女のその反応に、面白そうに芹せり香かが寄ってくる。

「なになに、マリエル、なんか隠してるの？」

「か、隠してないですわ！　何も隠してないですよ!?」

「影えい介すけさんと何かありましたか？」

「ぅえぇっ!?」

　びくびくっ！と肩を大いに震わせるマリエル。隠し事が大変苦手な王女様だった。優衣は確信を持ってマリエルを問い詰め始めた。

「やっぱりそうなんですね、怪しいと思ったんですよ。やたら影介さんの顔を横目でちらちら見てるので」

「み、見てないですわ！　エイスケさまの顔なんてこれっぽっちも見てないですっ！」

「……おい、その言い方はなんか傷つくだろ」

　しどろもどろに否定するマリエルの言葉に影介は半眼でツッコミを入れた。耳の穴をほじりながら気け怠だるそうに影介は言う。

「何焦ってんだマリエル、別に隠すようなことじゃねえだろ。昨日の夜俺と──」

「わ[image: ][image: ]っわ[image: ][image: ]ッ!?　エイスケさまバカなのですかあなたはバカなのですか!?」

「……マリエル、お前だんだん口悪くなってきてないか？　誰の影響だ？」

「間違いなくアンタでしょ」

　影介に芹香が湿った目でツッコむ。真っ赤な顔であたふたとしているマリエルだが、個人的には相当大胆なことをしたと思い込んでいるのだ。……実際は本当に隠すようなことなどなにもしていないのだが。ルキノが、こほん、と咳せき払ばらいした。

「……君たち、少し緊張感が足りなくないか？　ほら、前を見たまえ」

　ルキノがため息混じりに促す。影介たちの眼前には、帝都の周囲に高く聳そびえ立つ城壁が威圧するように影を落としていた。

「あれこそが帝都だ。この国の中枢にして、お嬢様や帝国騎士団の拠点となっている首都……、あそこを奪還するのが我々の宿願だろう？　なのにまるでピクニックのようにワイワイと……。もう少し気を引き締めて欲しいのだが……」

「引き締めてるさ。こう見えてさっきから、ワクワクが止まってねえんだぜ？」

「ワクワクするなと言ってるんだ！　帝都を侵略した勇者だ、どんな強力な能力を持っているか分からんぞ!?」

　ルキノが武者震いする影介に一喝した。マリエルとルキノたちは、帝都が勇者によって侵略される前に、影介たちを召喚せんとして帝都から脱出した。案の定、勇者のチート能力の内容は知らない。だが影介は馬耳東風、勇者の能力に胸を躍らせる。

「この国の中心を侵略した勇者なんだ、やっぱド派手で凶悪で、笑っちまうくらいデタラメな能力であって欲しいよな？」

「な？じゃないわよ欲しくないわよ、ホントコイツ馬鹿じゃないの」

「衣服が弾はじけ飛ぶ能力はどうでしょう？　影介さんの服が全部ビリビリに破けるんです」

「俺のラッキースケベなんか誰が得すんだ!?」

「私だけです」

「だろうなァ!?」

　馬鹿なやり取りに失笑するマリエル。彼らがこれまで三人の勇者を倒した立役者と、誰が信じられるだろうか。だが──この能天気なまでの明朗快活さに、マリエルは救われてきたのだ。自分を苦しめてきた苦い記憶を、彼らが楽しい記憶で上書きしてくれたのだ。

　きっと彼らなら、この帝都の勇者も──。

　影介たちは城門へと辿たどり着く。その城門には、帝国騎士が二人、門番として構えていた。彼らの前に悠然とルキノが進み出た。

「帝国騎士ルキノ、マリエル王女を連れてただいま帰還した。門を開けてくれ」

「うわ、ルキノが先輩ぶってる」

「言ってやるな。唯一格好良く見せられる場面だと思ってんだよ」

「ちょっと黙っててくれるか!?」

　先輩風を吹かせるルキノを影介と芹香が揶や揄ゆする。……だが。

「帝国騎士……？　誰だ、貴様は」

「な……!?」

　門番の騎士はすげなくルキノを拒絶した。芹香と優衣が冗談混じりに軽く引いた。

「うわ、恥っず、知られてないじゃん」

「テレビ見ない人に偉そうに絡みに行った芸能人みたいで滑稽です」

「なにを言ってるか分からんがバカにしてるということは分かるぞ!?　お、おい、確かに君たちと直接的な面識はないかもしれんが、本当に分からないのか!?　お嬢様の御お側そば付づきの帝国騎士、ルキノだぞ!?」

「お嬢様？　なにを言ってるかよく分からんが、帝国騎士を騙かたるのは許されないぞ」

「ふ、ふざけるな！　ええい、この際私のことはいい！　マリエル王女が帝都へ戻って来られたのだ！　ここを開けてくれ！」

　ルキノが必死に彼らに訴える。マリエルは困惑しながら、彼らにぺこりと頭を下げた。

「……ご機嫌よう、騎士のお二方。ありがとうございます、わたくしがいない間、帝都を守ってくださったのですね？」

　マリエルが、王女然とした微笑ほほえみを彼らへ向けた──その瞬間。




「貴様、勇者カイト様が仰っていた反逆者!?」

「…………………はい？」




　帝国騎士たちが血相を変え、マリエルに向かって抜剣した。

「大人しくしろッ！　その金髪、勇者カイト様にいつか仇あだ為なすと言われた女に間違いないッ！　ここで捕縛する！」

「えっ……!?　えっ……!?」

　一体何が起こっているのか、誰にも理解できなかった。ルキノが咄とつ嗟さにマリエルを庇かばう。

「き、貴様ら、自分が何をしてるか分かってるのか!?　目の前にいるのはこの国の王女だぞ!?」

「そんなもの、この国には存在しないッ！」

　帝国騎士は躊ちゆう躇ちよ無く言い切った。マリエルの喉が絞められたように狭くなる。

「貴様らこそ、この国の王である勇者カイト様に反逆し、さらには王女を騙るなど許されることではないッ！　帝国騎士の名にかけて、貴様らはここで──」

　男たちを黙らせたのは、影介の痛烈な張り手だった。爆風を伴った壮絶な威力の張り手は帝国騎士を背後の扉へと叩たたきつけ、木造の扉を半壊させた。粉ふん塵じん舞い上がる中、影介はぶっきらぼうに手をはたく。

「……もう話しても無駄だ。あいつらはお前のことを知らない」

「ッ、そんな……どうして……！」

　影介の明け透けな物言いに、マリエルは強く唇を嚙かんだ。芹香が真剣なトーンで言う。

「あたしみたいに、また洗脳の類？」

「その割には、意識がはっきりしているように見えましたが」

　優衣の指摘に、影介は顎に指を添えた。

　煙が晴れ、彼らの目の前に広がったのは、帝都の街並み。欧州の城郭都市と似たような外観のその街は、勇者に侵攻された、という割には存外目立った損傷もなく、美しい景観を保っている。街路を通りすがっていた市民も、身なりに気が回るほどではないのか、髪型や服装は僅かに乱れているが、特に何かに怯おびえたり、失意に思い沈んだりする姿も見せていない。静寂なる平和とでも言うべき光景がそこにはあった。

　……だが。

「……ッ、あれは、反逆者……!?」

　市民の一人が、そう叫んだ。……マリエルを、指さして。

「お、おいッ！　早く帝国騎士を呼べッ！」

「来たぞ、勇者様を倒そうとする反逆者の一行だッ！」

　誰もが顔を蒼そう白はくにし、蜘蛛くもの子を散らすようにマリエルたちから逃げ惑う。王女の凱がい旋せんに歓喜する者など一人もいない。それどころか。

「ッ、痛っ……!?」

　マリエルは唐突な痛みに顔をしかめた。……彼女の足下を、小石が転がる。……それは、マリエルに向かって小さな少年が投げつけたものだった。

「この街から出て行けッ、わるものッ！」

「ッ……!?」

　マリエルの顔が、決定的に歪ゆがんだ。

　──この街の人間は一人残らず、マリエルのことを完全に、敵とみなしていた。

「どういうことだ……!?　どうして……お嬢様が……!?」

「……決まってんだろうが」

　唇を震わせるルキノに、影介は振り向くことなく吐き捨てる。

「──勇者のクソ野郎の仕業だろ」

　彼の視線の先には……異様な雰囲気すら感じさせる佇たたずまいの王城があった。





＊＊＊






　影介たちは帝国騎士団の追っ手を迎撃しながら、一気に本丸へと攻め込むことにした。この街の人間全員がマリエルを敵とみなしている以上、勇者を倒さなくては安寧は得られない。選択肢はこれしかなかった。

　影介が、王城の最奥にあった扉を派手に蹴破る。塵じん芥かい立ち込める中、影介は飄ひよう々ひようと声を上げる。

「よお、遊びに来たぜ、勇者サマ？」

　粉塵が消え去り、景色が晴れる。

　真っ赤な絨じゆう毯たんが敷き詰められた豪ごう奢しやな装飾の部屋。王が住まうに相応ふさわしいその部屋の玉座に腰掛けていたのは──。

「遊びに来たにしては、えらく手荒な来訪だな」

　眩まばゆく煌きらめく、金色の鎧よろい。傲慢な態度を崩さない、威風堂々とした立ち居振る舞い。その目は影介たちを警戒する様子もなく、愉快そうに眇すがめられている。その姿は認めたくなくとも……王の風格を思わせた。

　マリエルが、震える唇で告げる。

「あなたが……」

「ああ。私が勇者であり、そして、この帝都の『王』──カイトだ。お初にお目にかかるよ、反逆者の少女？」

　カイトは頰ほお杖づえをつき、尊大な口調で名乗りを上げた。その挑発的な投げかけにマリエルは堪えかね、激しく彼を追及した。

「あっ、あなたは一体この国の民に何をしたのですか!?　あなたの目的は何なのですか!?」

　マリエルの必死な形相を見下ろし、カイトはふっ、と小さく笑みを浮かべた。

「救済だよ」

「きゅう、さい……？」

「何言ってんのあいつ、頭おかしいの？」

　芹香のすげない口調も無視し、カイトはゆっくりとその場から立ち上がると、演説めいた声色で語り始めた。

「私は人々を苦しみの鎖から解き放ち、本来人があるべき姿を与えているのさ。……人間を苦しめるものの根源というのはね、『記憶』なんだ」

「記憶、だと……？」

　ルキノが眉根を寄せる。そこでカイトは、マリエルを睥へい睨げいし、冷笑した。

「マリエル王女。君はね、彼らの記憶から消えなくてはならない存在だったんだ」

「え…………」

「なにせこの国の各地を侵略した勇者を召喚したのは君なんだからね。元を正せば、すべては君のせいじゃないか」

「ッ…………!?」

　カイトの言葉に、マリエルの顔が歪んだ。ルキノが烈火の如ごとく怒声を上げる。

「ふざけるなッ、悪いのは貴様らだろうが!?　責任転嫁をするなッ！」

「そんな理屈は群衆には通用しないよ。群衆というものは自分たちよりも弱い存在を貶おとしめるものさ。彼らは私には刃向かえない分、マリエル王女への憎しみを募らせていたに違いない。その悪感情の連鎖から、私は彼らを解放してあげたんだよ。──こんな風にね」

　パチン。カイトが、唐突に指を鳴らした。

　──その瞬間、部屋の床全体に、巨大な魔法陣が展開された。

「まさか──ッ!?」

　血の気が引くのを影介は感じた。叫ぼうとするよりも数瞬早く、真紅の光が足元で閃せん光こうを放つ。影介は咄嗟に跳んだ。

「お嬢様ぁッ!?」

「え？　きゃッ──」

　ルキノが、マリエルを突き飛ばしたその瞬間──。




　カッ──！と、部屋全体に光が炸さく裂れつした。




　マリエルが地面に倒れた時には、既に光は収まっていた。跳び上がっていた影介は着地し、マリエルに駆け寄る。

「無事か、マリエル!?」

「え、ええ……」

「おい、お前らッ──」

　影介が振り返り、他の三人にも呼びかけようとした、その時。

　影介の顔のすぐそばを、高速で何かが掠かすめた。彼は驚異的な反射神経で、それを摑つかんで受け止める。……その金属の冷たさを掌てのひらに感じながら、影介は鋭い眼まな差ざしで攻撃の主を睨ねめ付けた。

「──なにしてやがる、ルキノ……ッ！」

　影介が握って受け止めたのは、切っ先鋭いレイピア。

　──マリエルの額を狙い容赦ない刺突を繰り出したのは、ルキノだった。

「……そこの少女は反逆者だ。庇うと言うなら容赦はしないぞ」

　冷ややかな目でマリエルを見下ろすルキノ。今まで見たことのないルキノの冷酷な眼差しに、マリエルは絶望した。そんな彼女に追い討ちをかけるようにして──今度は、銃撃音が轟とどろいた。

　影介は細剣をつま先で蹴り飛ばすと、マリエルを抱き抱えて地面を蹴る。足元に銃弾が炸裂し、火花が散った。紙一重の回避、だがその隙をついて人影が影介に肉迫した。

「ッ、くそ……!?」

　雨のように繰り出される蹴りの連続技。動体視力のすべてを駆使し、影介はそれを片手で制し、カウンターとして牽けん制せいのハイキックを返す。その人影は大きく後方へ下がる。

「そん、な……!?」

　マリエルの声が震えた。影介はギリ、と歯を食い縛り、目の前に現れた新たな敵を睨にらみつける。

「なかなか手て強ごわい相手ね、これあたしたちの手に負える？」

「……次は外しません」

　──彼の目の前に立ちはだかる、優衣、芹香、ルキノを。

「優衣、芹香……ッ！」

「は？　あんた誰よ。下の名前で呼ばないでくれる？」

「気安く話しかけないでください」

　取りつく島もない彼女らの反応に、影介は僅かに悲痛を感じた。彼女らが影介に見せるその嫌悪に満ちた態度は、初対面という生易しいものですらない。彼女らは影介すらも完全に、敵だとみなしている。

　彼女たちの奥で玉座に腰掛け、頰ほお杖づえをつくカイト。彼の皮肉な笑みに、影介の全身の血が滾たぎった。




「テメェの能力は──『記憶の改かい竄ざん』かッ!?」




　記憶改竄。それが、勇者カイトが『想像の種』により手に入れたチート能力だった。対象の特定の記憶を書き換え、植え付ける。だからこの国の人々は──マリエルのことを忘れるどころか、反逆者だと信じ込み、代わって勇者カイトを王と崇あがめていたのだ。

「……さあ、なんのことかな？」

　カイトはわざとらしくすっとぼけた。彼の目の前には、記憶を改竄された優衣、芹香、ルキノがいるからだ。

「ふざけやがって、ッッ!!」

　影介は激げき昂こう、爆進し、一気にカイトの懐へと飛び込む。……しかし、一迅の風が吹き抜け、彼を阻んだ。

「ッ、く……！」

「いきなり王様を狙うのはルール違反じゃない？」

　芹香は飛び蹴りで影介を妨害した。彼女は俊敏な動きで彼を翻弄し、カイトへの接近を許さない。たちまち影介は防戦一方に追い込まれる。芹香は蹴りを放ちながら苛いら立だったように声を荒らげる。

「なんなの!?　女だからって舐なめてるわけ!?」

「ふざけんな……ッ！　なんでお前と何回も戦わなきゃなんねーんだよッ！」

「はあ!?　なんの話!?」

　芹香は、マリエルとの記憶が改竄され、失われている。となれば当然、影介と過ごしたここ数日の記憶も無くなっている。影介は、蹴りを受ける腕よりも、心が痛むのを感じた。

　影介は横目で優衣を一いち瞥べつする。──優衣は感情の読めない瞳と、その二つの銃口を……マリエルへと、無慈悲に向けていた。

「クソっ、どいつもこいつも……ッ!?」

　影介は芹香から大きく退避し、マリエルへタックルするように飛び込む。

「きゃあっ!?」

　マリエルの悲鳴と、射撃音が重なる。優衣が放った弾丸は、影介の背中に命中し、彼の皮膚を浅く抉えぐった。

「んがっ……!?」

　刃やいばを通さぬ鋼の肉体は、銃弾に貫かれることはなくとも痛覚はしっかりと彼へ伝達した。歯を食い縛る影介にマリエルは口を押さえる。影介は蹈鞴たたらを踏み、優衣を睨にらみ返す。

「……当たったと思ったのですが。では次は脳を狙います」

　彼女は、いつものように無表情で淡々としていた。だが、その顔はいつもよりも固く、険しく……敵意が込められていた。もう影介にべたべたとくっついていた恋する乙女は、どこにもいない。歯は嚙がみする影介に、カイトは声高に宣のたまう。

「私を倒したいなら、彼女たちを先に突破することだ。もっとも──彼女たちは、命に代えても私を守ってくれる、優秀な護衛として召喚した二人だがね」

「てめェ……!!」

　影介のこめかみに青筋が浮かぶ。カイトはせせら笑った。

「どうしてそんな顔をする？　君を苦しめているのは私じゃない。君の頭の中にある記憶さ。記憶があるから、彼女たちを攻撃できない。これまでのことを思い出して苦しいのさ。もし君が望むなら──君のことも、救済してあげてもいいのだよ？」

　影介は何も言えない。血走った目で彼を睨にらむことしか出来ない。……彼の言うことは、事実でもあるのだから。きっと彼女らと出会う前の影介ならば、もっと躊ちゆう躇ちよ無く戦えたはずだ。それを躊躇ためらわせるのは……彼女らが影介に向けた笑顔が、脳裏に焼き付いているからに他ならない。

「なに、なんの話？」

「いや、こっちの話さ。さあ、彼女はこの世界の勇者を誑たぶらかし、世界を崩壊させようとする悪魔の娘。彼女を止めなければ、この世界も、そして君たちのいた世界までも征服されてしまうだろう。止められるのは──君たちだけだ」

「……了解です」

「あたしらの力が、まさか世界を救うためにあったなんてね」

　カイトの並べ立てた噓うそを信じ込み、マリエルへと戦闘態勢をとる二人。影介は、横で涼しい顔をするルキノへ吼ほえた。

「おい、ルキノッ！　お前がずっと『お嬢様』つってたのは誰だッ!?」

「ふざけたことを抜かすな、反逆者め。そんなこと言った覚えはない」

「ならお前はずっと、誰に仕えてたんだよッ!?」

「カイト様だ」

　迷いもなくルキノは言い切った。影介の腕の中にいたマリエルの目尻に、じわ、と涙が滲にじんだ。

「ルキノ……」

　マリエルは小さく呟つぶやく。影介の腕を握る手に、ぎゅぅ、と力がこもった。その瞬間、取り憑つかれたようにマリエルはもがき始めた。

「ルキノッ！　ルキ、のッ……！　ルキノっ、ルキノ……ッ！」

　嗚お咽えつ混じりに何度も泣き喚わめくマリエル。影介は唇を嚙かみ、マリエルを逃すまいと腕に力を込めることしか出来なかった。そのマリエルの泣き顔すら冷めた目で流す彼女たちに、影介は苛いら立だちを募らせる。

「お前ら……ッ、なんてツラしてやがる!?　今の自分の顔、鏡で見てみろよッ!?」

「鏡??　なにそれ、意味分かんないんだけど」

「訳の分からないことを言わないでください」

「──ッ、くそッ！」

　影介は、怒りに任せて背後の壁を蹴り砕いた。瓦が礫れきと化した壁が粉ふん塵じんを巻き上げ、目くらましとなる。影介はマリエルを抱えたまま横っ飛びに移動した。幸い、何故なぜか部屋の窓はすべて取り外され、吹き抜けになっていた。影介はその窓から、マリエルを抱えて飛び降り──勇者から、逃避したのだった。





＊＊＊






　帝都の城下町へと逃にげ果おおせた影介とマリエル。市民に見つからないように民家の陰に隠れ、乱れた息を整える影介。彼の隣では、マリエルが膝を抱えて消沈していた。魂が抜け落ちたように、虚うつろな目をして俯うつむくマリエルに影介は荒い息で言う。

「……しっかりしろ、マリエル。こうなった以上、あいつらの記憶を元に戻す方法を探すしかねえ。きっと何か手がかりがあるはずだ。それを探しに──」

「…………無かったら、どうするのですか」

「……なに？」

　マリエルの失笑するような口調に、影介は眉を下げた。マリエルは自嘲的に言う。

「彼の力は、わたくしが与えた力なのですよ……？　そう都合良く、弱点があると思いますか……？」

「ッ、だとしても、探すしかねえだろ!?　優衣や芹香とは……俺は、戦えない……!!」

　影介は目を逸そらし、歯嚙みする。前回の洗脳と今回は訳が違う。彼女たちは記憶を改竄され、影介のことを本気で敵だと認識している。対して、影介の彼女らに対する認識はまったく変わっていない。彼女らは依然として──影介の大切な連れだ。

「エイスケさまにそんな顔をさせるのも……『記憶』、なんですよね」

　マリエルはぽつりと漏らした。彼女は儚はかない笑みを浮かべ、失笑する。

「……彼の言っていることは、あながち間違っていないのかもしれませんね。人は皆少なからず、苦しい記憶や、悲しい記憶を持っている。……いいえ、その時は楽しい記憶だって、後になってから、思い出すだけで辛つらい記憶になることだってある」

　──いまの、自分みたいに。

　マリエルの脳裏には、走馬灯のようにこれまでの記憶が駆け巡っていた。優衣や芹香とお風呂に入ったときのこと。芹香の悪だくみに巻き込まれた時のこと。ルキノと共に帝都から逃げていた時のこと。彼女と初めて出会った日のこと。この国の民に微笑ほほえみ、手を振っていた時のこと。そのすべてがいま、ガラガラと音を立てて崩れ落ち、彼女の中で形を失なくしていく。マリエルは強がって作り笑いを浮かべた。

「そんな記憶を一つ残らず忘れて、生きていけるのなら……彼のしていることはやはり──『救済』、と呼べるものなのでしょうね」

「……バカ言ってんじゃねえよ。何もかも忘れれば幸せだってか？　そんなわけねえ」

「そんなわけありますッ！」

　マリエルは強い語調で喚わめいた。

「だって……ッ！　わたくしのことを忘れた人々は皆、普通に暮らしていたじゃないですか！　ユイさまも、セリカさまも……ルキノですらも……ッ！　わたくしのことを忘れても、全然変わらなかったじゃないですかッ!?　それどころか、わたくしを守って戦っていたエイスケさまよりも、気兼ねなく堂々と戦っていたじゃないですかッ!?」

　影介は言葉を失った。何も言い返すことが出来なかった。優衣と芹香の身を案じ、マリエルを殺させまいとして防戦を強いられていた影介よりも、彼女らは十全の実力で戦っていた。それは誤ご魔ま化かしようのない事実だった。

「……エイスケさまはわたくしの存在が重荷になっていないと、心から言ってくれますか……？　エイスケさまは自分の持っている記憶のすべてが、必要だと言えるのですか？」

　噓偽りは要らない。マリエルの涙目は、縋すがるようでありながら、そう訴えていた。……影介は押し黙る。彼女の目を見つめ、何も言わない。

「……俺は──」

　ダァンダァンッ！

　轟とどろく銃声。口を開いた影介が、咄とつ嗟さに腕を振りかぶる。……その手の中から、銃弾が転がり落ちた。影介の後頭部を狙った銃弾を、彼が早業で受け止めたのだ。

「見つけましたよ」

　その銃弾が放たれた元を辿たどると……優衣が冷徹な眼まな差ざしで、影介たちを睨にらんでいた。彼女の背後には、帝国騎士団が列を成している。

「ちッ……!?」

「きゃあッ!?」

　影介はマリエルを抱き抱えると、裏路地を駆け出した。

「……逃がしません。追って下さい」

　優衣は低い声で告げ、影介に向かって拳銃を乱射した。影介は表通りへ飛び出して闘争を続ける。

「反逆者だ！　追え！」

　帝国騎士や町民の声が飛ぶ。影介は通りすがる街並みを窺うかがうが、どの民家や店も、窓ガラスが例外なく取り外され、ベニヤ板や暗幕で中が見えないように閉ざされている。まるで影介たちの存在を拒むかのようだ。

「クソッ……！　この街全員俺らの敵かよ……!?　どうすんだマジで……!?」

「エイスケさま！　下ろしてくださいッ！」

「はあッ!?」

　いわゆるお姫様抱っこの状態で影介に抱えられているマリエルが、彼の腕の中でじたばたと暴れた。そのまぶたは赤く、口を開く度に涙が溜たまる。

「わたくしはもう、誰も苦しめたくない！　あなたの重荷になるくらいなら……！　わたくしの存在が、憎しみや苦しみを呼び寄せる原因だというのなら、わたくしはもう、誰の記憶にも残らなくていい！　きゃあッ!?」

　襲い来る帝国騎士の軍勢。影介はその剣けん戟げきを紙一重で躱かわし、脚だけで迎撃する。その動きに翻弄され、マリエルは悲鳴を上げた。

「逃がすかってのッ！」

　影介たちの前を阻むように現れたのは芹香。影介は舌打ちして、彼女の視界から消えるように再び建物の陰へ逃げ込む。路地裏を縫うようにして逃避行を続ける影介。その肩に、銃弾が的中した。筋肉の隙間に食い込んだ銃弾に、影介は苦く悶もんの声を上げる。

「ぅ、がッ……!?」

「っ……！　お願い、もう下ろしてッ！　誰かに苦しい思いをさせるのも、わたくしが苦しい思いをするのも、もう嫌ですッ！　エイスケさまは強い方と戦いたいから、わたくしに力を貸してくれていたのでしょう!?　わたくしに同情する必要なんてない！　わたくしは大丈夫ですから──」

「マリエル……ッ！」

　額に汗を滲ませた影介は、彼女を見ずに、低い声を発した。

「ちょっと、黙ってろ……！」

　その怒気を孕はらんだ声音は、マリエルの口を強制的に噤つぐませた。影介は無我夢中に叫ぶ。

「ああ、確かになッ！　お前がいなけりゃ、俺はもっと自由に戦えてる！　優衣や芹香の存在を知らなければ、あいつらごと勇者をぶっ飛ばしてすべて終わってるッ！　ハッキリ言って俺にとっては、俺より弱いヤツは全部重荷みてーなモンだよッ！」

「ッ、なら、どうして──」

「だけどッ！　その重荷こそが、本当に大事なモンなんだ！　ただ強いヤツと戦うだけじゃ意味がない！　色んなモンを背負って戦うからこそ、勝った後に良かったって心の底から思えるんだ！　それを教えてくれたのは、これまでのお前だぞ!?　勝手に過去の自分まで否定してんじゃねーよ！」

「──ッ！」

　──これまでの戦いの中で、マリエルたちだけが影介に救われていたのではない。いつの間にかマリエルたちの存在も、影介の活力となっていたのだ。

　彼はこれまで、自分の興奮と快楽のために喧けん嘩かに明け暮れてきた。もっと強いヤツと戦えれば、全力で戦えれば、自分は満たされると思っていた。確かにそれは事実でもある。

　……だが、勇者と戦うこと。その事象だけが影介に充足感を与えていたのではない。

　マリエルが。ルキノが。優衣が。芹香が。街の人々が。自分のこのバケモノじみた力に期待してくれる。自分が勝利することを、自分よりも喜んでくれる。それが彼にいつの間にか、喜ばしい満足を与えていたのだ。

　──自分の望みが、誰かのもっと大きな望みにもなっている。だから、この力を振るう。それこそが今の影介の、真に戦いへ身を投じる理由。優衣や芹香を諦めたくない理由。そして──マリエルを助けたいと思う、何物にも代え難がたい理由だ。

「俺は自分のこれまでの記憶も、これからお前らと過ごす時間もッ！　何ひとつ捨てるつもりはねえッ！　どれだけ重かろうが、どれだけ苦しかろうが、全力で背負ってやるッ！　俺自身がそうしたいんだッ！　だから黙って、俺の首に手ェ回してろ、マリエルッ！　俺は──ッ！」




「お前の国、完全に取り戻すまで、手ェ貸してやるッつっただろうが！」




　マリエルは胸が詰まった。その瞬間、彼女は思い出していた。

　──影介が、彼女の懇願を一蹴し、逆にその彼女に手を差し伸べてくれた時のことを。

　あのとき感じた熱が、涙となって彼女の目に溢あふれた。マリエルは唇を嚙み、滂ぼう沱だを堪こらえる。そして、意を決し、影介の腕にぎゅっと手を回した。

「……ごめんなさい、エイスケさま……！　わたくし……ッ！」

「分かったならいい！　しっかり捕まってろッ！」

　影介は、帝都の大広場に出た。中央にある噴水は干からび、一滴の水も溜たまっていない。そこに出た彼らは……。

「そろそろ、鬼ごっこは終わりにしない？」

「……観念して下さい」

　優衣と芹香、そして彼女らが率いる帝国騎士団に囲まれてしまった。

「クソ……ッ、誘い込まれた、ってわけか……!?」

「ハハッ、この街の中を逃げられるはずがないだろう？」

　帝国騎士団の軍勢を真っ二つに割り、悠然と現れた勇者カイト。その傍らにはルキノも控えている。

「さあ、君はもう終わりだ。大人しくその反逆者の少女を渡してもらおうか」

　影介は彼を睨にらみ付ける。やがて、息を吐いてゆっくりとマリエルを地面へ下ろした。マリエルが不安いっぱいに影介を見る。

「エイスケさま……」

　影介は舌打ちすると、ハッ、と強がった。その目を優衣と芹香の二人へ向け、軽い調子で肩をすくめる。

「おいおい、優衣、芹香？　そんな怖い顔すんなよ。俺たち、この数日一緒に戦ってきた仲間じゃねえか」

「はあ？　知らないんだけど」

「デタラメ言わないで下さい」

「つれないこと言うなって。証明してやろうか？」

「…………はあ？」

　しかめっ面になる二人。影介は小さく息を吸うと──。




「優衣！　お前の下着はちょっとエロい黒！　そして芹香！　お前のブラジャーは割と地味な水色だッッッッ!!」




　彼女らを指さし、声高に発表した。

「……………………………………えっと、エイスケ、さま？」

　地獄のような静寂が辺り一面を支配し、気温が氷点下にまで下がった。勇者も、帝国騎士団も、マリエルすらも、口をぽかんと開き、啞あ然ぜんとして硬直していた。

「………………………っ、ぇ？」

「な、なっ……なあッ……!?」

　──優衣と芹香の、二人を除いて。優衣は真顔のまま、じんわりと頰ほおだけを紅潮させ、芹香はトマトのようにみるみる顔じゅうを真っ赤にする。

「な、なんで知ってんのよッ!?」

「……そういう能力なのですか？」

「下着の色が分かる能力なんかに目覚めてたまるかッ!?　他にも色々知ってるぜ！　優衣！　お前は《ヤンキー狩り》の男に助けられてから、ずっとそいつに恋してるだろ!?」

「な……!?」

「芹香！　お前はその見た目とキャラに似合わず結構可愛かわいいモノ好きだッ！　そしてそれを隠してるもんな!?」

「だからなんでそんなことまで知ってんのよ!?」

「俺は今のお前らよりも、お前らのことをよく知ってるんだよッ！　お前らは俺と同じ境遇に生まれた、最高の仲間なんだからなッ！　お前らが記憶をなくそうが、すべて忘れようが、俺の中でその事実は揺るがない！　仲間じゃねえなんて言わせねえぞッッ!!」

　影介の訴えるような咆ほう哮こうは、びりびりと大気をも震わせた。優衣と芹香は気け圧おされ、何も言い返せずに困惑し始める。

「記憶を、なくす……？」

「やめろ、耳を貸すなッ！　ただの戯ざれ言ごとだ！」

　カイトが余裕げな笑みを消し、彼女らに声を飛ばした。それをさらに上回る声量で影介は叫んだ。

「ルキノ！　お前のことだって知ってるぞ！　お前がずっと仕えてきただとか抜かすそこのクソ勇者よりもなッ！」

「な、何を……」

「全部噓うそだッ！　惑わされるなッ！」

「ハッ、じゃあ答えてみろよ！　ルキノの作るメシが美味うまいかマズいか言ってみろ！」

「そ、そんなこと……ッ!?」

「じゃあ裁縫の腕はどうだ!?　それも答えられねえのか!?」

「きっ、貴様は帝国騎士をなんだと思ってるんだ！　家政婦じゃないんだぞ！」

「俺たちにとっては家政婦で重度のマリエルバカなんだよッ、そこのルキノはなッ！」

　マリエルがルキノに視線を浴びせる。ルキノは目が合うと、僅かに顔を歪ゆがませた。明らかに、記憶を改かい竄ざんした瞬間とは反応が変わっている。彼女たちは影介の言葉に、的確に惑わされていた。

「ルキノ、思い出して……ッ！　わたくしと一緒にいて、しんどいこともあったかもしれないけど……ッ！　それをずっと、共に乗り越えてくれたからこそ、あなたのことが大好きなのッ！　お願いッ！　戻って来て、ルキノッ！」

　マリエルが悲痛な面持ちで訴える。ルキノは激しく動揺していた。

「だ、だが、私は……！」

「黙れ、反逆者どもがッ！」

　カイトは強い語気でマリエルの訴えを遮った。

「随分と語ってくれるが、彼女たちにはそんな記憶一切存在しないんだ！　君たちの頭の中にしか存在しない記憶なんて、所詮夢や妄想と同じだッ！　そうじゃないというならその記憶を証明してみるがいい！」

「く……ッ！」

　困ったような顔で動揺する優衣や芹香を見て、影介は悔しそうに歯ぎしりする。存在しない記憶の証明など、不可能だ。それを分かっていてカイトは挑発をしている。やはり記憶を戻さない限り、この絶体絶命の状況は覆らない。

（くそッ、無理か……！　本当に、記憶を戻す方法は存在しないのか……!?）

　影介は汗を滲にじませ、必死に記憶を辿たどり、思考を巡らせる。この街の人間は全員、カイトによってマリエルにまつわる記憶を改竄されている。優衣も芹香も、ルキノを含めた帝国騎士団も、マリエルではなくカイトが王だと信じて疑っていない。記憶に矛盾すら残されていない状態だ。

　騎士たちが影介たちを徐々に包囲を狭めて追い詰めてくる。

「エイスケさま……！　どうすれば……!?」

　しがみつくマリエルと共に、一歩一歩、後ろへと下がることを余儀なくされる。彼の踵かかとが、噴水の縁にコツン、と当たった。一瞬、噴水を振り返る影介。影介の苦しげな顔を映す水すら満たされていない、荒涼と干からびた噴水の跡地を──、

（──、待て!?）

　影介の中で時が止まった。すべての景色が灰色になり、時間の流れが停滞する。彼の思考を支配したのは……とある会話のやり取りだ。

（あの会話だけ、嚙かみ合ってなくないか……!?）

　もしそうならば──彼女たちは、マリエルと関係の無いものまで、忘れさせられているんじゃないのか？

　影介は突き動かされるように周囲の光景を観察する。そうして──自分の推測がおそらく当たっていることを確認した。

　この街には、あるものが一切存在していない。おそらく、カイトの手で排除されたのだ。もしかするとそれが、記憶を戻す鍵。

（だが、だとすれば結局、今この瞬間に記憶を戻す方法はないじゃねーか……!?）

　見えた活路が再び閉ざされてしまう。この街から一切『それ』が排除されているのなら、今この一瞬で『それ』を用意するのは不可能だ。種が分かってもカイトの方が一枚上うわ手てだ。

（どうすればいい……考えろ……ッ！　俺はマリエルに召喚された、最後の希望なんだろうが……!?　向こうの世界からやって来た、うっかり限界を超えちまった──）




　そこで、天啓が彼の脳髄を貫いた。

　──ある。

　向こうの世界からやって来た自分ならば、『それ』を持っているじゃないか……！




「……ハッ」

　影介は息を吐き、現実へと帰還する。

　……いつものように、軽薄で、不敵な笑いを嚙かみ殺ころして。

「……マリエル、ちょっと足踏ん張ってろ」

「え？」

「──今からあいつらのシケたツラ、元に戻してやるからよ」

　影介はそう言うなり──、




　大地を、踏み砕いた。

　影介のデタラメな脚力から生み出されたのは、地面を激しく揺らす地震。その場にいたすべての人間の足下をぐらつかせ、体勢を崩させる。舗装された道には稲妻のような亀裂が走り、轟ごう音おんが耳をつんざく。

　その間に、影介は優衣と芹香に肉迫して────。




「クソ、悪わる足あ搔がきか……!?　無駄なことを──」

　カイトが僅かに瞬まばたきして、影介を睨にらみ付けようとした──その時。




　──火花が散り、旋風が吹いた。

　包囲網を形成していた帝国騎士団が、大きく後方へ吹っ飛ばされた。




「え……？」

　マリエルは、二度見した。彼女の前に立っている──三人分の人影を。




「……お前らホント、あんまり手間かけさせんなよな。今回はマジで焦ったぞ」

「……一生の不覚です。影介さんをほんの一時でも忘れてしまうなんて」

「ねえ、あたしって何回操られればいいの？　裏切りキャラみたいで超イヤなんだけど。あたしの好感度下がってない？　ねえ？」

　いつもの気の抜けた軽口が、マリエルの耳じ朶だを打つ。彼らの背中を見るマリエルの視界が、じわりとぼやけた。




「──ゆ、ユイさま……！　セリカさま……ッ！」

　二人は振り返り、マリエルに頼もしげに微笑ほほえむ。その優しくて好ましい笑顔を見れば分かる。──彼女たちは、マリエルとの記憶を取り戻していた。




「な、何故なぜだ、ありえない……ッ!?　どうして記憶が戻った!?」

「迂う闊かつだったなあ？　……いや、今回に関しては、用意周到すぎたのが仇あだになった、ってところか？」

　影介はポケットに手を突っ込んで、偉そうに顎を突き出す。

「な、なにを言って……」

「お前はマリエルのことだけじゃなく、記憶を取り戻す危険性のあるものまで記憶から消し去っていただろう？　その用心が、逆にヒントになっちまったって言ってんだ」

「ヒントだと……!?　そんなものあるわけ……!?」

「俺は記憶を改竄されたこいつらに自棄やけになって言った。『今の自分の顔、鏡で見てみろ』ってな。あの時のこいつらの反応はおかしかった」




『鏡??　なにそれ、意味分かんないんだけど』

『訳の分からないことを言わないでください』




「……そう、こいつらは意味が分からなかったんだ。俺の言葉の意味が、じゃない。──『鏡』なんて単語が記憶に存在しねえから、意味が分からなかったのさ」

「──ッ！」

　カイトは反射的に黙ってしまった。影介は沈黙する彼に真実を突きつけた。




「──自分の顔を鏡で見ること。それが改竄された記憶を元に戻す方法だから、お前は記憶から『鏡』の存在ごと消してたんだ！　そうだろう、勇者カイトッ!?」




　影介の指摘に、カイトは絶句した。マリエルは影介の推理にひたすら瞠どう目もくする。

「え、エイスケさま、そんなこと、よく気づいて……!?」

「他にも違和感はあったからな。……マリエル、俺たちが王宮から逃げ出したとき、窓ガラスが全部外されてたこと、覚えてるか？」

「え……？」

「この街には、窓ガラスが一切存在しない。民家の窓はガラスが外されてトタンや木で閉ざされ、王宮の部屋もガラスが外されて吹き抜けになってた。……この街は、徹底的にガラスが排除されてるんだ。ガラスには、顔が反射して映っちまうからな」

　マリエルの目から鱗うろこが落ちた。慌てて周囲を見回すと、影介の言う通り、建物の窓にはガラスが一枚もない。……そこで、マリエルは咄とつ嗟さに背後の噴水を振り返った。

「ま、まさか、この噴水も……!?」

「ああ、そうだ。この噴水も、わざと水が溜ためられてないんだよ。顔が映らないようにな。この街の人間の身なりがあまり良くなかったのも、鏡がなくなった影響だったんだろう」

　カイトは、滔とう々とうと推理を披露する影介に蹈鞴たたらを踏んだ。

「だ、だが、どうして、その二人の記憶を戻すことが出来た……!?　この街にはもう自分の顔を見る手段は存在しない！　お前はあの一瞬で、なにをしたと言うんだ!?」

「確かに、あの一瞬では鏡もガラスも、桶おけ一杯分の水すら用意できねえ。顔を映すものはなにもない。……だが、俺は持ってたんだよ。なんせ俺は現代を生きてた、ただの普通の高校生なんだからな」

　そう言って影介は口の端を歪め──自分の顔の横に、『それ』を掲げた。

「そ、それは……ッ!?」

　カイトは再び絶句する。それはあまりに馴な染じみ深ぶかくも……この異世界では、絶対に必要のない道具。




「──ス、スマホ……!?」

　……影介が見せつけたのは、彼がずっと所持していたスマートフォンだった。




　影介は自慢げにスマホでこめかみをとんとんと叩たたく。

「スマホの黒い画面に映った自分の顔を確認させた。たったそれだけのことさ」

　影介は大地を踏み砕いて作り上げた一瞬で彼女らに接近し、彼女たちの顔の前にそれを突きつけたのだ。……黒い画面で顔を反射させる、スマートフォンを。影介はポケットにスマホをしまいながら、ニヒルに口角を吊つり上あげた。

「現実の自分を認識した瞬間、記憶が戻る……ってところか。皮肉なモンだな。やっぱお前の力、救済でもなんでもねえよ」

「なん、だと……!?」

　影介の嘲るような物言いに、カイトは憤る。影介は拳を握りしめ、彼に言い放つ。

「どんなに些さ細さいな記憶だって、どんなに苦しくて嫌な記憶だって……ッ！　忘れ去って、なかったことにしていい記憶なんてねえッ！　楽しかった記憶が辛つらい記憶に変わっちまうことがあるなら、逆だってある！　その悲しい記憶を、肯定できるよう変えるために、前へ進もうとするべきだ！　──お前と違って、マリエルはそうしてたぞッ！」

「ッ……!?」

　影介の急な発言に、マリエルは息を詰まらせた。

「マリエルはお前らに裏切られても、塞ぎ込んで引きこもるんじゃなくて、この国のために俺たちを召喚して一緒に戦ってきたッ！　現実から目を背けさせ、偽物の平和を植え付けるテメェと、現実に向き合って、ここに俺たちを連れて戻ってきたマリエルッ！　俺は王様に選ぶなら──断然マリエルの方が尊敬出来るがなッ！」

「エイスケ、さま…ッ！」

　マリエルの目から、自然と涙が溢あふれた。彼はマリエルとの記憶の一片をも、無駄だと思っていない。むしろそのすべての記憶こそが、マリエルが信頼でき、尊敬に値する人間である証あかしだと、彼は声高に告げていた。それはマリエルにとって──『救済』、だった。

「良い記憶も、悪い記憶も、全部これからの自分を作る力へ変えられる！　お前はその前へ進んで強くなる機会を他人から奪ってただけだッ！　立ち止まって今の自分に甘んじていたいなら、一人で勝手にやってろッ！　この街の人間や俺の大切な仲間を、巻き込んでんじゃねえぞクソ野郎──ッッ!!」

　影介の咆ほう哮こうを、誰もが固唾を吞のんで聞いていた。騎士たちは身じろぎもせず、カイトへと目を向けた。うちひしがれていたカイトがその視線を浴び、ギリ、と歯を軋きしませた。

「く……そ……ッ！　くそくそくそくそ、くそォォォッ!?」

　カイトは、ガリガリと髪を搔かき乱みだし始めた。──と、思えば。

　彼自身の足下に、見覚えのある魔法陣が浮かび上がった。

「な……!?」

「記憶改かい竄ざんの魔法陣……!?」

　影介たちは驚きよう愕がくする。──カイトは自身に、記憶改竄を施し始めたのだ。

「な、なになに、自滅!?」

「おい、テメェなにして──」

「新たな力を手に入れるのさ」

「なに……!?」

　絶句する影介にカイトは自暴自棄な笑みを浮かべた。

「『想像の種』は想像を具現化させるものだ。ならこれまで培ってきた想像の記憶を消せば、また新しい想像を元に力を生み出せるはずだ……ッ！」

「そ、そんなこと、出来るはずが……!?」

「苦しい記憶を乗り越えるべき、だと……!?　綺き麗れい事ごとは沢山なんだよ……ッ！　なら乗り越えてみせるがいい……！　すべての人間を絶望の記憶に苛さいなむ、この姿の私を──ッ！　あ、あああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　カイトが咆哮する。その瞬間、彼の全身が禍まが々まがしいオーラで包まれ始めた。やがて、そのおどろおどろしい漆黒の闇に飲み込まれ──すべての挙動を鈍重にさせるような息苦しい闇の風が、影介たちに強く吹き付けた。

「きゃっ！」

「ぐおっ……!?」

　影介たちは咄嗟に腕で顔を庇かばう。彼らが目を開くよりも先に……。




『ああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！』




　断末魔のような絶叫が、彼らの鼓膜を刺し貫くように震わせた。漆黒が吹き飛び、カイトの姿があらわになる。

　──ねじ曲がった角。ぼろぼろに朽ちた翼。全身を黒く覆う獣のような皮膚。そして、見る者すべてに恐怖を植え付ける、恐ろしい形相。それらが、彼の輪郭を覆うように出現し、彼の姿を包み込む。そしてその幻影が──カイトの身体からだを借りて、顕現した。

「そ、そんな……!?　どうして……!?」

　マリエルは呼吸困難に陥りかけた。その姿は──この場に、絶対に存在してはならないもののはずなのだから。影介はその禍々しい外見に冷や汗を浮かべつつ、武者震いする。

「こりゃどういうことだオイ……ッ!?」




「どう見ても──魔王にしか見えねえんだが……ッ!?」

　カイトが『想像の種』の改変によって新たに手に入れた力。

　それは──『魔王への変へん化げ』だった。




　魔王と化したカイトが、その黒い翼で空中へと浮遊した。木の枝のように細い指先を、適当な方向へと向けた、その瞬間──。

　シュンッ、とその指から、赤い光が放たれた。それは帝都の街へ光の線を引き──。

　ドガアアアアアアアアアアアアアン！

　激しく、炸さく裂れつ。──街の四分の一ほどが、一瞬で焦土と化した。

『あっはっはっはッハッハッはっはっはッハッハッハッはっはっはッはっハッハ！』

　エコーをかけたような耳障りな哄こう笑しよう。それは魔王と化したカイトから響いたものだった。もはや彼は正気を保っておらず、本能のままに破壊を尽くすのみだ。

　カイトは、今度はその黒い手から波動弾を連射した。街の建造物のあちこちに着弾し、すべてを木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛ばす。そのひとつが、マリエルの頭上に降ってきた──。

「そらよッッッッ！」

　その波動弾を影介が蹴っ飛ばして、跳ね返した。波動弾は軌道を正反対に変えて、魔王に着弾。マリエルが驚き振り向くと……影介は、深く俯うつむいていた。

「……………来た」

「え？」




「魔王、キッタァァァァァァァァァァァァァァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」




　そして高らかに叫び、その場で膝をついてガッツポーズした。……なんだか、マリエルには既視感のある姿だった。

「………………へ？」

「見ろよマリエル、魔王だぜ!?　あれが勇者が数人がかりで倒したっていう魔王だろ!?　諦めてたが、まさかこんなタイミングでご対面できるとはなァ!?　やっぱ異世界ってのはこうでなきゃだぜッ！」

　マリエルはすっかり閉口した。この戦闘狂の少年は、絶望の代名詞とも言えるような存在を前にして、マリエルの肩を叩たたいて鼻息荒く興奮しているではないか。

「もうやだコイツ、新手の変態じゃん……」

「私はこういう子供っぽく興奮する影介さんも好きですよ」

「吞のん気きに言ってる場合ですか!?　どうしてあなたたちは魔王を前にしてそんなにいつも通り過ぎるのですかぁ!?」

　マリエルが堪たまらず嘆いたその瞬間、魔王の真紅の光線が彼らを襲撃。

「カッ、しゃらくせぇッ！」

　影介は、その光線を殴り飛ばし、軌道をくの字に折り曲げた。そして拳を見せつけるようにして、背後のマリエルに振り返る。

「ンなの、いつも通りにやるだけだからだよッ！」

「え？」

「どうした、信じらんねえのか!?　これまで勇者をぶっ飛ばしてきたのと同じように、俺があいつにも勝てるってことをよッ！」

「…………っ！」

　マリエルは想起する。彼が獰どう猛もうな笑みを浮かべて、敵に向かっていった時に……そこに障害なんて、ひとつもない。彼は常に、そのデタラメな力を振るって、あり得ない光景を巻き起こし、常識を覆すような勝利をもたらしてきた。敵がどんな存在であろうが、そんなことは因果に関係が無い。──彼は、勝つ。いつだって。いつも。いつまでも。……だから、今回も。魔王であろうとも、彼の手にかかれば──！

　祈るように手を組んで、マリエルは告げる。さながら──女神のように。

「エイスケさま……！　──勝って！　いつも通りに……ッ！」

　その祈りに、影介は笑みで応える。すべてを完膚なきまでに救う、英雄の顔付きで。

「ハッ！　言われなくたって、そのつもりだァッ!!」

　影介は、その場から大きく跳躍した。まるでミサイルのように、いや、ミサイルよりも速く、風を切り裂いて影介は一直線に魔王へと突っ込む。

「食らえェェッ！」

　影介はその推進力をすべて腕に乗せ、痛烈な右ストレートを叩たたき込んだ。吹き荒れる爆風。放たれる爆音。影介の腕を中心にして円形の衝撃波が生まれる。

　──だが、その拳は魔王の拳に受け止められていた。

「な、に……ッ!?」

　影介は絶句しつつも、逆の拳や膝蹴りをも連続で放つ。目にも留まらぬ早業のラッシュ。しかし、それすらも魔王は影介の攻撃のすべてに同じ動きで対応した。まるで鍔つば迫ぜり合あいだ。一撃一撃が爆風を伴う乱打の打ち合い。パワーは互角……に、見えたが。

　ドゴッッッッ!!

「ご、は……ッ!?」

　影介の脇腹に、魔王となったカイトの蹴りが直撃した。魔王の攻撃が、あの影介のラッシュを押し切った。それだけではなく、あの真剣すら弾はじいた影介の鋼の肉体に、魔王の蹴撃は痛烈なダメージを与えたのだ。

（コイツ……俺よりも、強いってのか……!?）

　衝撃波をまき散らす、自分以上の膂りよ力りよくによる一撃に吐血する影介。彼に追い打ちをかけるべく、魔王は両手を突き出して──、

　ドドドドドドドドドォォォッッッッ!!

　夥おびただしい量の波動弾を、至近距離で影介に打ち出した。影介は煙と共に吹っ飛び、付近の建物に激突。ズガァン……！と轟ごう音おんとともに建物が倒壊した。

「え、エイスケさまッ!?」

　マリエルが悲鳴を上げる。だが、そのほんの数秒後だ。

　その倒壊した建物の瓦が礫れきがぶんっ！と投げ飛ばされ、魔王の顔面に激突した。

『ぐ、が……ァッ!?』

「やってくれたな、コラ……ッ!?」

　獰猛に唸うなりながら、彗すい星せいのように跳んでくる影介。建造物の倒壊に巻き込まれても彼は無事だった。魔王は再び熱線を放つ。影介は腕を十字にクロスすると、その腕を一気に振り下ろし、熱線を消し飛ばした。そのまま魔王へ肉迫し、

「これなら、どうだッ!!」

　右腕でフェイントをかけつつ、左脚で回し蹴りを叩き込んだ。渾こん身しんのボレーキックに魔王は吹き飛び、地面へ轟音を立てて衝突した。魔王のカイトが吼ほえた。

『く、そ……ッ！　小こ賢ざかしいんだよォォォォッ！』

　怒号をあげる魔王の角から、赤い雷が迸ほとばしった。蛇のような稲妻が魔王の周囲に閃ひらめき、影介に四方から飛来する。光の速さで迫るその電撃を、空中にいる影介は避よけられなかった。

「が、ああああああああああああああああッ!?」

　影介は呻うめき声をあげ、全身を雷撃で痺しびれさせた。ショックで一瞬気絶した影介は空中から墜落し、地面に激突。砂煙が立ち上る。それにカイトは追い打ちをかけた。

『これでも、喰くらいやがれえええええええッ！』

　地面にクレーターを作り上げて仰あお向むけに倒れている影介、その空中に彼を取り囲むようにして現れたのは無数の白銀の剣。その数多あまたの真剣は不気味にもゆらりと浮遊し、その光る切っ先を揃そろって影介へと向けた。

　ズザザザザザザザザザザッ!!

　雨のように、一斉に降り注ぐ剣。──影介は、地面に突き刺さる剣たちに、全身を搦からめ捕られた。

「く……そ……ッ!?」

　身体のあちこちに剣が刺さり、身動きの取れない影介に──、

　シュドオオオオオオオンッ！

　──街を滅ぼすほどの威力を秘めた熱線が、直撃した。
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　──影介は、微睡まどろみの中から意識を覚醒させた。

「ッ、痛ッ……!?　俺は……ッ!?」

「まだ、動かないで下さい」

　静かに影介を制する、優しくも断固とした口調。首を上げることすらままならないほど、彼の全身には鈍い痛みと重い疲労がのしかかっていた。視線だけで、影介は自分の状態を確認する。

　──影介の胸に手を置いていたのは、マリエルだった。

　彼女の掌てのひらからは、淡い暖色の光が輝いていた。……治癒魔法だ。その掌が触れている部分を中心として同心円状に、確かに痛みは和らいでいる。だが、そのゆっくりと優しく包み込むような治癒の経過に影介は焦じれったさを覚えた。

「早く、行かねえと……ッ！」

「大丈夫ですわ」

　そう柔和に微笑ほほえむマリエルの頭上に、波動弾が飛来した。影介が絶句した……その時。

「はああああ[image: ][image: ]ッ！」

　マリエルを庇うようにして現れた人影が、細剣による突きの連続で波動弾の軌道をずらした。マリエルを避け、付近に着弾する波動弾。彼女は、亜麻色の髪を振り乱した。

「ルキノッ!?」

「先程はすまなかったな、エイスケ」

　ルキノは薄い唇を歪ゆがめて微笑すると、影介の元にしゃがみ込む。ようやく影介の全身が、起き上がれるまでに回復した。──彼が身を起こしたのと、ほぼ同時だ。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』




　鬨ときの声こえが、轟とどろいた。

　──剣が火花を散らし、矢が飛び交い、騎士たちが咆ほう哮こうしていた。

「て、帝国騎士団……!?」

　影介は瞠どう目もくした。影介が倒れている数分の間に、時間稼ぎをすべく戦っていたのは、記憶を改かい竄ざんされていた帝国騎士団だったのだ。

「マリエル王女が戻ってきたんだッ、もう勇者の好きになんかさせるかッ！」

「あの少年が戻ってくるまで、我々の矜きよう持じを見せるぞッ！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　勇猛果敢な雄お叫たけびが大気を震わせ、騎士たちを意い気き軒けん昂こうと戦場へと駆り立てる。魔王の猛烈な襲撃を、彼らは必死に防ぎ、躱かわし、凌しのいでいた。

「どうして、あいつら……!?」

「あたしらが元に戻したのよ」

「私たちだって持ってますからね。現代っ子の女子高生なので」

　呆ぼう然ぜんとする彼の元に馳はせ参さんじたのは、優衣を抱えた芹香だった。彼女らの手には、それぞれのスマホが握られている。彼女たちが、影介と同じようにして帝国騎士団の記憶改竄を元に戻したのだ。

　影介の手を、マリエルが両手で握りしめた。

「……皆様が、エイスケさまの勝利を信じています。そして──そんなあなたが、わたくしのことを、心から信じてくれた」

　マリエルは目を閉じ、影介に言葉を紡ぐ。




「……だからわたくしも、それに応えたい。あなたの勝利を信じるだけじゃなく、あなたの勝利を約束します。だってわたくしは──女神の生まれ変わりなのですから……ッ!!」




　ルキノが、マリエルの手の上から、影介の手を包んだ。

　優衣と芹香も、両側から彼の手を包み込む。

　──すると、マリエルの身体からだが白く光り輝き始めた。眩まばゆい光の線が、彼女の周囲を揺らめく。彼女の金髪が生きているようにふわりとなびき、ドレスが無風の中で踊る。

　影介が守ってきた笑みで、彼女たちは彼を力づける。篤あつく、厚く、熱く、彼の手を握る。

　──その掌から伝わる熱が、影介の胸に宿る闘志の炎を、自おのずと激しく燃え上がらせる。




　──ああ、そうだ。影介は静かに目を閉じ、理解する。

　きっと力とは、拳の形で表せるものじゃない。こうして開いた掌で、誰かと繫つながり、大きくなっていくものを、本当の意味で『力』というのだ。力とは、自分のためだけに存在するものなんかじゃない。自分のことを信じ、希望を託してくれたすべての人間のためにある、太陽のような『光』のことだ──。




　──七色の光が、爆発した。

　影介を、光が包み込む。その光は、どんな光よりも幻想的で、美しい輝きだった。その光は天を貫き、大地に降り注ぎ、空間に閃く──。




『なん、だ………………!?』

　誰もが、その光に目を奪われた。魔王となった、カイトすらも。その光が、真っ二つに割れたのと、同時。

　──魔王の目の前に、その光が顕現した。

『な…………………………!?』

「待たせたな、再開しようぜ」

　絶句するカイト。彼の眼前に現れた光の正体は──剣城つるぎ影介だった。彼の瞳は金色に輝き、その輪郭は白色の淡い光に包まれている。影介はその手を彼へ向け、指を、折り曲げる。それは魔王に対する、大胆不敵で傲岸不遜な挑発。つまり──喧けん嘩かを売った。




「さあ来いよ、世界を救った勇者サマ。全力で俺たちと──喧嘩しようじゃねーか」




『ッ、あああああああああああああああああああああああああッッッッ!!』

　黄金に輝く影介に、カイトは本能的な畏怖を抱き、皮膚を震わせ戦慄した。カイトは、帝国騎士を迎撃すべく差し向けていた攻撃の一切の矛先を影介へと変更し、一気に放った。

　波動弾、禍まが々まがしい刃やいば、地獄の業火、紅あかき雷、混こん沌とんたる衝撃波……怒ど濤とうのように影介の全身に降り注ぐ魔王の攻撃。未み曾ぞ有うの天災が局地的に引き起こされたかのような破滅の光景が、影介の眩まばゆき光を暗黒で塗り潰した。

　──と、思いきや。




　カッ─────────────────!!

　混沌が跡形もなく弾はじけ飛び──太陽が、現出した。

　その闇を塗り替えるプロミネンスの如ごとき鮮烈な光は、魔王の凄絶なる猛攻を、影介が軽く腕を振り払ったことで完全消滅させた、その衝撃の残光に過ぎなかったのだ。




『な、な、何を…………ッ!?』

　愕がく然ぜんとするカイトに、太陽をその身に宿した影介が無言で笑う。カイトは激憤した。魔王と化した自分よりもデタラメな力を手にした存在など、断じて認めることはできない。カイトは筋肉を強こわ張ばらせ、大きく腕を引き絞る。

『この、死に損ないがあああああああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!』

　影介の腕力を超える力で繰り出された、魔王の一撃。山脈すら砕きかねない豪腕が、影介へと振り下ろされ──、

　轟音。衝撃。疾風。爆砕。殺さつ戮りく。あらゆる破壊の象徴が炸さく裂れつする……、

『……………………な、っ』




　──ことは、なく。

　その魔王の殴打を──影介は、片手の指一本で受け止めていた。




『な、にィ……………!?』

「礼を言うぜ、勇者サマ。お前は俺を強くしてくれた」

　影介は声を発する。その声音には怒りや憎しみは含まれていない。誇らしげな、透き通るような、爽やかな声だ。

「この力は、これまでの俺に関わってきたものすべてを掛け合わせたモノだ。俺自身の努力も、これまでの記憶も、俺に関わってきたすべての人間の思いも……全部ひとつ残らず合わせた力だッ！　ホンモノのチートってヤツをお返しに一発、今からお前に叩たたき込んでやる──ッ！」

　影介の右腕が、その言葉に呼応するかのように光に包まれた。影介はその腕を、高く頭上へ掲げる。

　──光の柱が、天を貫く。

　魔王と化した勇者がもたらした混沌たる絶望を斬り払い、希望の光が地上へと降り注ぐ。その光すべてを、影介はその腕に収束させ──。




「はああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ──────!!」




　──極光。光が閃ひらめき、炸裂した。

　もはや影介のその拳は、殴打などではない。爆発、または隕いん石せき衝突と形容した方が正しかった。爆風と衝撃が、付近の建造物をもまとめて跡形もなく吹き飛ばし、周囲にいた騎士すらも立っていることが出来ずに吹っ飛ばされる。魔王を滅ぼさんとして、地上に振り下ろされたその影介の金色の一撃はさながら──神による、裁きの鉄てつ鎚つい。

　誰もが視界を腕で覆う。凄すさまじい轟ごう音おんが、すべての人々の聴覚を奪う。光が失うせて、彼らがまともな五感を取り戻し、まず最初に見たものは……。




「……ハハッ、一撃で倒れるなんて、気合いが足りないんじゃねえの？」

　気絶する人間体のカイトを見下ろして、一笑する──剣城影介の、勇姿だった。




「……や、やった」

　騎士の誰かが、そんな言葉を漏らした。からん、と剣が地面に落ちる。それを皮切りに──。

『やったぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

『魔王を……！　勇者を、倒しちまった……ッ！』

『これで帝都はッ、復活だあああああああああああッ!!』

　大歓声が、あたりを埋め尽くす。騎士たちが拍手喝采し、高らかに凱がい歌かを歌い、互いの身体を叩たたき合う。言葉にならない喜びの雄叫びが波は濤とうのようにすべての者の鼓膜に押し寄せた。

「エイスケさま……ッ！」

　影介の元へと駆け寄ってくる、マリエルたち。マリエルは勢い余って、影介の胸に飛び込んできた。

「おわっ……!?」

　影介はそれを受け止めることができずに、そのまま地面へと押し倒された。……なんだか影介にとってはデジャブなことだった。ぎょっとするマリエル。

「だ、大丈夫ですか!?」

「お、お前がやったんだろうが……。あー、今回はキツかった。もう一ミリも動けねえわ」

　自分の胸の上に乗ったままのマリエルに、影介は疲ひ労ろう困こん憊ぱいな様子で答えた。その疲れ切った影介の身体を、マリエルは倒れ込んだまま、ぎゅう、と抱きしめた。

「……ありがとうございます、エイスケさま」

　マリエルは呟つぶやき、顔を上げた。目を潤ませて告げる彼女は……心から愛いとしそうに、太陽のように燦さん々さんとした笑みを浮かべた。




「あなたはわたくしの──最高の『英雄』ですわ……っ！」




「……よせよ、くすぐったい」

　影介は苦笑すると、ぶっきらぼうに告げる。──デニムジャケットの裾を持ち、お決まりの名乗りを。




「俺はただの──ちょっと強くなりすぎた、高校生ってだけさ」




「……あんたみたいなデタラメな高校生がいてたまるかっての」

「……ですね」

　芹香と優衣が冗談めかして、すかさずお決まりのツッコミを入れた。
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《エピローグ》




「皆様には、心から感謝をいたしますわ。本当にありがとうございます」




　影えい介すけと魔王の死闘に巻き込まれ、見るも無惨な状態となった王城。だが、それでも玉座は依然として王にふさわしい風格を醸し、その場にいる者すべてに畏怖の念を抱かせる。

　その玉座にいま鎮座しているのは……マリエル『女王』だった。

　ティアラをその砂金のように美しく煌きらめく髪の上に載せ、首飾りやピアスでその身を豪ごう奢しやに着飾っている。齢よわい十四歳とはいえど、まさしくその姿は女王そのものだ。彼女の隣では、ルキノがマリエルの姿に満足そうに何度も頷うなずいている。

　そして、彼女らの目の前にいま招かれているのは──。

「うーわ、マジで女王様になっちゃってるじゃん。なんかちょっと引くわ」

「セリカさま!?」

「お風呂であれだけ感動していた子が、今や宝石のネックレスつけてますよ。これが成金というヤツでしょうか」

「ユイさま!?」

「マリエル、お前には女王はまだ早いんじゃねえの？　永遠のお姫様ってことにしとこうぜ」

「それは痛すぎるでしょ、売れないアイドルのキャッチコピーか」

「ちょっとエイスケさままで!?　もう、なんなんですか皆様!?」

「君たち、もうお嬢様はこの国の女王だぞ!?　もっと敬意を払わんか！」

　影介たち三人のつれない態度にマリエルが頰ほおを膨らませて地団駄を踏み、ルキノが喧やかましく喚わめく。




　──勇者カイトを現代へと送り返して、一週間が経たつ。

　マリエルはようやく国王に即位。若くしてこの国の女王となった。帝国騎士団は再び団結を固め、マリエルに忠誠を誓いこの国の治安維持に動き出している。ともあれ……まずはカイトによって破壊された帝都の復興作業に従事しているのだが。




　マリエルはしかめっ面で再び椅子に腰掛けた。ため息混じりに彼女は言う。

「はあ……。あなたたちは本当に、わたくしが女王になろうと、自分たちがこの街で『救世主』と崇あがめられようと、一切変わらないんですのね……」

　影介たちは、勇者を計四人も倒し、現代へ送り返した。特に帝都を集団洗脳に近い記憶改かい竄ざんの能力で支配し、さらには魔王にまで変化したカイトを倒した影介は、『救世主』などと呼ばれて尊敬を一身に集めていた。だが、当の本人はさしてその事実に喜んでいるわけでもないらしい。

「ハン。英雄だとか救世主だとか、そんなご大層な渾あだ名なつけられてもかったるいだけだ」

「わーさすが、《ヤンキー狩り》だなんて言われてたヤツは言うことが違うわね」

「しばかれてェのかおのれは……ッ！」

「ではもっと影介さんに相応ふさわしい渾名にしましょう。《だーりん》か《あなた》か、このどちらかがいいと思うのですが」

「どっちもよくねーよ旦那の呼称だそれは！　渾名じゃねンだよ！」

「じゃあ太ももフェチ？」

「まだ言ってんのかテメェは!?」

「ところで、影介さんが最後に見せたあの途と轍てつもない力は一体なんだったのでしょうか？」

「人に散々ツッコませといてマイペースに話変えてんじゃねーよ！」

　優ゆ衣いが思い出したようにマリエルに訊たずねる。マリエルと影介が揃そろって首をひねった。

「それが……わたくしにもよく分からないと言いますか……」

「……俺も分からん。あの後寝たら、もうあれほどの力は使えなくなってたからな。火事場の馬鹿力みたいなモンじゃねーの？」

「だとしたらバカ過ぎでしょ、魔王よりもあんたの攻撃で街が吹っ飛びかけてたからね」

「では愛の力ですね。私の愛が影介さんに強大な力を与えたのでしょう」

「ちょっと!?　そうなったらあたしまで愛の力を与えたことにならない!?」

「じゃあ芹せり香かさんは影介さんに一ミリも気持ちはないのですね？」

「ないに決まってるでしょ!?　……ちょ、ちょっとしか……」

「ボソボソ何言ってんだ」

「ななな、なんでもないからッ!?　話に入って来ないでよッ!?」

「冷たッ!?　なんなのお前、二回も助けてやったこともう忘れてねーか!?」

「あたしの下着二回も見てるんだからチャラよチャラ！」

「あんな地味な水色の下着見て全部チャラだと!?　割に合わねーよ！」

「殺すマジで殺す絶対に殺す……ッ!!」

「……やはり芹香さんは最大のライバルですね。いいでしょう。恋とは障害が大きいほど、燃え上がるものだと聞きました」

「もう一体なんの話をしてるんだ君たちは!?」

　どんどん脱線していく彼らの談笑に呆あきれ混じりに微笑しながら、マリエルは思い出す。




　──あの力は、決してマリエルの女神の力ではない。彼女にはもう、授けられるほどの力は残っていない。影介曰いわく、マリエルは出汁だしの出なくなった昆布なのだ。

　だからあの力は──マリエルたちの想おもいに、影介の眠っている力が呼応したものなのだろう。つまり影介の力は……まだこんなものではないということだ。

　彼はきっと、超え続けていく。限界も、常識も、難敵も、予想も、期待も……そして、影介自身すらも……。何もかも、超えていくのだ。だって彼は、『英雄』で、『救世主』で……人間を超えた、最強の高校生なのだから。




「……てなワケで、マリエル。俺たちはこれからどうすればいい？」

「え？」

　ふと影介に訊たずねられ、マリエルは意識を引き戻された。影介が眉を顰ひそめる。

「え、じゃねーよ。お前は俺たちを、『勇者を倒すために呼んだ』んだろう？」

　優衣は、穏やかに頰を緩める。

　芹香は、白い歯を見せて無邪気に微笑ほほえむ。

　そして影介は──まだ見ぬ勇者に、不敵に嗤わらう。

　三者三様の笑顔に、マリエルはつられて微笑した。深呼吸をしてマリエルは、強気な笑みで、彼らに告げる。

　人間を超えた彼らと、世界を超えて結んだ絆きずなを、その小さな胸に抱きながら──。




「そうですね……じゃあ次はどこの街を、『勇者』から救い出してくれますか？」








あとがき






　はじめまして、西にし村むら京みやこです。

　この度は拙著を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　こんな名もない新人の作品を興味を持って読んでくれた方には当然五体投地で感謝を、なんならまだレジに持って行っていないあなたにも、あの名前の似ている大先生と間違えてしまったあなたにも、あとがきだけ立ち読みして「コイツマジで作家になっててワロタ」と言ってる知り合いにも……この本の存在を知ってくれただけで感謝したいほどです。

　買っていただけなくても感無料、いえ、感無量です。でも出来れば感有料で楽しんでくれると嬉うれしいです。感有料ってなんだ？




　さて、今回私が書かせてもらったこの作品、ジャンルとしてはスニーカー文庫の十八番とも言えるハイテンションギャグファンタジーでもあれば、異世界ファンタジーにパーカーヘッドホンショートボブ無表情女子と純情ツンデレギャルＪＫとのラブコメを強引にブチ込んだいちゃ萌もえラノベでもあり、伏線を会話や描写に出来るだけ盛り込み、二回読んでもまた別の楽しみ方が出来るように目指したちょっとライトミステリチックな一面もあるラノベでもあります。

　異世界系やバトル系が好きなベテランラノベ読者にも、またラノベをそんなに読まない方にも、はたまた本自体をあまり読まない人でも楽しめるよう、その最大公約数的な作品になれば、と全力を尽くしたつもりです。

　好感度マックスの無表情ヒロインも、なんだかんだ付き合いのいいギャルも、健けな気げで守ってあげたくなるお嬢様も、「犯人はお前だ！」的な頭脳派な展開も、全人類みんな好きなやつだもんね？　ねっ？




　そんなわけで私の性癖マシマシでお届けした本作ですが、一応この作品を書くにあたって、一貫したテーマを据えたつもりです。

　それは『力』というものについてです。

　主人公の影介は勇者のチート能力を真正面から跳ね返せるだけのデタラメな力を持っていましたが、それだけでは勇者に『勝利』こそしても、ただそれだけだったでしょう。

　この作品をエピローグに導いたのはそんな力だけでなく、彼の冷静な知力やこれまでの経験、そして何より、マリエルたち仲間がいたからこそです。

　きっと本当の人としての能力や魅力、つまり『力』とは、際立った才能だけではなく、潜在的なものや経験的な蓄積、さらには自分を取り巻く多くの他人、そんな自分に関わるものまで広く含めたものを指すのではないでしょうか。

　私も改稿中、紆う余よ曲きよく折せつに四苦八苦あったなかで、自分の経験や過去の記憶、私に関わってくれた人々やこれまで影響を受けた作品に対する敬意など、あらゆるものへの思いを筆に乗せて認めることでこの小説の完成形に辿たどり着つき、どうにか読者の皆様の手に届けることが出来ました。

　まだまだ新人故、拙い筆力ではあると思いますが、影介たちのアホな掛け合いや滅め茶ちや苦く茶ちやっぷりに笑いつつ、この私の込めた『力』が少しでも届いてくれたのなら幸いです。




　では、最後に謝罪……じゃなくて、謝辞を。

　イラストのはる雪ゆき先生。自分が考えたキャラにガチ恋してしまいそうになるようなイラスト、本当にありがとうございました。最初のイラストが送られてきた時、自分の性癖があまりに露骨に再現され過ぎていてひとり赤面すらしたのを覚えています。女神の生まれ変わりはマリエルじゃなくてあなただったのでは……？　大変お忙しい中、こんな新人作品に携わってくださったこと、感謝してもしきれません。

　担当編集様。「異世界ファンタジー書けます？」「書けまぁす！」つって結局書けたのは多大なるご迷惑だったという……。ハイ笑えませんよね、大変申し訳ありませんでした。この本が出たのは九割、いや、十割あなたのおかげです。〆切に殺された後の「普通に続き気になって読んじゃいました」という言葉は最高の殺し文句でした。実質編集者は殺人犯。本当にありがとうございました。

「おめでとう　焼肉奢おごって　くださいな」と一句詠んでくれた友人たち。おめでとうは焼肉を導く枕まくら詞ことばじゃないのよ？　それでも、初ラノベだわとかなんとか言いながら買うと言ってくれる君たちが大好きです。それで買ってなかったら友達辞めちゃうんだからねっ！

　他にも、アホほどある誤字を訂正してくださった校正の方などなど、沢山の方々のお陰でなんとか出版にまで辿り着きましたことを、この場を借りて深くお礼申し上げます。本当にありがとうございました。




　そして最後に、この本を読んでくれた読者のあなた様へ。

　この作品は決して勇者の異世界チートを否定するものではありません。そんなものを夢見なくても、きっとあなただけの『チート』は既に形成されているということです。影介のように自分のあらゆるすべてを握り締めて、感謝の正拳突きをしてみてください。「パン！」という音が後から聞こえ……ではなく、未来を切り拓ひらくデタラメな力がきっと現れるはずです。その時のあなたの『力』の一部にほんの少しでもこの作品がなれたのなら、これに勝る喜びはありません。




　もう一度筆を取れるかどうかはアレ次第ですが、少しでも多くの皆様に影介たちの旅の続きが望まれることを心から祈りつつ、ここで筆を擱おきたいと思います。改めて、この本を読んでいただき、本当にありがとうございました。




　…………あの、なんとか水着回だけでも書く機会ないですか？　ほら、あとは影介たちがなんで人間を超えてるかとかさ？　ねえ？　ないです？


西村京



















本作は、第24回スニーカー大賞特別賞受賞作「悪感情犯罪特別対策室《バーサスフォース》～正義のヒーローは性格が悪いものです～」を改題・改稿したものです。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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item/image/cover.jpg
|

Vi
g i §






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p119.jpg





item/image/p031.jpg





item/image/p273.jpg





item/image/allcover-001.jpg
—LOHHD
RAIZ 8
NINT'S J~HER
23| EFDNB,
[RATHEMZINBHDIA
BABNTRANBNBOALE] &Yy

(o2
B STAICBSBONDELN, B
DTESHEBULBRNLET.

ASAN——DFBBEBLET,
—DBIBFTHUEFT.,

AR-AFAEUBE
PI=F1 > AFTERGLOW

NR=—H—S

FIEN. BREES SHAOBRETSE S, 120, BA
ZFIDITERL. TRTEITBHRL Eﬁﬂb‘ﬁ%iﬁ%ﬂﬁi*a
530, BELOECARENZHH, HORICHEIE.
M LA — RERORBHLATOE | HE
BEXBCEERNCINC, BREODKFKIAT S
(RERDE. BREZRUTEESF— NEEE5OIE]
B50NESOIBEFERLTVERNR, FURKN
SBBREINLEF— MENREBELCENNKBHESIETRIT D,
TELLEZE— BreBT v ATy | | BRF— MBE
ERABREDER? REFWAEOA 2T 75T~ |





item/image/gaiji-cid7891-t.png





item/image/gaiji-cid7891-m.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg





item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p013.jpg





item/image/gaiji-cid7891-b.png





item/image/p215.jpg





item/image/titlepage.jpg
SRR RREE BESEEEH L IRERA

T8






item/image/p019.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
@ — :
'@gaﬂmmmﬁﬁ \
%






item/image/toc-001.jpg
CONTENTS






item/image/p089.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
Y ; ¢, (\#Ij

o NS

| -

T vt k3 0 v
BrEER
O
FELRUCBBRSWBR
Ao BBAROM B8 &

. —t+ RIET. BICAY RRo &8
(-5 DREEHED, BELTWS, o EEEE#E
RHELEBRDOBAERS MIcHh & o, ERREIL IR

BRE. ABERBHICEBA \ T BENEET3,

BEANEFR DR MFICKA |

BEFIFH5T BEL T
- ZAETIICBBE
h3,

WHEAEF v )b, BB EIOI,
ICHEE D 3. WHN1RE
HEHT 3,

A LWRICBBRSNEERK
£, XBRED) TADHES & )






item/image/kuchie-003.jpg
S~ Y TN =[N
F 1A R

-3 £
FLAF 1 FHEENELT. ‘
THOEFThED), 2Ot
FUCBBLI=A2ICNESZ,
BEzAITEEL L THAE
FoTHD DD -2






